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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　はじめに







　はじめましての皆さまには、はじめまして。

　そうでない方には、またお会いできて嬉しいです。

　著ちよ者しやの丹藤武敏たんどう・たけとしです。




　さて、本書はＴＲＰＧ『ダブルクロスThe 3rd Edition』（以後、『ＤＸ３』）のリプレイとなっております。ここから先、ＴＲＰＧや『ＤＸ３』、リプレイについてご存じない方に向けて説明しますので、すでに知っておられるという方は飛ばしていただいて構いません。

　まず、ＴＲＰＧですが、これは、テーブルトーク・ロールプレイングゲーム（Table talk Role-playing Game）の略です。どんなゲームかを簡単に説明しますと、みんなで集まって語かたり合いながら進めていく、電源を使用しないゲームです。

　リプレイというのは、そのＴＲＰＧを遊んだ様子を読みやすく編集し、読み物としても楽しめるようにしたものです。本書の中身をパラパラとめくっていただけるとわかるように、ゲーム中の発言やセリフを中心にまとめています。

　そして『ＤＸ３』は、現代社会を背景にしたＴＲＰＧです。

　ＰＣは、感かん染せん者しやを変へん異いさせるレネゲイドウィルスの拡散事件によって異能の力を持った〝オーヴァード〟という存在になります。

　この『ＤＸ３』には、初版発売の頃よりＰＣの敵として登場する、〝ディアボロス〟春日恭二かすが・きようじというＮＰＣ（Non Player Character）がいます。

　オーヴァードの力を自由に使うことを目的としたテロ組織ファルスハーツ（以後、ＦＨ）のエージェントであり、かなりの実力者でありながら幾度もＰＣたちに敗れ、しかし不屈の精神力と生命力でそのたびに這い上がってくるというしぶとい敵役です。敵役というのは、結構ファンから愛されるもので、春日恭二もその例に漏れません。

　今回のリプレイでは、そんな彼がＰＣとしてセッションに参加します。

　演じるのは、〝きくたけ〟こと菊きく池ちたけし。

　今まで敵として登場してきた春日恭二を、あの菊地たけしがどう演じるのか。気になったりしませんか？　気になったという方は是非読み進めてみてください。




　それではようこそ、非日常の世界へ！







『ダブルクロス The 3rd Edition』用語集




レネゲイドウィルス：二〇年前に世界に拡散した、超常的な変化をもたらすウィルス。

オーヴァード：レネゲイドウィルスに感染したことで異能力を得た者たち。

侵蝕率：オーヴァードがレネゲイドに侵蝕されている割合。大きいほど力を発揮するが、同時に精神も変貌していく。

ジャーム：レネゲイドの侵蝕が限界を超え、怪物と化したオーヴァード。

シンドローム：オーヴァードの能力ごとのカテゴリー。ふたつのシンドロームを組み合わせたクロスブリード、三つの組み合わせのトライブリード、単独のピュアブリードがある。

エフェクト：オーヴァードになったことで使えるようになった特殊能力の総称。

ＵＧＮ（ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク）：レネゲイドの存在を秘匿し、その脅威から世界を守るために結成された秘密組織。

ＦＨ（ファルスハーツ）：オーヴァードで構成されたテロ組織。それぞれの欲望のために破壊活動を行なう、ＵＧＮの天敵。構成員にはジャームも多い。

ＰＣ（プレイヤー・キャラクター）：プレイヤーが担当するキャラクター。ひとりのプレイヤーにつき、ひとりのＰＣを担当する。『ＤＸ３』のＰＣはオーヴァードである。

ＮＰＣ（ノン・プレイヤー・キャラクター）：ＰＣ以外のキャラクター。ＧＭが担当する。
















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆春日恭二かすが・きようじ、ＰＣ①に！




〝ディアボロス〟春日恭二───。

　彼は、『ダブルクロス』の悪役として登場するＮＰＣである。

　初版ルールブック付属シナリオで、レネゲイドウィルスを拡散するＦＨエージェントというラスボスを務めて以降たびたび登場し、幾度となくＰＣたちに倒されてきた。

　大変しぶとく、大変執しゆう念ねん深く、それがゆえにファンからも愛されている。

　今回のリプレイは、そんな春日恭二をＰＣに迎えた企画である。

　ＧＭと執筆を務めるのは私こと丹藤武敏たんどう・たけとし。

　そうと決まれば、まずは春日恭二を演じてくれるプレイヤーを確保せねばならない。




たんどー：菊きく池ちさん、春日恭二を演えんじてくれませんか───!!

菊池：お、おう？




　では、ここで私が依頼した人物を紹介しよう。

〝ディアボロス〟春日恭二を演じるプレイヤーは、この人物だ！




菊池たけし

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の副社長であり、『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』、『アリアンロッド』などのゲームデザイナーにしてリプレイの名手として知られ、ファンからは〝きくたけ〟と呼ばれ、親しまれている。最新作『アリアンロッド２Ｅリプレイ・スキルマスターズ　七人の冒ぼう険けん者しや』（富ふ士じ見みドラゴンブック）も好こう評ひよう発売中。




菊池：……たんどーくん、まず事じ情じようを説明してくれないかな？

たんどー：はい、『ＤＸ３』のリプレイの企画が、『春日恭二の事じ件けん簿ぼ』で通りまして。

菊池：タイトルからして春日恭二が主役か！　しかし、どうして自分が春日恭二に？

たんどー：いろいろ検けん討とうしたところ、春日恭二を演じるならば菊池さんだろうと。

菊池：なんでだ!?　社長とか他にもいるじゃん！

たんどー：でも、菊池さんは初版『ダブルクロス』が発売される前、テストプレイで春日恭二が登場するシナリオのＧＭをしたと聞きました。

菊池：そんなこともあったなぁ。結構昔の話だけど。

たんどー：つまり春日恭二を演じた人類初の男！　菊池さんに依頼するのも当然の帰結です。

菊池：なんだその理屈！　ていうか、嬉しくないぞ（笑）。

たんどー：もちろん、プレイヤーとしての力量と『ダブルクロス』に関わってきた歴史と経験も踏まえたうえです。なんといっても、『ダブルクロス・リプレイ 闇に降る雪-Queen of Blue-』『ダブルクロス・リプレイ 聖夜に鳴る鐘-Dynast-』の著者ですから。




　菊池たけしは過去『ダブルクロス　The 2nd Edition』に先行し、富士見ドラゴンブックから二冊のリプレイ（以後、『菊池リプレイ』）を発表している。これが好評を博し、後続のリプレイも数々出版されることになった。




菊池：んー、そうか。しかし、なんでまた春日恭二を主役にしようなんて思いついたのか。

たんどー：はい、同時期に『ヒューマンリレーション』が発売されるのです。




『ヒューマンリレーション』

　これまで『ダブルクロス』に登場したキャラクター一五人を紹介、彼らとロイスを結ぶことで強くなるリレーションデータを始め、追加データを多数掲載。くわしくは次のページのコラムを参考にしていただきたい。
















たんどー：この『ヒューマンリレーション』ですが、これまで『ダブルクロス』に登場したキャラクター一五人を詳細に紹介し、ロイスを結ぶとリレーションアイテムという特別なアイテムや、Ｄロイスを得ることができるわけです。

菊池：長い歴史があるだけに、リプレイのＰＣたちの他にも、敵や味方として登場したＮＰＣも多いからな。

たんどー：これらのキャラクターをリレーションキャラクターといいますが、もちろん春日恭二もそのうちのひとりとして収録されています。

菊池：なるほどなるほど。そりゃあ彼も名物ＮＰＣだからな。

たんどー：つまり、今回のリプレイを読んで「へー、春日恭二ってこんなヤツだったんだ。今度ロイスで取ってみようかな」という感想を抱いた読者に、「そんなあなたに、是非この『ヒューマンリレーション』を！」とお奨めできるわけなんです！

菊池：「キミも春日恭二と仲良くなって強くなろう！」って感じか（笑）。

たんどー：いや、もちろん仲悪くてもロイスは結べますが（笑）。

菊池：ともかく事情はわかった。サプリメントの販促のためにも引き受けようじゃないか。

たんどー：ありがとうございます！　キャラクター作成の消費経けい験けん点や追加データの使用範はん囲いを決めたレギュレーションを発表しましょう。




レギュレーション

・消費経験点二五〇点まで

・追加データはサプリメントに掲けい載さいされたものまで

・Ｄロイスはひとつまで




菊池：これにしたがって春日恭二を再さい現げんすればいいわけか。

たんどー：はい、他のプレイヤーもこのレギュレーションで作ってもらいます。

菊池：ところで、春日恭二ってこれまでＦＨエージェントとして登場してきたんだが、あいはジャームじゃなかったか？

たんどー：その辺は明言されていません。ＵＧＮはジャームとして判断することもあったかもしれませんが、確定はしておりません。

菊池：そうか。まあ、ＰＣとして使うんだから気にしないとしよう（笑）。

たんどー：ちなみに、これまでルールブック等に掲載された春日恭二の侵蝕率、【能のう力りよく値ち】、エフェクトなどは、あくまでも観かん測そくされたものに過ぎないので、菊池さんが思うとおりの春日恭二を作ってもらって結構です。

菊池：なるほど、基き準じゆんの差と観測する側の誤ご差さということだな。

たんどー：たとえば、ジャームというのは人にん間げん性せいを失ったオーヴァードですが、何をもって人間性とするかの定てい義ぎはＵＧＮとＦＨでは違ちがう……そういうこともあるわけです。




　今回の措そ置ちは、あくまでもリプレイで春日恭二をＰＣとして使用する際さいのものである。

　あなたが参加するセッションに登場する春日恭二はリプレイとは違ちがったデータを持つジャームかもしれないが、そのときはセッションの方を優ゆう先せんしてほしい。

　ＮＰＣをＰＣとするガイダンスを巻かん末まつに掲載したので、参考にしてほしい。




たんどー：では、他のプレイヤーにも今回のレギュレーションについては通達してキャラクターを用意してもらいましょう。

菊池：それはいいんだが、ハンドアウトとトレーラーはあるの？

たんどー：はっ、まだです（笑）。ちょっと仕し掛かけがありますので、後日送ります。

菊池：シナリオというものは収録ギリギリになるものだ。わかるぞ（笑）。

たんどー：それに、今回は春日恭二の他にもリプレイに参加したことのあるＰＣを招まねく予定ですので、ハンドアウトで細かく指定しなくても用意してもらえますし。

菊池：そうか。じゃあ、当日を楽しみにしていよう。




　そして収しゆう録ろく当日、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室───。

　菊池たけしの他に、三人のプレイヤーにも集まってもらった。いずれも、ＧＭからのオファーで過去にリプレイに参加したＰＣを演じてもらうことになっている。




たんどー（以後、ＧＭ）：おはようございます皆みなさん！

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：今回のリプレイは『春日恭二の事件簿』ということで、あの春日恭二をＰＣに迎むかえたセッションをするためにお集まりいただきました！

天：春日恭二を、菊池さんが演じると聞いて喜んでやってきました！

菊池：ああ、うん。そういうことになったよ（笑）。

ＧＭ：というわけで、ふたり目のプレイヤーは田中天先生です。




田中天たなか・たかし

　数々のリプレイにプレイヤーとして参加し、滝たきのように溢あふれ出る面白い妄もう言げんによって多くのファンを抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうに導みちびいてきたＴＲＰＧの怪かい人じん。菊池たけしがＧＭ兼けん著者を務つとめた『菊池リプレイ』では、伝説の暗殺者〝ガンズ＆ローゼス〟上月永斗こうづき・ながとを担当した。

　著者兼ＧＭを務めた『グランクレスト・リプレイ　ファルドリア戦せん狼ろう記き』も好評発売中。




天：うっす、よろしくっす！

ＧＭ：こちらからオファーしたときも、ずいぶん楽しみにしていただいたようで。

天：そりゃあもう。菊池さんが春日恭二を演じると聞いたら楽しみにするでしょう！　それと、自分でも気に入ってるＰＣがまた使えると聞いて。

ＧＭ：それはよかった。では、ここで残りふたりのプレイヤーの紹しよう介かいもしましょう。

鈴吹：はーい、今日はよろしく。

大畑：どうもっす。




鈴吹太郞すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取とり締しまり役やく。通つう称しよう〝社長〟。『トーキョーＮ◎ＶＡ』、『ブレイド・オブ・アルカナ』などのゲームデザイナーである。ＴＲＰＧをこよなく愛し、社長業と四人のお子さんを持つ父親という多た忙ぼうを極める日々の中、何か機会を見つけてはセッションをしている。




大おお畑はた顕あきら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞくのライター。多くのゲームでデータの設せつ計けいに関わっている。リプレイにもプレイヤーとして参加している機会は多いが、何な故ぜかＰＣが三下だったり自分から負けていくようなロールプレイが多い。でも、かっこいいとこはかっこよく演じる。




天：社長と大畑くんも、俺おれと同じで指定されたＰＣを用意してきたんだよね。

鈴吹：うん、ひさしぶりに使うＰＣなんだけどな。

大畑：一体、どういうセッションになるのか楽しみです。

ＧＭ：ＰＣの指定だけでしたからね。では、ここで今回のトレーラーを発表します。




●トレーラー

　ＦＨエージェント、春日恭二。

　彼は、人生に疲つかれていた。

　任にん務むは失敗続き、名門春日一族の一員というプライドも、今はもうボロボロだ。

　ＦＨエージェントという矜きよう持じも、オーヴァードという誇ほこりもすべてを捨て去って、やってきたのは東京近きん郊こうＴ市。最初の挫ざ折せつを味わった街だった。

　そこで、春日恭二を待っていたのは、抹まつ殺さつ指令を受けたオーヴァードたちだった。




　ダブルクロス The 3rd Edition

「春日恭二抹殺指令」

　ダブルクロス──

　　　　それは、裏うら切ぎりを意味する言葉。




大畑：か、春日恭二がっ！　人生に疲れて……！（机に突っ伏す）

鈴吹：そうかー、春日恭二は人生に疲れていたのか（笑）。

天：まぁ、あんだけＰＣにやられ続ければ人生にも疲れるよなぁ。

菊池：……たんどーくん、話があるんだが？

ＧＭ：な、なんでしょう？

菊池：ひょっとして、人生に疲れたキャラだから俺に振ったのか!?（一同笑）

ＧＭ：そ、そんなことありませんよ？　春日恭二をＰＣにするというシナリオをいろいろ構こう想そうしていった結果、このようなトレーラーになっただけでして。

菊池：そうか。でも、春日恭二がぐっと身近になった気がしてね？（笑）

天：あと東京近郊Ｔ市って、初しよ版はんの付ふ属ぞくシナリオで舞ぶ台たいとなったステージですよね？

ＧＭ：はい。〝[image: α]トランス〟というレネゲイドウィルスに感かん染せんさせる清せい涼りよう飲料水を拡かく散さんするという春日恭二の陰いん謀ぼうにＰＣ①が巻まき込まれ、オーヴァードに覚かく醒せいするというものでした。

鈴吹：懐なつかしいなぁ。もう一四年前か。

大畑：そんな春日恭二が、今度はリプレイでＰＣ①っていう（笑）。

ＧＭ：ちなみに、『ダブルクロス』内の時間では、二年前のことです。

菊池：ていうか、春日恭二を作ってきたのに、抹殺指令を出されるんかい！（一同笑）

大畑：そうですよ、シナリオタイトルは「春日恭二抹殺指令」ですからね。

鈴吹：まあ、今さら抹殺指令出したところで死ぬようなキャラじゃないけどな（笑）。

天：言われてみればそのとおりだ！　菊池さん、安心じゃないですか。

菊池：どこがだよ！（一同笑）

ＧＭ：では、そろそろ皆さんにキャラクターを紹介してもらいましょう。レギュレーションを伝えたので、用意してもらったかと思います。

大畑：おいっす。用意してきてます。

鈴吹：俺も用意してきた。このＰＣを演じるのは本当にひさびさだ。

菊池：では、こっちから自己紹介ってことでいいかな？

ＧＭ：はい、是非とも。さっそく春日恭二の自己紹介をお願いしましょう。




▼〝ディアボロス〟春日恭二

菊池（以後、恭二）：はい。名前は〝ディアボロス〟春日恭二。四〇歳さい男だん性せい。レネゲイドウィルスによって得た力を自由に使うことを信しん条じようとしたＦＨのエージェントだ。

鈴吹：そうかぁ。あの春日恭二も四〇歳か（笑）。

恭二：〝ディアボロス〟のコードネームで知られ、ＦＨ内においても不動の地位を保っていた私だったんだが（笑）。

ＧＭ：ここに、その頃ころの春日恭二を知ることができる貴き重ちような資し料りようがあります（笑）。

天：おお、初版のルールブック！

鈴吹：（ページをめくりながら）ほうほう、「超ちよう越えつした能力を得ながら旧きゆう世せ代だいにしがみつく、時代を理り解かいできない愚おろか者たち。その矮わい小しようさゆえに苦しむ人々を救うソーマを破は壊かいしようとは、御ぎよしがたい愚かさだ。万死に値あたいする」……春日恭二、立りつ派ぱな悪役だな！

恭二：───というのが、二年前の自分だ（一同笑）。

ＧＭ：レネゲイドを活かつ性せい化させる[image: α]トランスを、神の酒であるソーマと呼よぶこのセンス！

恭二：その頃の私は、ＦＨ内でも頂ちよう点てんに立ったと思っていた時期だったんだよ。しかし、初版から『ＤＸ２』、『ＤＸ３』と時代が進むうち、負けが込んできてなぁ。

大畑：ほろり……（笑）。

恭二：私はもう濃のう密みつな二年間を生きた。最近じゃあ犬と一いつ緒しよに家で暮くらす方が幸せだよ。

ＧＭ：春日恭二って、犬飼かってたんですか（笑）。

恭二：今思いついたんだよ（笑）。

ＧＭ：まあ、そうやってキャラクターが深まるのはよいことです。

恭二：データとしては、キュマイラ／エグザイル／ブラム＝ストーカーのトライブリードだ。

ＧＭ：春日恭二が初めて登場したとき、彼はクロスブリードでした。

鈴吹：トライブリードは、『ＤＸ３』になってからだもんな。

恭二：『ＤＸ３』で、オプショナルシンドロームのブラム＝ストーカーに目覚めたんだったな。基き本ほん的てきには、《破壊の爪つめ》を生やし、《伸しん縮しゆく腕わん》で腕を伸のばしたり《血の渇かわき》で装そう甲こう無む視しの攻こう撃げきをして回復したりだな。それと、《デモンズウェブ》でダメージ軽けい減げんもできるぞ。

ＧＭ：では、ライフパスですが。

天：春日恭二のライフパスって謎だよな、結構気になる（笑）。

大畑：ＮＰＣですからね。今まで発表されてないですし。

恭二：だから、こっちで適当に決めた。覚醒と衝しよう動どうが［犠ぎ牲せい］と［妄もう想そう］だ。出自が［親しん戚せきと疎そ遠えん］。親戚に疎うとまれていたらしい。どうやら、春日一族の中でも疎まれていたようだぞ。

ＧＭ：春日恭二に、そんな設定が（笑）。

恭二：欲よく望ぼうとかはまだ決めていないので、今振ふって決めようと思うんだが、いいかな？

ＧＭ：構かまいませんよ。どうぞ。

恭二：では、ＦＨ経験表から選んでダイスを振って決めよう。（ダイスを振る）……［夢ゆめ］、ふむふむ。「あなたにはＦＨで成すべき夢、目的がある」と。

ＧＭ：推すい奨しようのロイスは［同どう志し］となっていますね。

鈴吹：でも、覚醒は［犠牲］だろ？　きっと、その同志が犠牲になったことがオーヴァードとして覚醒するきっかけだったんだろうな。

恭二：なるほど。欲望は［世界を築きずく］だった。

ＧＭ：それが[image: α]トランスをばら撒まく動機だったんですね（笑）。

恭二：春日一族で疎まれていた私も、その同志とともに平等に生きられる世界に憧あこがれた。

天：そんな同志がロイスだったんだ（笑）。あとひとつロイスを取れますよ。

恭二：とすると、私とこれまで因いん縁ねん深い人物がいいな。

鈴吹：それって、今まで春日恭二を倒たおしてきたＰＣじゃないですかね（笑）。

恭二：あっ、それだ！（一同笑）

ＧＭ：なるほど、シナリオに参加して春日恭二を倒したＰＣ！

天：それは面白い！　でも、いっぱいいるうえに誰だれが倒したとも決められませんよね？

恭二：そこはＰＣ（仮）としておけばいいだろう。で、私はこう言うんだ。「私のロイスは、この本を読んでいるキミのＰＣだ！」と（笑）。

ＧＭ：きっと思い当たる読者さんもいますよね（笑）。

恭二：そして、Ｄロイスだが「不死者アンデツド」を取得した。これによって、今回の私は侵蝕率[image: 120]％以上とならないかぎり、ジャーム化しないという特徴を持っているのだ。

ＧＭ：「不死者」の解説にもＵＧＮのプロファイルにはジャームとして登録してあるって書いてますから、本当のところどっちかわからないんですね。では、以上ということで。
















▼〝マスターグレイヴ〟墓守清正はかもり・きよまさ

ＧＭ：次は、天さんのキャラクター紹介をお願いします。

天（以後、墓守）：おっす、墓守清正だ。『ダブルクロス The 3rd Editionリプレイ・メビウス』シリーズが初登場になる。〝マスターグレイヴ〟の称号を持つマスターエージェント。ニット帽かぶった、長身で、凶暴な目つきの一七歳のあンちゃんだ。

ＧＭ：拙せつ作さく『東京アルティメット』にも投とう稿こうＮＰＣとして採さい用ようさせていただきました。

墓守：まあ、くわしくはリプレイ『メビウス』を読めってとこだな。

ＧＭ：勢いきおい余あまって書いた、墓守のスピンオフ小説もありますしね（笑）。




富士見書しよ房ぼう公式ＴＲＰＧ ＯＮＬＩＮＥ内

『ダブルクロス The 3rd Edition　メビウス』スピンオフ小説Virtual Light Incognito

ＵＲＬ：https://ssl.fujimi-trpg-online.jp/dx3_vli




墓守：あと、体中に刺青いれずみがあるンだが、これは死んだチルドレンたちが宿っている。得物は、白はつ骨こつの槍やり〝墓碑槍エピタフ〟だ。戦闘の時は、刺青から槍がニュッとのびて敵を貫く。あと……【ＨＰ】が[image: 160]点ある。

恭二：【ＨＰ】[image: 160]点!?　まるでボス敵の数値だ……！（笑）

墓守：エンブレムデータの濃のう縮しゆく体で、【ＨＰ】が増ふえるエフェクトの《異い形ぎようの刻こく印いん》が20レベルになってるし、《巨きよ人じんの生命》もあるしな。とにかく死なないンで、敵の攻撃を受けてから《復讐の刃》で殴り返すのが基本スタイルだ。

ＧＭ：『メビウス』では、次々襲おそいかかってくる敵てきを《復讐の刃》で薙なぎ倒たおしましたね。

墓守：ああ。それに、《フルパワーアタック》する予定だから【行動値】も遅おせェな。でも、その間に殴ってくれた方が反はん撃げきできるンだけどな（笑）。

ＧＭ：チャンスだと躍おどりかかっていくと、バシバシ殴り返されるという（笑）。

墓守：そういうことだな（笑）。まぁ、あとは主にカバーリングが仕事だな。

大畑：鉄壁すぎる……（笑）。

墓守：あとはロイスの説明か。Ｄロイス「装着者アイテムユーザー」に、固定ロイスが仲間の仇（感情　Ｐ：執着／Ｎ：殺意）とネズミ（感情　Ｐ：庇護／Ｎ：不安）のふたつだ。




　ネズミは、墓守の相棒を務めるＦＨエージェントだ。

　一四歳の小柄な少女で、情報収集や隠蔽、戦闘支援を得意とする。

　性格は臆病で内向的だが、墓守には心を開いている。

[image: ]




ＧＭ：ネズミは一緒に暮らしてるんでしたっけ？

墓守：ああ、同居人だ。シナリオには関係ねぇが、最近は中学校にも通わせてるンだぜ。上手く馴染めるか不安だったけどよ、ちゃンと楽しくやれてるみたいでなぁ……。

恭二：保護者かキミは（笑）。……ところで、そんな設定、どこに書いてあるんだ？

墓守：最近、そういう新設定をつけたンだ。

恭二：妄想じゃねぇかっ！（爆笑）

墓守：失礼な！　じゃあ、きっちり公式の記事で説明するよ！




　というわけで、田中天が心を込めて執筆した墓守（とネズミ）の紹介記事は、先ほど紹介した新サプリメント　『ヒューマンリレーション』にも収録されている。

　詳しくはそちらを参照されたい。




墓守：……まぁそンなとこだな。一応、アイテムの「情報収集チーム」や「磁場発生装置」の演出として、ネズミの力が発揮されているということにしたいンだが、いいかい？

ＧＭ：面白い演出ですね。許可しましょう。

墓守：あンがとよ。それじゃ、俺からは以上だ。
















▼〝始末屋〟アリサ・トツカ

ＧＭ：それでは、続いて大畑くんのＰＣの自己紹介をお願いします。

大畑：はーい。春日恭二がオーヴァードやめるだって？　そんなぬるいことを言ってるようなヤツは殺すしかない！（笑）

恭二：おい、狙われてばっかりなんだが（笑）。

鈴吹：そりゃあ「春日恭二抹殺指令」ですからねえ。

恭二：そ、そうだったね（笑）。

大畑：このキャラクターを指定されて抹殺指令を出されたら、もう殺やるしかない！　そんなＰＣなので楽しみです！

墓守：だよなぁ。俺も楽しみだぜ。

ＧＭ：では、あらためてＰＣの紹介を。

大畑（以後、アリサ）：あいよ。アリサ・トツカ。一三歳の少女で始末屋と言われている。同じセルの黒須左京は、あたしのことを狂きよう犬けんって呼よんでるぜ。シンドロームは、キュマイラ／モルフェウス／ノイマンのトライブリード。誇りのないオーヴァードは始末するってのがモットーだ。

[image: ]

ＧＭ：アリサが登場したのは、リプレイ『クロニクル』ですね。

アリサ：そうだぜー。『クロニクル』が初登場だ。




『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・クロニクル～彷徨のグングニル～』

『ダブルクロス』シリーズ初のリプレイとなる「ドゥームズデイの魔獣」の他、新旧三本を収録したリプレイ集。

　アリサ・トツカは「Rabid Dog crying」に登場したＰＣである。




ＧＭ：戦闘スタイルはそのときから変わってないわけですね。

アリサ：もちろんだ。小しよう剣けん二本と、トランクに入った超ちようでかい剣であるトツカを、リミットエフェクトの《ヴァリアブルウエポン》三刀流で戦うぜ。あたしも墓守と同じＤロイス「装着者アイテムユーザー」なんだよな。

墓守：データ上はエピタフと同じだけど、そっちは攻撃特化系だよな。

アリサ：そうそう。それで出自を［結社の一員］にして、これはトツカ一族と呼ばれる数百年続いているオーヴァード一族の末まつ裔えいってことにしたんだ。だから、あたしはともかく、このトツカには一族の記き憶おくや血が流れているのさ。

恭二：かっこいい設定じゃないか。

アリサ：ノイマンがあるから、すっごい頭いいんだぜ。【精せい神しん】１だけど（笑）。

恭二：頭はいいけど意思が薄はく弱じやくな感じか。

アリサ：あと、エンブレムデータで同族殺しを持ってる。これがあると、ＦＨのエンブレムデータを持ってる他の対象にダメージが＋10されるんだぜ。

恭二：エンブレムデータか。実は、私も春日一族を持っていた。

鈴吹：新世代に負けてないじゃないっすか（笑）。

アリサ：あと、トツカの囁ささやきってデータがあって、これはアリサの設定を再現するために、あたしが作って掲載された追加データなんだよね……。

墓守：ああ、アリサを再現するために自分で作ったデータを、アリサに取得させてロールプレイすると。

アリサ：うおおお～、我われながらなんてはしたないっ!!（一同笑）

ＧＭ：いやまあ、偶ぐう然ぜんそうなっただけですし。実際、アリサ以外も使えますから。

アリサ：う、うん。あくまでも偶然だよ。

ＧＭ：そのときはまたＰＣとしてリプレイに参加する予定はなかったわけですし。

アリサ：ま、まあな。というわけで、あたしは以上だ。
















▼〝謎の女パープルレイン〟鈴木和美すずき・かずみ

ＧＭ：では、続いて社長のＰＣの自己紹介を。

鈴吹：はい、指定されたキャラクターは〝謎の女〟鈴木和美です。

恭二：……鈴木和美って、誰？

一同：忘れてる～～～!?（一同笑）

ＧＭ：いやまあ、無理はないかと。発表から一四年、『ダブルクロス』最初のリプレイ「ドゥームズデイの魔獣」に登場した、謎のＵＧＮエージェントですから。

恭二：ああ、あいつか！　そういえばプレイヤーは社長だったな。

ＧＭ：はい。プレイヤーが社長だったのが開かされるのも初めてだという（笑）。

鈴吹（以後、和美）：実は、鈴木和美を指定されたので『クロニクル』を読み返してみたんですが、いろいろ設定が書いてありました。

恭二：そこで思い出した設定もあると。

和美：そう。実は、死んだ妹がいました（笑）。

墓守：へえ、そうだったんだ！

アリサ：すっかり忘れてた！

和美：「ドゥームズデイの魔獣」では「私ね、名前は鈴木和美。偽ぎ名めいよ」でおしまい。

墓守：あんた、本当に〝謎の女〟だったンだな（笑）。

和美：そうよ。二〇代半ばぐらいの女じよ性せい。いつもサングラスをかけて表ひよう情じようを隠かくしている。ＵＧＮのエージェントで、あたかも事件の真相を知ってそうに微笑ほほえんでいたりする（笑）。

ＧＭ：当時、まだＴＲＰＧの仕事を始める前にあのリプレイを読んでたのですが、本当にこんなＮＰＣみたいなロールプレイができるのかと感心したものです（笑）。

和美：シンドロームは、ブラム＝ストーカー／ソラリスのクロスブリード。《赤色の従じゆう者しや》を使って目玉のついたコウモリみたいな従者を作成し、支し援えんをします。

墓守：そういえば、そんなキャラだった。

和美：支援の仕方は、《狂戦士》を《ポイズンフォッグ》で［範囲（選せん択たく）］にして、みんなのクリティカル値を下げて応おう援えんするタイプ。回復はそれなり。

墓守：おお、回復は嬉しい。俺、【ＨＰ】高いから。

ＧＭ：従者は何をする予定なんですか？

和美：実は、《赤河の従じゆう僕ぼく》で従者の能力値も上がって、私よりも【行動値】が高いから先に支援を飛ばせるわけよ。これが狙ねらい。

アリサ：そっか。それで先手を取れるのか。

和美：で、私は何をするかというと銃じゆうを撃うちます（笑）。「ドゥームズデイの魔獣」の戦闘でもそうだったのよねー。従者の支援を受けて、常じよう備び化した銃で敵を撃ってるのよ。

ＧＭ：まあ、やらないよりはまし程てい度どの攻撃ができると。

和美：あと、ひたすら〈コネ〉を取ったわ。ＵＧＮ幹かん部ぶ、警けい察さつ官かん、情じよう報ほう屋や、傭よう兵へい、ハッカー、コーポレート、マスメディア……これだけあれば、情報収集には困こまらないでしょう。

墓守：あらゆる方向に通じてるな……。

アリサ：そのコネクションはどうやって得たのか、〝謎の女〟は謎すぎるぜ（笑）。

和美：それは秘密（笑）。残りはイージーエフェクトね。《声なき声》で離はなれた相手と会話したり、《竹馬の友》で相手からの信しん頼らいが得られる。あと、これが最大の目玉、《麗うるわしの容よう貌ぼう》よ。

恭二：それは一体？

和美：容貌が老いない……アンチエイジングは完かん璧ぺきだわ（一同笑）。

墓守：そうだったのか。すげェな、〝謎の女〟！

ＧＭ：んんんー、〝謎の女〟は永えい遠えんに美しい。

和美：そしてＤロイスは「記憶探索者メモリダイバー」よ。これは相手の記憶にダイブして、タイタスをひとつロイスに戻もどせるというもの。昇しよう華かしたタイタスも対象にできるわ。

墓守：いつの間にそんなことができるように（笑）。

ＧＭ：さすがは〝謎の女〟ですね。……では、キャラクターの紹介は以上ですね。
















■ＰＣ間ロイス

ＧＭ：では、先ほど紹介してもらったＰＣたちが今回の物語でどういう関係になるかを決めるため、ＰＣ間ロイスを結びましょうか。取得する順番は、春日恭二[image: →]墓守清正[image: →]アリサ・トツカ[image: →]鈴木和美[image: →]春日恭二の順で取得してください。




▼春日恭二[image: →]墓守清正

恭二：では、ダイスを振って決めよう。まずはポジティブは（ダイスを振る）……50、［同どう情じよう］か。対象に同情を覚えた。復讐は何も生まんぞ？

墓守：あ？　あンたに何がわかるんだよ、旦だん那なよォ。

恭二：では、ネガティブは……（ダイスを振る）35。［劣れつ等とう感かん］か。お前には、その復讐をするだけの力がある。だが、私には……（笑）。表は［劣等感］にしておこう。

アリサ：な、なんというさびしいヤツ。




▼墓守清正[image: →]アリサ・トツカ

墓守：俺からはアリサだな。ポジティブは［感服］にしておくぜ。

アリサ：ほらほら、仲間意い識しきを持ってもいいんだぜー。

墓守：こいつ（笑）。ネガティブは振ってみるぜ。（ダイスを振る）……73、［猜疑心］か。

アリサ：まあ、疑うたがわれるかもな。

墓守：だよなァ。お前いろいろ知ってるんだってな。こっちが表だ。

アリサ：ああ、それでいいぜ。




▼アリサ・トツカ[image: →]鈴木和美

アリサ：じゃあ、ポジティブから。いかに誇り高いオーヴァードかこれで決まる。（ダイスを振る）……75で、［執しゆう着ちやく］。いつも戦ってるけどあいつだけは追いつめられない。

ＧＭ：ＦＨエージェントが追いつめても常つねに逃にげられる、謎の女。

アリサ：ネガティブ（ダイスを振る）……03で［食しよく傷しよう］。またお前かよ。こっちが表だ。

和美：なるほどね（笑）。




▼鈴木和美[image: →]春日恭二

ＧＭ：では、和美さんは春日恭二に何を取りますか。

和美：振ってみることにするわ。（ダイスを振る）……25だと［慈じ愛あい］ね。

恭二：そんな目で見るのはやめろぉぉぉっ！（一同爆笑）

墓守：ああ、慈いつくしみの視し線せんがつらいのか（笑）。

ＧＭ：ま、まあ、グラサンかけてますから。

和美：可哀かわい想そうな人（笑）。ネガティブを振るわ。（ダイスを振る）……77、［嫌いや気け］ね。

ＧＭ：嫌気が差しているけど、慈しんであげたいと（笑）。

恭二：完全に下に見られてるな、これ（笑）。

和美：では、せっかくだから［慈愛］を表にしておきましょう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、これでＰＣ間ロイスも結びましたね。

一同：はーい。

ＧＭ：次からオープニングフェイズとなるわけですが、その前に今回のシナリオの仕掛けについて、ちょっとした面談を行なおうと思います。

墓守：そうだよな、今回はそういうのいるよな（にやり）。

恭二：ああ、事前に送られてきているからな。結構ドキドキしている。

ＧＭ：その辺は、オープニングを行なう中で解説していきたいと思います。




　今回用意した〝ちょっとした仕掛け〟については、オープニングで解説しよう。

　それでは、非日常の始まりへ！


















Ｄロイス　特殊な設定を表わすデータ。絆を表わすロイス枠を消費して取得する。

キュマイラ　獣のように肉体を変化させるシンドローム。

エグザイル　肉体の形状を自在に変化させるシンドローム。

ブラム＝ストーカー　おのれの血液を操るシンドローム。

モルフェウス　物質を変質させ、錬成するシンドローム。

ノイマン　卓越した知性を発揮するシンドローム。

ソラリス　化学物質を生成し、操るシンドローム。

従者　ブラム＝ストーカーが血液で作り出し、命令を実行する使い魔。









　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆傷しよう心しんの〝ディアボロス〟




　人生に疲つかれた───。

　ヒトを超ちよう越えつしたオーヴァードでも、不ふ惑わくの四〇を手前にして思うことはある。

　気がつけば、春日恭二かすが・きようじは旅立ち、その街へやってきていた。




ＧＭ：では最初のシーン。春日恭二のシーンになります。

恭二：ああ、春日恭二って言われるとなんかくすぐったいな。（ダイスを振ふる）……侵しん蝕しよく率りつは９上じよう昇しようだ。

ＧＭ：今、春日恭二は東京近きん郊こうＴ市にやって来たところです。

アリサ：きっと、雨が降ふってたりするんだな（笑）。

ＧＭ：ああ、雨降ってますよね。シトシトと。

墓守：季節はいつなんだ？

恭二：個こ人じん的てきには、コートを着ていたいんだがな。

ＧＭ：なら、秋はすでに終わり、肌はだ寒ざむい雨が降る冬の季節としましょう。

恭二：そんな冷たい雨が降る中、私わたしはコートのポケットに手を突っ込み、歩いていよう。

墓守：そういえば、犬飼かってたンじゃなかったか、旦だん那なは？

恭二：知人に預けてきてある。私に愛想を尽つかせて新しい主人に懐くというなら、それもいいだろう。そこまでの縁だったということだ。

墓守：そ、そうか（笑）。

恭二：冷えるな。コートの襟えりを立てよう。




　冷たい雨が、春日恭二に降っていた。

　疲れた心に染しみいるように、冷たさが伝わってくる。

　ここは、東京近郊Ｔ市。挫ざ折せつのすべては、ここから始まったのだ。




恭二：……で、街の様子はどうなんだ。あのときと変わりはないのかな。

ＧＭ：この二年の間にも不景気が続き、Ｔ市もそれなりにさびれているようです。

恭二：そうか。この辺もすっかり変わってしまったな。……もっとも、二年前はこの街を変える予定でやってきたのだが。

墓守：……ところで、なんでまた旦那はこのＫ市にやってきたんだ？

恭二：うむ、それなんだが。事前に渡されたハンドアウトではこうなっているのだ。




▼春日恭二用Ｎハンドアウト

ロイス：春日恭二　　　感かん情じよう：Ｐ懐かい旧きゆう／Ｎ厭けん気き

　キミはＦＨエージェント春日恭二だ。ＦＨではことごとく失敗を繰くり返かえし、立たつ瀬せがない。もう、オーヴァードとかＦＨとかどうでもいい。そんなキミがたどり着いたのは、最初の挫折を味わった東京近郊Ｔ市──。

　そのラーメン屋にやってきたときに目に入った、店員募ぼ集しゆうの貼はり紙がみ……。もうエフェクトなんか使わない、オーヴァードなんかやめて日にち常じように戻もどるのだとうながしているようだった。




墓守：これ、素直に読むとラーメン屋の店員になるってハンドアウトじゃ……。

ＧＭ：ええ、まあ。

一同：なんだって───!!（爆笑）

アリサ：あの春日恭二が！　人生に疲れて！　ＦＨを抜け出してラーメン屋の店員にっ！

和美：待って、今回はダブルハンドアウトルールよ！　きっとＲハンドアウトに深い事情が書いてあるに違いないわ！

墓守：そ、そうかぁ。きっと何かあるンだな！　そうに違いない！

ＧＭ：というわけで、ちょっとした仕掛け、ダブルハンドアウトルールを使用します。




　ダブルハンドアウトとは、ひとりに二種類のハンドアウトを用意するルールである。

　プレイヤー全員に公開するハンドアウトであるノーマル（Ｎ）ハンドアウトと、担当するプレイヤーにだけ明かされるリバース（Ｒ）ハンドアウトを配付する。

　これによって、ＰＣ同士でお互いに伏せられた目的を探り合いつつ進行するという、スリリングなセッションを楽しむことができるのだ。




ＧＭ：くわしいルールは、サプリメント『ユニバーサルガーディアン』に掲載されてます。

アリサ：でも、待ってくれよ！　あの春日恭二にラーメン屋をやらせて納得させるＲハンドアウトってなんなんだー！（一同笑）

墓守：超気になる！　しかし、これがダブルハンドアウトの醍醐味ってもンだな（笑）。

ＧＭ：ちなみに、他の皆さんにもすでに配っておりますから、公開するときをお楽しみに。

和美：ええ、これは楽しみにするしかないわね。春日恭二の事情を（笑）。

ＧＭ：そして、春日恭二が向かうシャッター街の中に、〝ラーメンはるこ〟と看かん板ばんを掲かかげた小さな店があります。二年前と変わらず、今もやっているようで明かりが漏もれています。

恭二：すっかり古びてしまったそのラーメン屋の前に立とう。懐なつかしいな……。

ＧＭ：メニューは醬しよう油ゆラーメンとチャーシュー麵、餃子や定食があるお店です。

恭二：ああ、いいじゃないか。

墓守：うわぁ、それ絶ぜつ対たいピンクの公こう衆しゆう電話があるだろ。

ＧＭ：ええ、そしてＷｉ‐Ｆｉも繫つながらない（笑）。

恭二：おあつらえ向きだな、どうせスマホの電でん源げんも切ってある。

和美：まるで、二年前が十数年も前のように思えるわけね（笑）。

ＧＭ：ここだけは、時が止まったままのようです。

恭二：それを見て自じ嘲ちよう気味に笑う。フッ、今の私には似につかわしい（一同爆ばく笑しよう）。

アリサ：似つかわしいんだ!?　これが！

墓守：こ、これが、あの春日恭二のオープニング……ッ！（笑いを押おし殺ころし）

和美：いやぁ、ハードボイルドよねぇ。昭和の香かおりがするけど（笑）。

恭二：……こんな出だしでいいのかな？

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶです。ばっちりですよ！

アリサ：（素すに戻もどって）待ってください！　これ『ＤＸ３』のオープニングですよね!?

ＧＭ：ええ、一いち応おうは。

墓守：俺おれ、初しよ版はんから関わってるけど今までこンなオープニングはなかったよ！（笑）

アリサ：そう、『ダブルクロス』はジュブナイルな超ちよう能のう力りよくアクションだったはず！　疲れたおっさんがＰＣ①で昭和の匂においとかしないよ！

和美：斬ざん新しんな展てん開かいよね（笑）。

恭二：私は、原点に返らねばならん。ガラッと開いて入るぞ。

ＧＭ：「いらっしゃい」と、三〇代半ばの優やさしげな女将おかみさんが声を掛かけてくれます。

恭二：おお、まだ開いてるかな？

ＧＭ：「はい、やってますよ」と。で、お客さんが居いなくなったところのテーブルで、一〇歳さいぐらいの男の子が絵を描かいていますね。女将さんのお子さんでしょう。女将さんも、汗あせとか拭ぬぐいながら、ちょうど片かた付づけをしてるところです。

墓守：ああ、後れ毛が。まだ色気があるよな、三〇代だと（笑）。

恭二：一いつ杯ぱい頼たのもうか。醬油ラーメンとチャーシュー麵だけだったっけな。

ＧＭ：はい、ラーメンがワンコイン五〇〇円です。

恭二：今時いい店だな。で、チャーシュー麵の方に目をやるんだが……。

ＧＭ：八〇〇円となってます。

恭二：チャーシュー麵は値ねが張はるな。じゃ、ラーメン。あと瓶びんビールを中ちゆう瓶びんで一本。

ＧＭ：「はい、少々お待ちくださーい。つくしくーん、ビール取ってきてー」と言うと「はーい」と、つくしくんと呼よばれた男の子が、ビールとコップを持ってきてくれます。

恭二：少々ぬるいな。まあ、それもいい。

ＧＭ：しばらく待つと「お待たせしました。ラーメンです」と持って来てくれます。

恭二：さて、いただくとしよう。

ＧＭ：もうシンプルな醬油ラーメンですね。ナルトとチャーシューに煮に卵たまごが乗っかったヤツ。煮に干ぼしとモミジでダシを取ってるようです。あ、モミジというのは鶏にわとりの足のことで……。

アリサ：たんどーさん！　それいつまで続きます？（一同笑）

ＧＭ：あ、失礼。つい語ってしまった（笑）。あと、普ふ通つうのラーメンを頼たのんだはずなんですが、チャーシューと煮卵が余よ分ぶんに乗っかってます。

恭二：女将さん、チャーシュー麵ではなくてラーメンを頼んだつもりなのだが。

ＧＭ：すると女将さんはにっこり微笑ほほえんで、「サービスです」と言う。

恭二：お？

ＧＭ：「お客さん、前にもいらしたことありますよね」

恭二：……覚えていたのか。

ＧＭ：「はい、ご贔屓ひいきにどうも」

和美：二年前、この店にも来たことあったのかしら？　春日恭二（笑）。

恭二：なんか感動しながらズズッとラーメンを啜すすろう。美う味まいのか。

ＧＭ：ていねいな味ですが、今時だと流は行やらないんじゃないですかね。

恭二：そうか。悪くないな（笑）。

ＧＭ：「もう、うちみたいなお店だと、新しいお客さんが来てくれないもんで。ですから、覚えててくれたお客さんがいると、つい嬉うれしくって……」

恭二：しかし、今の私には最高に美味い一杯だよ。

ＧＭ：すると男の子が、「美お味いしい？」みたいな感じでじっと見てます。で、ラーメン屋の奥おくの方に視し線せんをやると、仏ぶつ壇だんにはお父さんの遺い影えいが。

恭二：あ、ご主人を亡なくされているのか。

和美：未み亡ぼう人じんなのね。

ＧＭ：それで、店内を見回してみると、壁かべにこの子が描いたと思しき「ぼくのかんがえたヒーロー」の絵が、何枚か貼ってあります。

恭二：あのヒーロー、君が描いたのかね。とても上手いじゃないか。

ＧＭ：「ありがとう！」その子は嬉しそうに答えます。

恭二：しかしな、悪人には悪人の矜きよう持じと信念というものがあるのだよ。

ＧＭ：「そうなの？　ヒーローが正せい義ぎの味方で、怪かい人じんが悪者じゃないの？」

恭二：正義と悪とは表ひよう裏り一いつ体たい。どちらが正義かというのは、時代の流れが決めるものだ。

ＧＭ：「ごめん、よくわかんないや」

恭二：大人になればわかる。

ＧＭ：「おじさんもヒーロー好きなの？」

恭二：いや、ヒーローは大だい嫌きらいだ（一同笑）。

アリサ：お、重い……！

恭二：ぼうや。自分で自分をヒーローと名乗る者に、真のヒーローはいないのだ。

ＧＭ：「難むずかしいなぁ。この前のテレビでもそんなことを言ってたような気がする」

恭二：最近の特とく撮さつヒーローは、そんな感じか（笑）。

ＧＭ：「うん、お母さんと一いつ緒しよに見てるんだー」と。女将さんも「最近のヒーローものって、なかなか難しいことを言うんですよ」とか言いながら。

恭二：なるほど、わかるぞ。私もモグラ獣じゆう人じんが好きだった。




　モグラ獣人といったら、仮か面めんライダーアマゾンに登場し、敵てきから仲間になった怪人の代だい表ひよう格かくである。そこに何かしらの共感があるのかもしれない。

　平成世代だと知らない方も多いと思うので補足しておこう。




ＧＭ：春日恭二がモグラ獣人に共感する気持ち、わからなくもない（笑）。とまあ、そんなこんなで話していると「店員募ぼ集しゆう。時給九〇〇円から」という貼はり紙がみが目につきます。

恭二：おお、ハンドアウトにも書いてある店員募集だ（笑）。

墓守：そういえばそうだった。

恭二：ごちそうさま。相変わらず温かいラーメンだ。今日のような日には最高だな。

ＧＭ：「ありがとうございますー」

恭二：ところで女将さん、時給九〇〇円の店員募集だが……今でも募集しているのかな。

ＧＭ：「もちろんです。主人が手の抜ぬき方を教えてくれなくて。息子も手伝ってくれるんですけど、やっぱり学校の勉強が優ゆう先せんですし」と、こう汗を拭いながら。

恭二：ああ、なるほど。

和美：店員募集してるってことは、昼は流行ってるんじゃないのかしら？

ＧＭ：こういうお店だと、地元の固定客がいますが、手が回らないとそれ以上のお客さんはそんなに入らないですからね。

アリサ：五〇〇円にしてはまあまあなラーメンが食べられるんなら、店員がいるとお客さんも来るんじゃないか？　女将さんひとりじゃ無理だろうし。

ＧＭ：お昼時になると、ちょっと手が足りなくなるところですかね。

恭二：店員に、資し格かくや制せい限げんはあるのかな？

ＧＭ：「いえ、大丈夫です」

恭二：ならばひとつ話があるのだが……私を雇やとっちゃあくれないか？

一同：おおっ！（笑）

墓守：あの春日恭二が、みずからラーメン屋の店員を……。

恭二：こう見えて、家電店で店員した経けい験けんあるんだ。

アリサ：やってたな、そういえば！（一同笑）




　かつて、春日恭二はアキハバラステージでファイナルハーツという家電量りよう販はん店てんの店員をカヴァーとしていたことがあるのだ。




墓守：だからってラーメン屋の店員までやンなくてもいいだろ（笑）。

ＧＭ：すると女将さんもぱあっと明るい笑顔になり、「ありがとうございます！」と。つくしくんも「おじさん、一緒に手伝ってくれるの！」。

恭二：そうだよ、ぼうや。君は覚えてないかもしれないが……この店は私にとっては原点だったのかもしれない。

アリサ：原点!?　お前の原点はもっと前にあっただろ！

恭二：いいんだ、今は自分の原点というものを思い出さなければならないのだ（笑）。

ＧＭ：「でしたら、さっそく明日からお願いしようかしら」

恭二：女将さん、話が早いな！（笑）

ＧＭ：それだけ働き手を求めていたわけです。

恭二：む、そうか。あ、これ履り歴れき書しよです。

墓守：そっちも思いっきり転てん職しよくする準じゆん備び万ばん端たんじゃねェか（笑）。

ＧＭ：「よかったわ」とか言いながらね、女将さんはにこにこしながら言います。

墓守：ところで、旦那はどこに住むつもりなンだ？

恭二：近くに安いアパートか住み込みでもいいのだが。

ＧＭ：なら、「うち、お父さんが亡くなってから部屋空いてるよ。住むとこ決まってないなら、うちに住みなよ」「こら、迷めい惑わくでしょ」と話していたりします。

恭二：それ、お言葉に甘あまえてもいいのかな？（笑）

ＧＭ：「うちも親子ふたりだけで持てあましてますから、もしよろしかったら」きっと二階に部屋があるタイプですね。

恭二：そうか、ご主人亡くなっているんだな。では、〝はるこ〟という店名は……。

ＧＭ：「お店を始めるとき、主人がわたしの名前をつけちゃったんですよ」

恭二：そうでしたか。では、するとこのラーメンもご主人が。

ＧＭ：「この辺でも評ひよう判ばんだったんですよ。でも、わたしじゃあ主人の味になかなか追いつけなくって苦労してます」

恭二：いやいや、きっとご主人もこの味なら認みとめてくれますよ。

ＧＭ：「そう言ってくれると励はげみになります」

恭二：「ご厄やつ介かいになります」と荷物を運び込んじゃっていいのかな？

ＧＭ：ええ、つくしくんも荷物を運んでくれますよ。どこか嬉うれしそうに。

恭二：じゃあ、よろしくなぼうや。

ＧＭ：「うん！」と、つくしくんが元気よく答えます。




　　　　＊　＊　＊




恭二：なんだこれ（笑）。

アリサ：これが『ＤＸ３』のシナリオの、最初のシーンとか！（一同笑）

墓守：画期的だな！

和美：ＰＣ①が四〇絡がらみのおっさんっていうのからして今までなかったわ。

アリサ：おかげでオーヴァードの苦悩とか非日常の世界とかじゃなくて、春日恭二が背負ってきた人生の悲哀を感じたよ！（笑）。

恭二：こんな日常を、私はどこかで望んでいたのかもしれん。

墓守：まあ、ずっと非ひ日にち常じようしかなかった男が日常を手に入れるってのはいいな（笑）。

ＧＭ：そんな春日恭二を見守りつつ、次に行きましょう。







◆Opening02◆刺し客かくの名は〝マスターグレイヴ〟




〝マスターグレイヴ〟墓守清正はかもり・きよまさ。

　その身に無数の刺青を刻きざみ、墓碑銘エピタフと名づけた白はつ骨こつの槍やりを操あやつる。

　彼かれは多くの目が見守る中、ある敵と対たい峙じしていた。




ＧＭ：それでは、墓守のオープニングです。

墓守：おう、侵蝕率を上げるぜ。（ダイスを振る）……４だ。どんなシーン？

ＧＭ：基き本ほん、コードウェル博士からの依い頼らいを受けるシーンとなっています。それ以外は、墓守くんの希望を聞いて演えん出しゆつしようと思っていました。

[image: ]

墓守：おお、そうか。じゃあ他のＦＨチルドレンと模も擬ぎ戦やってるとかでいい？

ＧＭ：いいですね。どことも知れぬ倉庫、同い年くらいのＦＨチルドレンが集まっています。墓守が対峙するのは、〝マスターレイス[image: ]イプシロン〟ヨハン・Ｃ・コードウェルです。

[image: ]

アリサ：うひょー、ヨハンくんＶＳ墓守だぜ！

ＧＭ：模擬戦というよりはストリートファイトみたいになってます。

墓守：いいね。こういうの悪くねェぜ。

ＧＭ：ヨハンの取り巻きたちも、模擬戦ではなくバトルとして歓かん声せいを上げています。

墓守：おお、そうか。ならしよう。俺に向かって突とつ進しんし、「取ったぜ、〝マスターグレイヴ〟！」と叫さけぶヨハン。すると、炎ほのおの爪つめが俺に突き立てられ、体内の内ない臓ぞうを焼き尽つくす！

アリサ：ああ、墓守がやられた！　……でも自分からやられる演出したんだよな。

墓守：だが、俺はここで言うのさ。「いいや、取られたのはお前だ！」と言って《復ふく讐しゆうの刃やいば》で殴なぐり倒たおす。俺の墓碑槍エピタフもヨハンの体を貫つらぬく！

一同：おおっ！

墓守：……と、ここまでやって練習だ。

恭二：練習なのか（笑）。

ＧＭ：「……やるじゃねぇか。ここから先をやると、ホントに殺し合いになっちまうしなぁ」

墓守：このぐらいにしとくか。お前も腕うでを上げたなァ。

ＧＭ：他のチルドレンたちは「相変わらずふたりの戦いはすごいぜ」とか言いながら。

アリサ：「ヨハンくんの猛もう攻こうを耐たえられるのは、〝マスターグレイヴ〟ぐらいのもんだぜ！」

墓守：ヨハンもチンピラだから、似にたような仲間がいっぱいいるンだな（笑）。

ＧＭ：ですね、そいつら取り巻きが「ヨハンくんすごいっす」と。

墓守：で、俺は彼をヨッチと呼よんでる。「次は俺が勝つぜェ？　ヨッチよォ」

アリサ：そこで「なにヨハンくんを気安く呼んでんだ！」と仲間のひとりががいきり立つ。

墓守：お、いい展開だな。それ採さい用よう！

ＧＭ：そこで、ヨハンくんは「うるせぇ、いいんだよ。俺が許きよ可かしてる」と言う。

墓守：そう、俺とヨッチはダチだからな。俺の呼び名も気に入ってンのさ。

アリサ：くっそマブい！　ぎりぃぃ、許ゆるせん（一同笑）。

ＧＭ：何な故ぜ嫉しつ妬と（笑）。しかも、自分で振ふっておいたネタで。

墓守：とまあ、俺とヨッチが実力を認め合っているという演出はばっちりだ。

ＧＭ：そこへネズミがタオルを持ってきてくれますね。「お疲つかれ様さまです、見てました。マスターはいつも強いです。強すぎます」

墓守：ありがとよ。受け取って、汗を拭くぜ。

ＧＭ：「それでですね……あの、コ、コードウェル博士から、マスターに連絡が入ってます。新しい任務みたいですけど……」

墓守：おっ、博士からか。ここじゃなンだから、アジトで内ない容ようを聞くとしよう。




　墓守とネズミは、着信を受けて自分たちのアジトに向かった。

　正面のスクリーンがつくと、コードウェル博士の姿すがたが映うつし出される。




墓守：呼ンだかい？　コードウェルさンよ。

ＧＭ：「うむ。君たちにやってもらいたいことがある───」ここで、墓守のＮハンドアウトを説明します。内容は、次のとおりです。




▼墓守清正用Ｎハンドアウト

ロイス：コードウェル博士　　　感情：Ｐ同志／Ｎ脅きよう威い

　コードウェル博士から命じられた使命。それは、ＦＨを抜けだした春日恭二を調査することだった。

　単に逃げただけなら放置して良いだろう。

　だが、反逆を考えているのだとすれば、それなりの処置をしなくてはならない。

　キミは彼が逃げ込んだという東京近郊Ｔ市に向かった。




ＧＭ：……という内容です。

墓守：ふむふむ。

ＧＭ：「ＦＨとしての活動のためではないことは、確かく認にんが取れた。そこで、Ｃ級エージェントに調ちよう査さをさせたところ、このような状じよう況きようが───」と、パッと写真が変わると、ラーメン屋の店員になって手伝いをしている春日恭二の姿が（笑）。

恭二：「いらっしゃいませー」って感じでな。

墓守：……これが、〝ディアボロス〟春日恭二の旦那か？

ＧＭ：「そうだ。ただの脱走者は放置してもよい。だが彼は都筑京香とも繫がりがあった人物だ。もし、ゼノスや、あるいは我々の計画を妨害する勢力と繫がるようであれば───」

墓守：みなまで言うな。始末しろってンだろ。

ＧＭ：博士は、無言で肯定します。

墓守：はン！　裏切りなんざ興きよう味みはねェが、見返りがあるンだったら何だってやるさ。そう、仇かたきの情じよう報ほうを寄よこすンであればよ。

ＧＭ：「任務を果たしたら、君の力を生み出した実験について知っていることを話そう」

墓守：前は〝マスターマインド〟のクソ女のせいでひとつ空振っちまったからな。

ＧＭ：「よろしい。この写真が撮とられたのは、東京近郊Ｔ市だ」

墓守：おお、しかしよく馴な染じんでるな、これ（笑）。ネズ公、こいつをデータ化して持っといてくれ。噂うわさに聞いた不死身の〝ディアボロス〟……どれほどのもンか試すとするか。

ＧＭ：ネズミは、少し怯えてますね。「でも、相手は〝ディアボロス〟ですよ。相手が悪すぎますよ」

墓守：動くのは俺がやる。お前はいつもどおりサポートしてくれ。角かく砂ざ糖とうをピッと投げてな。

ＧＭ：「わーい」かりかり囓かじります。

墓守：じゃあ、行くぜ。外に止めてあるハーレーで東京近郊Ｔ市に向かう。

恭二：まだ一七歳のくせに、大型バイクに乗ってるのか！（笑）

墓守：細けぇこたいいンだよ。こいつに荷物と地図を載せ、荒野を貫くハイウェイをブッ飛ばし、遙か彼方のＴ市を目指すって寸法さ。

恭二：どこだよＴ市！（笑）




　……ここで、田中天たなか・たかしによる墓守とネズミがハーレーで灼しやく熱ねつの荒野を抜け、バイカーギャングや荒あらくれ者をぶっ飛ばしてＴ市に向かうロードムービー風の語りが入ったのだが……本ほん編ぺんには関係ないので割かつ愛あいさせていただく。




墓守：つーわけで、バイクをぶっ飛ばしてやってきたぜ東京近郊Ｔ市。

恭二：途と中ちゆう、やたらいろいろなことがあったようだが。日本とは思えなかったぞ（笑）。

ＧＭ：演出がまるでアリゾナのハイウェイみたいでしたけど、あくまでもＴ市は東京近郊ですからね？

墓守：俺とネズミでそういう活かつ躍やくをしたってことでよろしく。

ＧＭ：と、墓守がロードムービー風にＴ市にやってきたとこでシーンを終しゆう了りようします。







◆Opening03◆〝ディアボロス〟に死を




　飾かざり気けもない、コンクリート打ちっぱなしのマンション。

　そこは黒須左京くろす・さきようがアジトとしている場所だ。

　トツカ・アリサは彼に興味を持って以来、よく入り浸びたっていた。




ＧＭ：次はアリサのシーン。黒須左京からＮハンドアウトの依頼を受けるシーンです。

和美：じゃあ、左京くんのとこに集まるわけね。

アリサ：集まるっていっても、あたししかいないけどな。

和美：ああ、左京くん友達少ないでしょうしね。

アリサ：ＦＨにやって来てできた友達、多分あたしだけだしね。

ＧＭ：ＵＧＮと袂たもとを分かってＦＨに来ましたからね。じゃあ、左京の部屋ですね。

墓守：部屋にやってくる関係なのか。




　黒須左京はかつてＵＧＮのイリーガルであったが、現げん在ざいはコードウェル博士から〝マスターレイス[image: ]グザイ〟の称しよう号ごうを授さずかり、ＦＨ側として行動している。




アリサ：ようよう左京、いったいどうしたってんだ？　アイスをボリボリ食いながら。

墓守：ずいぶん親しげじゃねェか。

アリサ：まあ、左京はあたしがこれくらいしても文もん句くは言わない（笑）。

ＧＭ：好き勝手させてくれると。あれですね。コンクリートの打ちっぱなしの部屋に、冷れい蔵ぞう庫ことかテレビとかソファーとか、そういうものを思い思いに持ち込んだ感じの。

アリサ：ああ、そんな感じそんな感じ。

ＧＭ：では、そんなアリサを迎むかえ、壁にもたれかかりながら左京は話をしようとします。

アリサ：じゃ、冷蔵庫を開けて新しいアイスを取り出す。ああ、話し続けて。

ＧＭ：左京は、アリサに向かってパッと写真を投げる。それは春日恭二の写真です。そう、まだラーメン屋で仕事する前のキリッとした姿（笑）。
















和美：きっと、初版付ふ属ぞくシナリオのオープニングで、ビルの屋上で羽をバサッと広げてるシーンのときの写真よ。

ＧＭ：ああ、二年前の（笑）。

墓守：まだかっこいい時代のヤツだな。

アリサ：あー、あの頃ころはあいつもけっこう粋いきがっててさ。知ってる？　エリートって言われてて、ナンバーワンだったんだぜ？

ＧＭ：「〝ディアボロス〟といえば、俺がＵＧＮにいたときから聞いた名だ」

アリサ：春日一族はクソだが、こいつは見所があると思ってたんだがなぁ。

ＧＭ：「その〝ディアボロス〟がＦＨを裏切ったそうだ」

アリサ：なに!?　あいつが裏切るだぁ？

ＧＭ：「ああ、この数週間連絡がない」

アリサ：そうか。いつかはやると思ったが、そういうことになっちまったんならなぁ。

ＧＭ：「ほう、やるのか？」

アリサ：堕おちたならば、処しよ分ぶんをしてやるのがせめてもの情なさけってもんさ。〝ディアボロス〟……その名を汚けがすわけにもいかねぇだろ。

恭二：もうすっかり裏切り者あつかいだな。

ＧＭ：「奴やつが向かった場所は東京近郊Ｔ市だ」……というわけで、アリサのＮハンドアウトの公開になります。




▼アリサ・トツカ用Ｎハンドアウト

ロイス：春日恭二　　　感情：Ｐ親近感／Ｎ猜さい疑ぎ心しん

　あの春日恭二がＦＨを裏切ったという情報が、同じセルの黒須左京くろす・さきようよりもたらされた。そのような腑ふ抜ぬけたオーヴァードに誇りなどあるわけはない。与あたえるべき制せい裁さいは、死あるのみ。春日恭二は、東京近郊Ｔ市に逃げ込んだという。

アリサ：まあ、〝始末屋〟のあたしにゃわかりやすいぜ。春日恭二を始末するだけだ。

恭二：そんな私が、よもやラーメン屋の店員をやっているなど思わないだろうな（笑）。

墓守：そりゃあな（笑）。

ＧＭ：まあ、そのうえでＲハンドアウトもあるわけですからね。

アリサ：まあ、ここでそのことはまだ明かす必要もないぜ。あたしは、誇りを失ったオーヴァードを始末するってだけだ。

和美：人生に疲れてラーメン屋の店員やってるんだから、もう誇りなんてなさそうよ？

アリサ：あ、あたしはまだそのことは知らないから……（笑）。

ＧＭ：と、左京の依頼は以上となります。

アリサ：まあ、わかったぜ。任せておきな。そうと決まったら、Ｔ市に向かう。

ＧＭ：「その前にこれを飲んでいけ。アイスばっかりだと体冷やす」と言って、左京は紅こう茶ちやを出したりする。

墓守：口調が無愛想なのに世話焼きだな（笑）。

アリサ：お前、変わんねぇなー。

ＧＭ：「何が変わらないと言うんだ？」

アリサ：気にすんな。にたりと笑いながら紅茶をいただくぜ。Ｔ市か……。

ＧＭ：「それと、気になる情報もある。それは……」と、ここから先の情報はＲハンドアウトに記き載さいされることになります。

墓守：くっ、気になる（笑）。

アリサ：まあいいさ、ついでに片付けてやるよ。じゃあ行ってくるぜ。さびしくても、夜に泣いたりするんじゃないぜ。

ＧＭ：「馬ば鹿かなことを言うな」

墓守：ツンデレか。仲いいな（笑）。

ＧＭ：たしかに、なんか仲良しさんに見えますね。

アリサ：べ、別に仲がいいわけじゃねえ！　向こうに世話させてやってんだ。

ＧＭ：あ、そうなんですね（笑）。

和美：そういうことにしておくのがいいかしらね。

恭二：うむ。

アリサ：そんなとこであたしは夜の街に飛び出していく。

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Opening04◆裏切りのパープルレイン




〝謎の女パープルレイン〟鈴木和美すずき・かずみは、昼下がりのカフェテラスにいた。

　目の前にいるのは、〝マスターマインド〟天船巴あまふね・ともえ。傍はた目めには、年とし頃ごろの女じよ性せいふたりがカフェで談笑しているように見えるが、それは裏切りについてという深しん刻こくな話題であった。




ＧＭ：それでは、鈴木和美のシーン。あなたは今、ＦＨの〝マスターマインド〟天船巴と接せつ触しよくするところです。

[image: ]

和美：昼のホテルの喫きつ茶さ店てんで落ち合いましょう。ケーキとかつつきながら、ふたりでコーヒーを飲んでいたりするわ。（ダイスを振る）……７よ。

ＧＭ：昼下がりの喫茶店、一見すると美人さんふたりが和やかに会話してるわけですが。

和美：じゃあ、さっそく〝マスターマインド〟と話しているわ。「……でさぁ、私もＵＧＮの情報提てい供きよう者しやとして頑がん張ばってやってきたわけよ」って（笑）。

ＧＭ：えー、〝マスターマインド〟も「そっちも大変ねー」と相づちを打ち。

和美：でもさぁ、うちには霧きり谷たにさんっているじゃん？　おたくはいいわよ。トップのさぁ、考えてることが何だかよくわかんないからぁ。

ＧＭ：「ウチもいろいろあるのよねー」

墓守：おい！　ＵＧＮとＦＨのエージェント同士の会話だろ！　緊きん張ちよう感はないのかよ（笑）。

恭二：その辺のＯＬの会話と変わらなかったぞ（笑）。

和美：いえ、これは周囲に悟さとられないための表向きの会話よ。傍はたから見てるとお姉さんふたりの何気ない会話だけど……実じつ際さいの意思疎そ通つうは《声なき声》で行なっているから（笑）。

墓守：ああ、一いつ般ぱん人じんにはそういう会話にしか聞こえないが、オーヴァードなら本来の会話の内容がわかるってことか。

アリサ：てきとーなＯＬっぽいロールプレイをしてるわけではなかったのか（笑）。




　一見すると他愛のない会話に聞こえるものの、それはあくまでも偽ぎ装そうに過ぎない。

「……あなたがＵＧＮを裏切る？　どういうことでしょうか〝パープルレイン〟」

「釈しやく明めいはするつもりはないわ。私の力を有ゆう益えきに使おうと思っただけよ」

「まさか、それで信用されるとは思っていませんよね」

「もちろん。でも、あなたたちに信用なんて必要なのかしら？」

　一いつ瞬しゆん、〝マスターマインド〟が逡しゆん巡じゆんする。〝謎の女パープルレイン〟のコードネームを持つとおり、鈴木和美───偽ぎ名めいであることは判はん明めいしている───の正体はいまだに把は握あくできていない。

　だが、彼かの女じよから裏切りを申し出てこちら側の手の内に飛び込むというのなら……。




▼鈴木和美用Ｎハンドアウト

ロイス：〝マスターマインド〟天船巴あまふね・ともえ　　　感情：Ｐ尽じん力りよく／Ｎ不信感

　キミは、ＵＧＮを裏うら切ぎることにした。〝マスターマインド〟天船巴に接せつ触しよくしたところ、裏切り者である春日恭二の抹殺を指し示じしてきた。何故、彼がＦＨを裏切ったのかは知らない。ともかく、ＵＧＮを裏切った以上、春日恭二を抹殺しないとキミの行き場はないのである。さっそく、春日恭二が東京近郊Ｔ市に向かったとの情報を得て、追つい跡せきに向かった。




和美：というわけで、これが私のＮハンドアウトよ。

アリサ：ＵＧＮを裏切って、ＦＨに……？

墓守：おおお、信用できない！　このおばさン、すごい信用できない（一同笑）。

和美：ゲーム内では初登場から二年しか経ってないから、まだ十分おねえさんよ？

墓守：でも、キャラクターどころかプレイヤーレベルで信用できない！　そのＲハンドアウトに絶対噓だって書いてあるはず！（笑）

和美：フフフ、それは開けるまで秘密。

ＧＭ：と、ハンドアウトを公開したところで〝マスターマインド〟との会話に戻りましょう。「あなたも、転職とか思い切ったことするじゃない。びっくりしたわー」

和美：この際さいだからさぁ、ＦＨとかに鞍くら替がえしてみようかなとか思ってるのよー。

ＧＭ：「でもさー、あなたがこっちに来るとキャラ被かぶっちゃわない？」

恭二：結局そのロールプレイ続けるのかよ！（一同笑）

和美：あくまでもこれは偽装だから（笑）。

墓守：シリアスなやり取りはオーヴァードにしか察知されない。

ＧＭ：「……わかりました。くだらない芝しば居いはやめて、単刀直入にいきましょう」

和美：構かまわないわ。いつまでも、腹はらの探さぐり合いを続けるわけにはいかないものね。

アリサ：おっ、シリアスになった！（一同笑）

ＧＭ：「あなたが我々ＦＨの同どう志しになるというなら、手土産というものが必要でしょう。力を示しめせば、わたしもあなたの価か値ちを認みとめざるを得ません」

和美：シンプルね。

ＧＭ：では、彼女はスッと春日恭二の写真を差し出します。「あなたもご存ぞんじでしょう。〝ディアボロス〟春日恭二のことを」

和美：ＵＧＮにいれば、その名を聞く機会は多いわね。

ＧＭ：「組織は、彼が裏切ったと判はん断だんしています。彼を始末してください」

和美：私に裏切り者を消す殺し屋をやれというわけね。

ＧＭ：「ええ、いい話でしょう？　裏切り者が裏切り者を始末して、組織に貢こう献けんして忠ちゆう誠せいを示しめし、信用を勝ち取る。素す晴ばらしいじゃないですか」

和美：そうね、わかったわ。

恭二：何の躊ちゆう躇ちよも質しつ問もんもなく引き受けたぞ、おい（笑）。

和美：でも、私ってバリバリの支し援えん系けいなのよね（笑）。

ＧＭ：直接的な戦せん闘とう能のう力りよくは皆かい無むですからね。

和美：では、〝ディアボロス〟を始末すれば、ＦＨに迎え入れてくれるのね。

ＧＭ：「もちろんです。しかし、組織からのサポートなどは期待されないよう。あなたのことを完全に信用したわけではありませんから」

和美：それは仕方ないわね。私は〝謎の女〟ですもの。




　鈴木和美はそう言って微笑んだ。

〝謎の女〟───その正体と真意を知る者は、まだいない。




和美：最後に春日恭二の写真を見て、可哀かわい想そうな人……って呟つぶやく。

恭二：そりゃあな。ガールズトークの結果で殺されたらたまらん（一同笑）。

墓守：まったくだ！

ＧＭ：では、シーンを終了し、次からミドルフェイズになります。







　　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆哀あい愁しゆうのＴ市




　東京近きん郊こうＴ市。墓守清正はかもり・きよまさは春日恭二かすが・きようじを追ってこの街にやってきた。

　人口二〇万弱の、ごく普ふ通つうの街である。

　あの〝ディアボロス〟が、ここでラーメン屋の店員をやっているということだが。




ＧＭ：ではまずミドルフェイズ最初のシーンは墓守からとなります。春日恭二を追って、東京近郊Ｔ市にやってきました。

墓守：……ふぅ、長い旅だったな。

ＧＭ：Ｔ市は東京近郊なんで、電車ですぐのはずなんですが（笑）。まぁ、それはともかく侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

墓守：（ダイスを振ふる）おう、１だけ上昇。さて春日恭二の居場所だが……。

ＧＭ：ふたりは、春日恭二の居い場ば所しよを捜さがしにやってきたところです。

墓守：ともかく、近くまでバイクでいくぜ。

ＧＭ：「ここですかねぇ」と〝ラーメンはるこ〟が見えてきました。

墓守：よォ、ネズ公。ホントにここなんだよな？

ＧＭ：「間ま違ちがいない……はずです。でも……普通すぎるお店ですね」

墓守：ま、入ってみっか。邪魔するぜーっ。ガラガラーッ（[image: ]扉を開ける音）。

恭二：じゃ、登場だ。（ダイスを振る）侵蝕率６上じよう昇しよう。

墓守：で、春日恭二は店の中に……。

恭二：らっしゃいませー！　はい、おふたり様ー！

一同：超ちよう馴な染じんでる──────!!（一度爆ばく笑しよう）




　そこにいたのは、ＦＨのエージェント、〝ディアボロス〟春日恭二というよりも───見事なまでにごく普通のラーメン屋の店員であった。




墓守：……お、おう。この店、繁はん盛じようしてる？

ＧＭ：わりと繁盛したんじゃないですかね。手て際ぎわが良くなったわけですし。

恭二：すいませーん、ちょっと混こんでるんですけど、奥おくの席ふたつ空いてますんでー。

墓守：あー、いいですいいです。あー、ごめん。通ります。

和美：近所のおじさんたちが「ごちそうさまー！　今日も美う味まかったよー」って五〇〇円ぱーんと置いて行くわけね。

ＧＭ：「新しい人、がんばってるねえ」

恭二：（超いい笑顔）ありがとうございます！　そちらのお客さん、ご注文は。

墓守：……あ？　ああ、ラーメンふたつ。

恭二：ラーメンふたつ。おすすめはチャーシュー麵ですけどね。

墓守：じゃあ、それで。

恭二：チャーシュー麵ふたつー！

ＧＭ：「はーい」と女将おかみさんのはるこさんの声が返ってきます。

恭二：へい、おまち。チャーシュー麵ふたつ。

墓守：なら、出てきたラーメンをずずーっと一気に食う。で、どんっとどんぶりを置く。ふう、ごちそうさン。

恭二：お味の方はどうでしたか？

墓守：ああ、いい味だった。千円札ピッと二枚置いて。

恭二：はい、おつりは四〇〇万円です♪

アリサ：なんでそんなノリノリなの！（一同笑）

和美：駄だ菓が子し屋やみたいね。

墓守：あっはっはっは！　ホントに溶け込むのが上う手めぇなぁ───（急にドスの効いた声になって）〝ディアボロス〟よォ。

恭二：……なんのことやら。笑顔だけど、眼がん光こうだけは鋭するどい目で見返す。

墓守：その眼光の鋭さは隠かくせねェな。ここに来たのはプライベートじゃねェぜ？　わかるかい旦だん那な、その意味がよ。

恭二：……女将さんはどうしている？

ＧＭ：奥おくさんは、今は洗あらい物をしています。

墓守：お、場所を変えた方がいいか？　カタギに聞かれたくねェ話もあるだろうしな。

恭二：くっ、貴き様さま……！（一同笑）

アリサ：あー、墓守ゲスいわー。

墓守：たしかにな。カタギになってる元ヤクザ脅おどしに来たみたいだもンな！（笑）

恭二：ここで、私はつくしくんの絵とか目に入ってしまうんだな。

ＧＭ：いいですね、その演えん出しゆつ。実じつ際さい、何かあったらつくしくんは悲しむでしょうね。

恭二：女将さん、ちょっと外していいっすかね。

ＧＭ：「あ、一服かしら？　いいですよー」

恭二：ええ、そんなとこです。……実は、煙草たばこはやめていたのだが。

和美：春日恭二、煙草やめたの？

恭二：まあな。飲食店で働く手前。で、店を出た瞬しゆん間かん笑顔が突とつ然ぜんピシッとシリアスになる。

一同：おおっ！

恭二：小こ僧ぞう、むこうだ。そっちにいい路ろ地じ裏うらがある。

アリサ：いい路地裏（笑）。来たぜ、Ｔ市名物路地裏だぜ！

墓守：名物なのかよ（笑）。たしかに多くのオーヴァードがＴ市の路地裏で戦ったが。




〝ディアボロス〟が扮ふんするラーメン屋店員の姿すがたは、それなりに板についていた。

　だが、その眼光までは変わっていない。

　墓守は、ネズミに周囲を警けい戒かいさせると、路地裏に向かった。




恭二：で、用事はなんだ？　早く帰ってほしいものだな。

墓守：ああ、こちらもあンたのことを確かく認にんできりゃそれでいいンだ。

恭二：確認できただろう。今すぐ帰れ。

墓守：あっはっはっはっは、ガキの使いじゃねえンだからよ。

恭二：誰だれに頼たのまれてきたかはしらんが、上にはこう言えばいい。何も見なかったと。

墓守：そういうわけにもいかねェ。俺おれは俺で、仕事は果たす主しゆ義ぎだ。そうしねェと、こっちの方も成り立たないンでな。

恭二：そうか。なら安心しろ。もう貴様には必要なくなる。

墓守：ほう？

恭二：この路地裏を一歩出たら、貴様は墓はか場ばへ直行だ───。

墓守：ははっ、そいつはおもしれェ。だったら教えてやるよ。俺が墓場だっ!!

ＧＭ：〝マスターグレイヴ〟のコードネームどおりだ！

墓守：呪じゆ文もんを詠えい唱しようして、ズズズズズと刺青いれずみが動きだし、白はつ骨こつの槍やりがいくつも突き出てくる！




　──生あるうちは輝かがやいていろ。

　──思おもい悩なやむな。

　──人生は短く、

　──時は常つねに代だい価かを求める。




　歌うような詠唱とともに、墓守の刺青が大地へと吸い込まれた。かと思うと、次の瞬間には、周囲にはまるで恐きよう竜りゆうの肋ろつ骨こつのような骨ほねが生えだしている。




恭二：くっ、新しん機き軸じくなエフェクトの演出だ！　これが新しい世代ということか（笑）。

墓守：あくまでも《ワーディング》の演出だけどな！

恭二：新しい……だが遅おそい！

墓守：……む！

恭二：すっと墓守の背はい後ごに回り、チャーシューを切るのに使っていたナイフを突きつける！

一同：チャーシューを!?（一同笑）

墓守：えっ？　《破は壊かいの爪》とかエフェクトじゃないの!?（爆笑）

恭二：もうエフェクトとか使わんのだ、私は！　それに、お前なぞこれで十分だ。

墓守：お、おう……（笑）。なるほど、たしかに速ぇな。それに……よく切れそうだ。

恭二：もう一度言う。俺はここにいなかった。そうだな？

墓守：……なあ？　ひとつ確認させてくれ。あンたはひょっとして上にすら隠かくしたいほどの大事なヤマがあるのかい？　それとも……。

恭二：勘かん違ちがいするな。ここは私の、日にち常じようだよ───。

墓守：ラーメン屋の店員が、〝ディアボロス〟の日常か！（一同笑）

恭二：そうだ。今までの私になかったものだ。

墓守：なるほどなァ。日常、日常かぁ。そいつを言われるとちょっと困こまるな。俺だってよォ、他人様の日常をそう無下に壊したいわけじゃねェ。

アリサ：おお、さすが。『メビウス』シリーズを乗り越えただけのことはある（笑）。

和美：でも、今はただのヤクザの取り立て人よね（笑）。

墓守：だったら警けい告こくしておくぜ。余計なことをするつもりはねぇンだよな？　そうでなけりゃ、俺はあンたの首を持って帰ンなきゃいけねえンだ。

恭二：この〝ディアボロス〟の首をか？

墓守：そう、そこさ。俺も不死身の身体ってとこには自信がある。……が、あンたも名高い不死身の〝ディアボロス〟だ。正直、やり合いたくはねェ。

恭二：ならばとっとと帰るがいい。……私はただ、平穏に暮らしたいだけだ。

墓守：その目を見て真意を探るが……ま、わかんねぇよな。オーケー、ここは一いつ旦たん引くことにするぜ。俺らは駅前のホテルに泊まってる。おいネズ公、部屋の連れん絡らく先さきを教えてやれ。

ＧＭ：「は、はい。こちらです」とネズミは部屋番号のメモを渡わたします。

恭二：メモを受け取り、ライターでボッと燃もやす。もう覚えた。

墓守：ちっ、意い志しは変わらねぇか。──ああ、そうだ、これは言っとくわ。

恭二：なんだ？

墓守：ラーメンは美味かったぜ。

恭二：当然だ。私が仕込んでいるんだからな。

墓守：じゃあ、路地の方から出て行く。

恭二：では、墓守を見送り……これが日常を失なうという感覚か、と。

ＧＭ：そんな春日恭二の独白で、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle02◆振ふるわぬ力




　昼のピークを過ぎた〝ラーメンはるこ〟で、春日恭二は洗い物をしている。

　この店が地元客に愛されているのは、働いてみてよくわかる。

　これが日常というものかと、嚙かみしめるように思うのだった。




ＧＭ：では、シーンプレイヤーは春日恭二です。ちょうど墓守とのやり取りを終えて、店に戻ってきたところですね。侵蝕率をどうぞ。

恭二：（ダイスを振る）……６。50になってしまった。

ＧＭ：ガラの悪いのが「女将さん、チャーシュー麵と餃子だよ。早く頼たのむぜ」と。

恭二：そいつらはこの数週間に来たことはあるのか？

ＧＭ：何度か来たことありますね。兄あに貴き分ぶんと思しきグラサンのヤツを筆頭に、でかいの、こすっからそうなの、チャラいのの四人組です。

アリサ：ベタだなー。

和美：私も登場。（ダイスを振る）７、すでにカウンターでラーメンを食べているわ（笑）。

ＧＭ：「おい、女将さん。早く持って来てくれよ。兄貴が待ちこがれてるぜ」とこすっからそうなのが言います。女将さんは、かなり困こまった顔をしています。

恭二：こいつ、女将さんに何かするのか？

ＧＭ：兄貴分が女将さんに気があるらしく、ときどきやってきては、ちょっかいを出してきますね。「なあ、いつまでもひとりでいられねえだろ？」とか。

恭二：（突然割り込み）そちらさんチャーシュー麵と餃子お待ちぃーっ!!（一同爆笑）

一同：持ってきた───!!

ＧＭ：「おいなんだ、女将さんが持ってくるんじゃねぇのかよー」

恭二：あいにくと女将さんは多た忙ぼうで（にこにこ）。

和美：チラッ、チラッとそっちを見ているわ。

恭二：でもなあ、こんなチンピラよりカウンターの女が気になってしまうよな（笑）。

ＧＭ：「まったく女将さんもひでえな。こんな男を引き入れてよ。兄貴も悲しんでますぜ」

恭二：（スッと冷笑を浮うかべて）───へえ、すいやせん。

ＧＭ：「こいつ……」普通ではない殺気に気け圧おされたようです。しかし、ここで空気が読めないこすっからいのが、「おい、兄貴は女将さんに用があるんだよ！」。

恭二：女将さんは今手を離せないので、代わりに私がお相手いたしましょう。ずん。

ＧＭ：「シッシッ。行け、行けっ。兄貴は静かにラーメンを食いたくなったんだ！」

恭二：ほほう、お客様の鑑かがみですな。

アリサ：こいつ、さっきと言ってることが違ちがってるぜ（笑）。

墓守：まあ、女将さンに絡からむのが目的だったンだろ。しかし春日恭二、かっこいいな！

ＧＭ：でまあ、ヤクザたちはあなたの目を盗ぬすみ、ラーメンに何かゴキブリを……。

恭二：む？　それはこっちも鋭い目で見抜きたいぞ！

アリサ：古典的なヤツだな！（一同笑）

ＧＭ：じゃ、〈知覚〉で、気づくかどうか判はん定ていしてもらえますかね？　目もく標ひよう値ちは４以上です。

恭二：それなら余よ裕ゆうだ。（ダイスを振る）……８、余裕で見抜くぞ。

アリサ：さすがオーヴァード！

恭二：箸はしでパシッと摑つかんで止める。うちのラーメンに余よ計けいなものを入れないでいただきたい。

ＧＭ：「───で、できる」驚おどろくヤクザたち。

恭二：何しに来たんだ、こいつら（笑）。

ＧＭ：因いん縁ねんつけに来たんですよ。兄貴分が狙ねらってる女将さんが、見ず知らずの男を引き入れたと思い込んでいますから。

恭二：ああ、そういう手合いか。

ＧＭ：「てめぇこらぁっ!!」と兄貴分が逆ぎやくギレし始め、いきなりテーブルをひっくり返しそうな勢いきおいで殴なぐってきます。ちなみに、〈白兵〉で達成値５です。

恭二：そんな連中に、オーヴァードの力を使う必要もない。普通に避よけよう。（ダイスを振る）……１個クリティカルして、〈回かい避ひ〉の達成値は16だ。

ＧＭ：「なに!?　速はええっ!!」「ライセンスを持っていた兄貴のパンチを」

墓守：兄貴分、プロボクサーのライセンス持ちかよ（笑）。

ＧＭ：〈白兵〉の達成値５って、大体そのくらいです。

恭二：なるほどな。お客さん、運動は外でやってもらえますかね？

ＧＭ：「覚えてやがれ！」と言いながらヤクザたちは外へ出て行って、カウンターの和美に「どうもすいません」と女将さんが謝あやまっています。

和美：いいえ。静かな街なのに、ガラの悪いヤクザがいるのね。

ＧＭ：「ええ。困ってるんです」

恭二：ヤクザも片かたづいたし、私もそっちが気になる。カウンターの客に声をかけよう。お客さんはこの街へは観光？　それともお仕事ですか。

和美：しいて言うなら、人ひと捜さがし、かしら？

恭二：……ドキッ（笑）。

和美：私、今度転てん職しよくすることにしたんです。

恭二：ほう、転職ですか。どんぶりを洗いながら話を聞こう（笑）。

和美：ええ、古参の社員さんが行方不明になったらしくて。Ｔ市辺りでラーメン屋の店員でもやってるんじゃないかって言われたんですよ。

恭二：はあ、この時分はいろいろありますから。大変でございますね。

アリサ：お互たがいに、腹はらの探さぐり合いだなー。

和美：ラーメン屋さんになっていたんですね、春日恭二さん。

墓守：おおう！　切り出してきたぞ。

恭二：どんぶりを洗あらう手を止めて……今日は厄やく日びだな。

ＧＭ：女将さんは、ふたりがわけありなんじゃないかと思って、ちょっと下がってます。

恭二：それで、私を連つれ戻もどしに来たのかね。

和美：いいえ。あの会社のことならおたくの方がよくご存ぞんじでしょ？

恭二：……たしかに。今日もそんな客がひとり来ましたよ。

和美：おわかり？　帰ってこないなら、いっそ───って言われましたよ。

恭二：今のところ、帰るつもりはないな。警戒するが。

和美：大だい丈じよう夫ぶですよ。私には戦せん闘とう力りよくないから。私は報ほう告こくするだけ。

恭二：あなたの雇やとい主ぬしに、ここにはいなかったと伝えてもらえないか？

和美：さて、どうしましょうかね？　ああ、ラーメン美味しかったですよ。

恭二：お代を置いて、帰ってもらえませんかね。

和美：でも、さすがね。地元のヤクザぐらい軽くいなしちゃうんですから。まだまだ腕うでは鈍にぶっていないようね。毎日疼うずくでしょう、あなたの───。




　すっと立ち上がった鈴木和美すずき・かずみは、そのまま春日恭二の耳元に紅あかい唇くちびるを近づけた。

　そして、小さな声でこう囁ささやいた。

「───あなたの、レネゲイドウィルスが」




恭二：……───ッ!?

和美：にやりと微笑ほほえみ、「また来ます」って。

アリサ：きた、さすがは〝謎の女パープルレイン〟！

墓守：おお、〝謎の女〟鈴木和美！　敵てきか味方か！（一同笑）

和美：五〇〇円、ぱちんとカウンターの上に置いて去っていくわ。

ＧＭ：すると、頃ころ合あいを見て、女将さんが「お知り合い？」と。

恭二：ええ、少し昔の。

ＧＭ：「わかったわ、わけは聞かないから」

恭二：すいやせん。

アリサ：しかし、春日恭二が無闇にどんどん渋しぶくなっていくぜ（笑）。

墓守：ああ、とにかくかっこよく描えがくのが重要だな、春日恭二を！

恭二：これ、かっこいいのか!?（一同笑）

ＧＭ：かっこいいと思いますよ。では、シーンを終了します。







◆Middle03◆現あらわれた始末屋




　小こ柄がらな少女が、似に合あわぬほど大きなトランクを引きずってＴ市にやってきている。

　彼かの女じよは、アリサ・トツカ。ＦＨの始末屋だ。

　このトランクの中身を振ふるう相手は、この街にいる。今のところは───。




ＧＭ：では、アリサのシーンです。侵しん蝕しよく率りつをどうぞ。

アリサ：（ダイスを振る）８だぜ。

ＧＭ：アリサは、春日恭二がいるという東京近郊Ｔ市にやってきたところです。

アリサ：左さ京きようの情報だとこの辺なんだが。ガラガラと巨きよ大だいなトランクを引きずってるぜ。

ＧＭ：すると、そこらのラーメン屋から「くそ、あいつ。兄貴のパンチをかわすなんて」とか言ってる四人組のヤクザさんたちがいるようですよ（一同笑）。

アリサ：あー、だめだな、こいつら！

和美：わかりやすいわね（笑）。

アリサ：おい、そこのチンピラども。

ＧＭ：「なんだガキぁ、俺たちは気が立ってんだよ！」

アリサ：運が悪い日もあるもんさ。だが、お前らの事じ情じようなんか知ったこっちゃない。

ＧＭ：「あぁん？」

アリサ：「お前たちのパンチを避よけたのは、こんな男か？」と左京から預あずかった春日恭二の写真を見せるぜ。

ＧＭ：「なに、こいつはさっきの……！　てめぇ、知り合いか？」

墓守：（ヤクザになって）「ガキだからって容よう赦しやしねぇぞー！」

アリサ：いいぜ、かかって来なよ。手て加か減げんしてやる。

ＧＭ：「手加減だぁ？」そう言われると、ヤクザたちも腹を抱かかえて笑い出します。

恭二：まあ、小生意気なガキだからな。

ＧＭ：「おいおいお嬢じようちゃん、俺たちは本ほん職しよくだよ？」

アリサ：大丈夫、あたしも本職だ───と、獣けもののように笑って殺気を立てる。というわけで、襲おそいかかってくるといいんじゃないですかね？。

墓守：さすがの狂きよう犬けんっぷりだぜ。

ＧＭ：では、「ちょっと痛いたい目に遭あうけど、恨うらむなよ」とか言ってるヤクザたちですが、突然「───ガ、ゴゴゴゴゴ、グギッ」と呻うめきはじめ、《ワーディング》が展てん開かいされます。

アリサ：げっ、こいつオーヴァードかっ！

墓守：しまった、アリサがいい気になれない！（笑）

ＧＭ：というわけで、ヤクザたちは突然ジャーム化します。

アリサ：ひゅー、この街は面白いことになってるようだな！




《ワーディング》によって、周囲一帯から人の気配がなくなっている。

　四人組のヤクザも、呻き声を上げるとともに身体の変へん異いが始まっていた。

　すでにおのれの肉体ですら制せい御ぎよできてはいない。理り性せいを失ったバケモノ───ジャームだ。




和美：私、ここで登場しておくわ。（ダイスを振る）１と。

墓守：俺も出るわ。お、こっちも１。

和美：土手の上辺りから、様子を見ていましょう。

アリサ：フン、なんかふたりばかり視し線せんを感じるが、まあいいぜ。そいつらエキストラ？

ＧＭ：はい、エキストラです。

アリサ：そうか。でも、ただのヤクザなら手加減しようと思ったが、ジャームなら遠えん慮りよはいらねぇよな？　トランクをバンっと置いた瞬間に剣けんが飛び出し、相手をぶっ潰つぶしている！

ＧＭ：では、容赦なくズバッ、ズバッと倒たおされていきます。

アリサ：おっと、殺やっちまったぜ。

ＧＭ：まあ、どうせ情報を聞き出せない予定でしたが。

墓守：（ゆっくり拍手しながら）いやいや、大したもンだ。ずいっと物もの陰かげから姿を現あらわすぜ。

アリサ：おやおや、〝マスターグレイヴ〟ともあろうもんが、か弱い乙女おとめひとりにゴミ掃そう除じさせるってわけかい。

墓守：犬は残ざん飯ぱん漁りがお似に合あいだろ？　なぁ、狂犬。

アリサ：墓漁りよりはまともな仕事さ。

墓守：けっ、吠ほえるねェ。




《ワーディング》の気配が解とけないまま、アリサ・トツカと墓守清正が火花を散らす。

　ふたりとも、ＦＨのオーヴァードだ。しかし、それは仲間を意味するものではない。

　気にくわなければ戦って殺す───。そんなことも十分あり得るのだ。




アリサ：あんたがこの街にいるってなら、やっぱり〝ディアボロス〟もいるんだろ。

墓守：ああ、すぐそこにな。ラーメン作りに忙いそがしそうだぜ？

アリサ：ははっ、なるほど。ラーメン作り………………ラーメン？

墓守：ラーメン。

アリサ：〝ディアボロス〟が？

墓守：ああ、ラーメン屋で店員やってる。店の名は〝ラーメンはるこ〟だ。

アリサ：ちょっと待てえええええっ!?　どういうことだ！　（写真を取り出して）こいつだよ、こいつ！　春日恭二がラーメン屋だぁ!?

墓守：残念だったな、こいつが最新情報だ。ラーメン屋で働いてる写真を見せる。

アリサ：えええええっ!?　この笑顔なにっ！（笑）

墓守：いい笑顔だろ。キラキラしてやがる。

アリサ：……あいつはもう堕おちちまった。あたしの知ってる〝ディアボロス〟はもういないんだな。左京の言ったことは本当だった。───もうあいつは殺すしかない。

恭二：見み逃のがせよっ!!（一同笑）

墓守：まァ、そういうわけだ。あとは俺の仕事だ。お前はとっとと帰れ。

アリサ：悪いがそうはいかない。

墓守：あン？　誰だれかに命令されて来たのか？

アリサ：この状じよう況きようを見てしまった以上……ヤツを殺すしかない！　殺すしか、ないんだー!!　この『ダブルクロス』の艶つやのためにっ！（一同笑）

墓守：『ダブルクロス』の艶ってなンだよ！

アリサ：ほら、あるだろ？　こうふわっとしてるけどスタイリッシュなもんがっ！　さびれたラーメン屋に転ころがり込んだり、昭和の空気が流れたりしないのっ！（一同笑）

ＧＭ：そ、そうなの……？

アリサ：そうだよ！　……でも、あたしもそんな昭和ノスタルジーな『ダブルクロス』にも惹かれちゃってるよ！




　なら、いいんじゃないですかね？




和美：では、ここで声をかけましょう。あなたたちは本当に後始末のことを考えないで行動するんだから。……と従じゆう者しやにジャームの死体をばーっと運んで処しよ理りさせましょう。本来、私はこういう後始末をする係だったのよね（笑）。

ＧＭ：Ｔ市では、ＵＧＮやイリーガルの活かつ躍やくによってＦＨの活動も抑おさえられたので、現げん在ざいは規き模ぼを縮しゆく小しようしているとします。そのように処理した方がいいでしょう。

和美：平和になっちゃったしね。あなたたち、騒さわぎを起こしたいわけじゃないのでしょう？

墓守：誰だ、あンた？

アリサ：〝謎の女パープルレイン〟！　……そうか、ついに貴様を殺せるんだな！　剣を構かまえるぜ。

墓守：……ふン、ＵＧＮか。ゆらぁっと構えに入る。

和美：それは正せい確かくではないわね。今は、あなたたちの側よ。

墓守：どういうこった？

和美：私、転職することにしたのよ。あなたたちの上には話が通ってるはずよ。

墓守：ああン!?　……とりあえず、ネズミに裏取りしてもらうか。

ＧＭ：「はい！」

和美：……で、その転職の条じよう件けんってのが、裏うら切ぎった〝ディアボロス〟を抹殺しろっていうことなのよ。でも、来てみたら先客がいるようじゃない。

ＧＭ：「マスター、〝マスターマインド〟に確認したら話が通っているそうです！」

墓守：……どうやら本当らしいな、こっちに寝ね返がえったってのは。

和美：ご覧らんなさい、私のハンドアウトにも書いてあるわ。「ＦＨになると決めた」って。

アリサ：信じられるかーっ！（一同笑）

墓守：Ｎハンドアウトだからな。Ｒハンドアウトにはド汚ねェことが書いてあるに違ちがいない。

ＧＭ：ド汚ねェって……（笑）。

アリサ：寝返った証しよう明めいに、〝ディアボロス〟を殺せってか。〝マスターマインド〟らしいぜ。

和美：あなたたちみたいなのがやってくれるなら、私はありがたい話だけど。

墓守：手て柄がらだけ持っていくつもりかよ。

和美：さあ、それはどうかしら？　私の戦闘力だけでは〝ディアボロス〟に勝てるとは限かぎらないし。あなたたちをサポートした方がいいかもしれない。

アリサ：あたしはあいつを殺せりゃいいわ。

墓守：俺もそれでいいンだが……さっきのジャームの連中がちいっとばかり気になるな。

アリサ：そうだな。もしかしたら〝ディアボロス〟はラーメン屋のカヴァーを被かぶって、何か企たくらんでいるのかもしれない。

和美：あなたたちも、何か目的を隠しているのではなくて？

墓守：新入りに話すことは何もないな。

和美：あらそう？　冷たいのね。

アリサ：あたしは〝始末屋〟だ。殺すこと以外に興きよう味みはないぜ。

墓守：難むずかしいことはよくわかンねェし。学もねェからな。

和美：ところで、春日恭二を抹殺するために送り込まれたのは、あなたたちだけ？

墓守：俺以外がいるなんて気づかなかったな。

アリサ：あたしも、ひとりで来たつもりだったんでな。

和美：本当にＦＨって連れん絡らく悪いわよね（笑）。

アリサ：ああ、そうさ。でも、お前もその仲間になるんだぜー。

墓守：セルごとの思惑おもわくで潰つぶし合いだってするンだぜ。

和美：だから、私みたいな人材を欲ほしがるんじゃないの？

アリサ：なるほど、一理ある（笑）。ここで争うのも無む駄だか。だが、邪じや魔まをするなら殺すぜ。

墓守：あぁン？　誰にモノ言ってンだテメェ？

アリサ：お前こそ誰に向かってガン飛ばしてんだよ。ああん？

墓守：それが自じ慢まんの剣みてェだが、誰にでも効きくとは思わないことだな。世の中には、殺せない相手だっているンだぜ？

アリサ：殺せない相手？　はっ！　生きているなら殺せるさ。

墓守：おーっ、吹ふくねェ。なら、まずはお手て並なみ拝はい見けんだ。俺は手をばっとあげて去るぜ。

アリサ：じゃあ、あたしも去るよ。──そうそう、鈴木和美さんよ。

和美：何かしら？

アリサ：あんたの裏切りが、本当だといいんだけどねぇ。




　　　　＊　＊　＊




墓守：では、ここで鈴木和美にロイスを取ります。［猜さい疑ぎ心しん］しかないよな（笑）。

アリサ：あたしは墓守に取ろう。

ＧＭ：では、そうやってアリサが退たい場じようしていく傍かたわらで、ちょっとした演出を入れます。

アリサ：おっ、なんだ？

ＧＭ：その様子をキャンペーンガール風の衣い装しようをまとった女じよ性せいが陰から見守り、微笑みます。

恭二：何者だ、それは（笑）。

墓守：あのヤクザ連中と関係があるのか？

ＧＭ：それはそのうち判はん明めいするでしょう。では、シーンを終了します。







◆Middle04◆悪あく魔まの日常




〝ラーメンはるこ〟の一日が終わる。

　今まで春日恭二が経けい験けんしたことのない、ごく普通の人々の日常だ。

　店を閉しめて、また明日繰り返し訪おとずれる日々に備そなえている。




ＧＭ：で、次のシーンプレイヤーは、春日恭二です。

恭二：どんなシーンになるんだ？　夜になってるなら、どんぶりを洗いつつ「女将さん、今日はもう休んでいいっすよ。後はやっておきますから」とか言うぞ（笑）。

ＧＭ：ああ、想定していたシーンはまさにそんな感じですが。

恭二：では、侵蝕率を。（ダイスを振る）侵蝕率44。もう私もすっかりラーメン屋の店員だな！

和美：女将さんも「春日さんが来てくれて、ずっと仕事も楽になったわ」とか言うわけね。

恭二：こちらこそ。今まで自分になかったものを得られたようです。

墓守：「まるでお父さんが生きてた頃ころみたいだね！」とつくしくんも言う（笑）。

和美：泣けるわー（笑）。

ＧＭ：「この子ったら、ヘンなこと言わないの。もう、ごめんなさいね」

恭二：そうだな。せっかくだから、つくしくんの勉強を見てやろう。

ＧＭ：「わーい、算数の宿題があるんだ」

恭二：そうか、算数か。算数というのはな、ただ数字を足すだけの表面上のことを言っても仕方ないんだ。何な故ぜ算数が面白いかというと……。

和美：結けつ構こう本ほん格かく的てきな話をしてるわね。




　ラーメン屋の空いた机つくえの片かた隅すみで、春日恭二はつくしくんの宿題の面めん倒どうをみる。

　わからないと言うところを教えてやると、つくしくんは覚えがいいのかすらすらと解といていく。このくらいの子こ供どもの成長は目を見み張はるものがある。そんな当たり前のことを、〝ディアボロス〟は経験したことはなかった。
















恭二：どうだ、算数は楽しいだろう。

アリサ：さすが数々の難なん敵てきをスカウトしてＰＣにぶつけてきた春日恭二さんだぜ。教えたり誘ゆう導どうするのが結構うまい（笑）。

ＧＭ：初しよ版はんルールブックの付ふ属ぞくシナリオにも、「春日さん」って呼んで慕したってる女の子が出てきますからね（笑）。つくしくんも「最近は、お母さんの笑顔も増ふえてきた気がするんだ」と明るく言ってくれます。

恭二：それはなによりだ。その手助けができたのなら私も嬉うれしい。

ＧＭ：「おじさんが来てくれたからだよ。あのヤクザもおっぱらってくれたんだろ」

恭二：しかし、私がここにいるとお母さんに迷めい惑わくがかかることがあるかもしれない。

ＧＭ：「そんなことないよ！　いつも喜んでいるよ！」

恭二：しかし、お母さんを守るのはキミの役目でもある。

ＧＭ：「僕、お母さんを守れるぐらい強くなれるかな？　ヒーローみたいになれるかな？」

恭二：ヒーローになれるかはともかくとして。

アリサ：そこは譲ゆずらないんだ（笑）。

恭二：キミは、お母さんのヒーローになればいいんだ。

ＧＭ：「お母さんのヒーロー？」

恭二：「そうだ、君がお父さんの代わりを務つとめるんだ、つくしくん」

墓守：すげェ、ただのいい人だ！（一同笑）

ＧＭ：こんなことを春日恭二が語る日が来ようとは。

恭二：こういうことを語りたいときもあるのだ（笑）。

ＧＭ：「……おじさん、ずっといてくれるよね？」

恭二：三秒言葉に詰つまって……望まれる限かぎりは。

ＧＭ：「約束だよ？」

恭二：ああ、約束だ。

ＧＭ：「うん！　だから僕も強くなるよ」

恭二：そうだ、その意気だ。さあ、もう九時を回った。子供は寝ねる時間だぞ？

ＧＭ：「わかった」と、つくしくんは部屋に戻っていきました。




　部屋に戻っていく少年を、春日恭二は微笑ほほえましげな視線で見送った。

　そしてふと思う。今までどれだけのものを世界を築きずくという野望の犠ぎ牲せいにしてきたか。自分に、人ひと並なみの幸せを望む資し格かくがあるのか。そんな自じ嘲ちようが胸むねに去来する。




恭二：人を守る……私に言えた義ぎ理りか。と言いながら、仕し込こみを始める。

墓守：うン、そうだな。本当にそうだ（笑）。

アリサ：ＦＨってのはやりたいようにやる、そういう組織さ。

墓守：ああ、そうだったな。

和美：でも、春日恭二をこのままにしておいた方が世の中のためなんじゃないかしら。

墓守：さあて、それはどうかな……？

ＧＭ：えー、では、余よ韻いんを残しつつ次のシーンに行きます。

恭二：なんだったんだ、このシーン。しんみりしたぞ（笑）。







◆Middle05◆悪あく魔まに何が起こったか




　春日恭二が二年ぶりに訪おとずれた、Ｔ市で何かが起こっている。

　地回りのヤクザのジャーム化、それとＦＨから抹まつ殺さつ指令を受けたチルドレンがふたり。

　ＵＧＮを裏うら切ぎった身で派は手でに動くことはできないが、情じよう報ほうを探さぐるくらいはできるだろう。




ＧＭ：それでは、ここは情報収しゆう集しゆうのシーンです。シーンプレイヤーは鈴木和美としますが、調べたい情報がある人は登場して判はん定ていすることになります。

一同：はーい。

和美：（ダイスを振ふる）侵蝕率４上じよう昇しようよ。

アリサ：よーし、出るぞー！　（ダイスを振る）……うわ、10上昇っ!!

恭二：うむ、ここはちょっと様子を見よう。

墓守：俺おれもだ。

ＧＭ：ここでは、さっきのヤクザとジャーム化についてが調べられます。今のところ、このふたつです。今回は、最初に調べられる情報は多くありません。

和美：なるほどね。なら、〈情報：裏社会〉がある私がヤクザのことを調べようかしら。

ＧＭ：ばっちりですね。〈情報：裏社会、噂うわさ話ばなし〉で、目もく標ひよう値ちは７です。

和美：（ダイスを振る）クリティカル一回、達成値は19よ。

ＧＭ：それなら楽勝ですね。彼らはＴ市の地回りのヤクザです。で、その組は、二年前に閉へい店てんした町外れのスーパーマーケット〝ダイヨーク〟を買い取りました。

和美：なるほどね。……そのヤクザの兄貴分、名前ない？

ＧＭ：決めてませんでしたが、若わか頭がしらの黒くろ田だということで（笑）。それと、《生体侵しん入にゆう》で何者かに取り憑つかれているようです。

和美：《生体侵入》？　エグザイルのイージーエフェクトね。




《生体侵入》

　他者の体内に侵入することができるエグザイルのイージーエフェクト。侵入している間は、隠おん密みつ状じよう態たいとなる。




ＧＭ：ヤクザに関する情報は以上です。

和美：なら、この情報は共有しておきましょう。組の事じ務む所しよを双そう眼がん鏡きようで覗のぞきながら、あの組の若頭の黒田ってヤツ、ジャームが取り憑いているわ。シンドロームはエグザイルね。

アリサ：じゃあ、あたしはその脇わきにいる。へえ、ＵＧＮの力を借りなくてもここまでの情報収集ができるんだな。

ＧＭ：さて、アリサも情報収集の判定ができますが。

アリサ：じゃあ、あたしはジャーム化について調べる。

ＧＭ：それは〈知ち識しき：レネゲイド〉か〈情報：ＦＨ〉で難なん易い度どは７となります。

アリサ：〈知識：レネゲイド〉で判定しよう。トツカの囁ささやきを使うんで、【精せい神しん】１でも、４Ｄ振れるぜ。（ダイスを振る）達成値33。トツカに額ひたいをつけると、いろいろ教えてくれる。

ＧＭ：それはすごい。あの急きゆう激げきなジャーム化は[image: α]トランスによるものだと確かく信しんできます。

アリサ：[image: α]トランス……！　やっぱり。

墓守：初しよ版はんルールブックの付ふ属ぞくシナリオで春日恭二が企くわだてた、〝プロジェクト[image: α]トランス〟でばら撒まこうとした、レネゲイドウィルス入り清せい涼りよう飲いん料りよう水すいだよな。

アリサ：そう、成分といい、効こう果かといい、アレに間ま違ちがいない。ほぼ回かい収しゆうし尽つくされて、今は常じよう備び化ポイント[image: 100]ぐらいないと手に入らないはずなんだが（笑）。

和美：そういえば、データになっていたわね。

ＧＭ：サプリメント『パブリックエネミー』に載のっています。

アリサ：でも、これはますます春日恭二がやってる線が濃こくなってきたな。あんたは、〝マスターグレイヴ〟が言うように、春日恭二が戦いから降おりたと思ってるのか？

和美：春日恭二が？　……信じてないわ。あの目は死んでないもの。だって、ヤクザのパンチ避よけたの見たし（笑）。

恭二：そういえば見られていたな。油ゆ断だんのならん女だ。

アリサ：あんたがそう言うなら信用できそうだ。あんたがどっちについていようがな！

和美：まあいいわ、ＦＨが人を信用しないのは、よーぉく知ってるから。たとえ仲間でもね。

アリサ：はっ！　仲間なんてもんは、いつでも裏うら切ぎるもんだと覚かく悟ごをしておくもんだ。信用できるのは死んだ仲間だけさ。

和美：若わかいのにハードな人生送ってるのね。

アリサ：こう見えても、一族数百年で生きてるって存そん在ざいだぜ。

和美：なら、〝謎の女パープルレイン〟の顔で、哀あわれむように見るわ。

墓守：かつてＵＧＮチルドレンの少女にも向けたような目か（笑）。

アリサ：やめろっ！　そんな目で見るんじゃない！（笑）　あたしは望んでこの生き方をしてるんだ。あんたの知ってるガキどもとは違ちがう！

和美：そういうことにしておくわ。実は私、年下の女の子好きなのよね。妹がいたから。

ＧＭ：ああ、見守るような慈じ愛あいの笑みか（笑）。

アリサ：あたしとしちゃ、そんな微笑みがうっとうしいぜ。

ＧＭ：では、この辺でシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle06◆ヤクザの逆ぎやく襲しゆう




　いつの間にか〝ラーメンはるこ〟は、三人の男女が常じよう連れんのようになっていた。

　ＦＨのチルドレンと、ＵＧＮを裏切った女がカウンターにいる。

　自分にはもう関係ないと言い聞かせ、春日恭二は無心にどんぶりを洗あらうのだった。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーは春日恭二で、さっきのヤクザがお礼参りにくるシーンになります。

墓守：おっ、なら全員登場でいいな。

アリサ：情報収集もしたし、ちょっとそこのラーメン屋で話そうぜ？（笑）

恭二：たまり場にされてるぞ！（一同笑）

ＧＭ：女将さんはお客が増ふえるなら喜びますよ。

墓守：俺もカタギに手を出すのは大だい嫌きらいなンで、店の中ではどうこうはしねェ。

アリサ：あたしだって無む駄だなことはやらない。左京が怒おこるからな。

墓守：「左京が怒るから」って！（笑）　お前、実はデッレデレだな。

アリサ：うるせー（笑）。

和美：とにかく、ジャームになったヤクザがいて、それは[image: α]トランスのせいらしいわ。

アリサ：だったら、容よう疑ぎ者しやはたったひとりじゃあねえか？　とカメラが（笑）。

和美：どんぶりを洗ってる春日恭二をアップに（笑）。

恭二：その話が聞こえてくると、さすがに衝しよう撃げきを受けるな。自分の蒔まいた種でもあるし。

和美：まあ、ラーメン屋の店員さんには関係のない話よ。

恭二：……お客さん。少しその話を聞かせてもらえませんかね？

アリサ：話なんて聞く必要ないぜ。春日恭二、お前がやったんだろ？

和美：あら、ストレートね（笑）。

恭二：だとしたら？

アリサ：あたしは、お前を殺さなくちゃいけないんだ。

恭二：……むっ！

墓守：やっぱ旦那を殺しに来たのか。

恭二：ＦＨからの刺客か、それとも……。

アリサ：ここで、あたしはＲハンドアウトをオープンにする！

一同：おおっ！（ざわめく）

墓守：ついに、Ｒハンドアウトがオープンになる。アリサの秘密は何だったのか！

アリサ：実は……あたしが狙っているのは、[image: α]トランスをばら撒いているヤツだ！




▼アリサ・トツカ用Ｒハンドアウト

ロイス：〝ディアボロス〟　　　感かん情じよう：Ｐ好こう奇き心しん／Ｎ嫌けん悪お

　キミの本来の目的は、Ｔ市で発見された[image: α]トランスについてだ。これをばら撒いているのは、〝ディアボロス〟らしい。[image: α]トランスは、無差別にレネゲイドウィルスを拡かく散さんさせ、誇ほこりなきオーヴァードをこの世に誕たん生じようさせてしまうだろう。

公開条件：いつでも。公開すると次の情報について調べることができる。

情報：[image: α]トランスについて




アリサ：実はな。で、この〝ディアボロス〟が春日恭二なのか、今のところ確かく証しようはない。

墓守：もしかしたら、コードネームを騙かたってるだけかもしれねェしな。

ＧＭ：では、Ｒハンドアウトが公開されたので、ハンドアウトシーンを演えん出しゆつします。




　　　　＊　＊　＊




　コンクリートがむき出しの、簡かん素そなマンション───。

　アイスをかじりながら、アリサは黒須左京の話を聞いていた。

　それは、場合によっては春日恭二の抹殺よりも優ゆう先せんせねばならないことだった。




ＧＭ：シーンは、オープニングで黒須左京とアリサが話しているところから。ここで、今まで秘匿されていた情報も公開されます

アリサ：アイスをガリガリ食べながら聞いてる。ん、アタリだ。

ＧＭ：では、左京はアリサに話します。「春日恭二が向かったというＴ市のことだが、そこでは気になる噂うわさも流れている」

アリサ：なんだい？　もったいぶらずに言いなよ。

ＧＭ：「〝ディアボロス〟と名乗るオーヴァードが[image: α]トランスを作っているらしい」

アリサ：ふーん、[image: α]トランスねえ。それはまたヤバイものをばら撒こうとしたもんだぜ。

ＧＭ：「春日恭二は、みずからが計画し、拡散した[image: α]トランスによって生み出されたオーヴァードによって倒たおされている。これが、どういうことかわかるか？」

アリサ：[image: α]トランスをばら撒かれたら、多くの人間がオーヴァードに……いや、大半はジャームになっちまう。そんなことになれば、お前の言うヒトとオーヴァードとの境きよう界かい線せんってやつも夢のまた夢になっちまうな。

ＧＭ：「お前が余よ計けいな気を回す必要はない」

アリサ：いいぜ、殺やってやるよ。誇りのないオーヴァードなんざ、いない方がいいからな。

ＧＭ：すっと背を向け「いいだろう、行くがいい───」。

アリサ：おうよ。さびしがって泣くんじゃないぜ？　……とオープニングに繫つながるわけか。




　　　　＊　＊　＊




アリサ：あたしの目的はこれさ。あたしは、またあんたが[image: α]トランスをばら撒いてるんだと思ってるぜ。てなわけで、ロイスが書き換わる。春日恭二から〝ディアボロス〟になる。これは、偽にせ者ものってことだろうな。

恭二：なるほど、確たしかに[image: α]トランスの仕業のように思える。だが、私は知らんのだ。

アリサ：……本当に？

恭二：ああ、本当だとも、と話を聞きつつ……ラーメンを茹ゆでて、ザッザッザッ（湯切り）。ほれ、情報料の替かえ玉だまだ（笑）。

アリサ：それが情報料かよ！　あと、アイスもひとつ頼たのむ（笑）。

恭二：とにかく、私は関係ない。信じるかどうかはお前たち次第だがな。……しかし、こんな会話は女将さんには聞かせられないぞ。

ＧＭ：まあ、なんの話かわかりませんし、聞こえないふりをしてくれますよ。

恭二：まあ、それならいいんだが。

ＧＭ：……と、そこにガラッと戸を開いてやってくるのは、黒田たち四人組です。「よう、この前は世話になったな」と。はるこさんもビクッと怯おびえます。

墓守：おい、始末したンじゃないのか？　〝謎の女パープルレイン〟よ。

和美：息を吹ふき返したわけね。場所を変えましょう。はるこさんの方に視し線せんを泳がせて、ここで《竹馬の友》を使うわ。

ＧＭ：ああ、女将さんを信用させるわけですな。

和美：大丈夫、昔の友達とちょっと話したいだけ。春日さんちょっと借りても平気よね？

ＧＭ：では、女将さんも納なつ得とくした顔をしますよ。

墓守：というわけだ。表に出ようぜ。

アリサ：え？　まだアイス食べてないのに！（笑）　……で、あんたはどうするんだい？　〝ディアボロス〟よ。

恭二：[image: α]トランスは自分が蒔いた種だ。ガタッと立ち上がるんだが……だが、今あちらへ行ってしまっていいものか。

ＧＭ：ここで、葛かつ藤とうするわけですね。日にち常じようと非日常の境きよう界かいです。

墓守：旦だん那なは好きにしな。俺たちは先に出てるからよ。

ＧＭ：ヤクザたちは「怖じ気づくんじゃねえぜ？　俺たちゃ気が短けえからよ。待たせるんじゃねえぞ」とすごんで店を出ます。

恭二：私は……。

ＧＭ：と、春日恭二がいささかの逡巡をしたところで、シーンは一いつ旦たん終了です。







◆Middle07◆死し闘とう!!　ＶＳヤクザ




〝ラーメンはるこ〟にやってきたヤクザの黒田に応おうじ、三人は外に出る。

　今はラーメン屋の店員である春日恭二を残したまま。

　しばし歩いてやってきたのは、河か川せん敷しきの土手だ。昼下がりだと、人の気配もない。




ＧＭ：では、シーンプレイヤーは墓守。〝ラーメンはるこ〟から黒田たちについていった墓守、アリサ、和美は登場となります。

一同：はーい。

ＧＭ：場所は、しばらく歩いたところにある河川敷の土手です。

墓守：へェ、こいつはおあつらえ向きの場所だな。

ＧＭ：「おい、〝ディアボロス〟は来ないのか？」

アリサ：あん？　お前ら〝ディアボロス〟を知ってるのか？

恭二：……むっ！

ＧＭ：「ああ、知ってるともさ」と、黒田はニヤリと笑う。

墓守：……お前ら、どこの手の者だ？

ＧＭ：「俺たちは〝ディアボロス〟さ！」

墓守：なンと？

ＧＭ：そう言って笑った黒田の口から、しゅるしゅると何かが顔を見せます。一いつ瞬しゆん、舌したのように見えたんですが、それは無む脊せき椎つい動物のような奇き妙みような生物に見えました。

アリサ：うげっ、キモい！

墓守：ああ、人間じゃねェのか。なら話は早はええや、こいつをブン殴なぐればいいってことだろ？

ＧＭ：で、黒田についてきた三人は、缶かんの飲み物をグビッと飲みます。

アリサ：お、まさか[image: α]トランス！

ＧＭ：そのとおり。Ｅロイス《さらなる絶ぜつ望ぼう》三つ分でエネミー三体になります。ゴキゴキと肉体が盛もり上あがり、だらりと伸のびた腕うでも異い様ような長さとなり、獣けもののような姿すがたになります。

墓守：Ｅロイスが使われた！

ＧＭ：では、黒田とジャームになった三体のヤクザが襲おそいかかってきて、戦せん闘とうになります。

恭二：ＧＭ、私は戦闘に参加しなくてもいいかな？

ＧＭ：はい、ここでは参加しなくても大丈夫です。

墓守：まあ、旦那は待っていればいいさ。

和美：一いち応おう、《ワーディング》を張はっておくわ。

ＧＭ：敵てきは黒田と子分三人の四体。エンゲージはひとつ。距きよ離りは５メートルです。

墓守：さあ行くぜェ、ヤクザ狩がりだ！（一同笑）

和美：（ため息をつき）新しい仕事場は、ずいぶん単たん純じゆんなようね。




●第１ラウンド

ＧＭ：これより戦闘になります。【行動値】を申告してください。こちらの雑ざ魚こは12です。

墓守：速はえェな！

ＧＭ：黒田が24。「おいおい、どうした？　止まって見えるぜ」

和美：みんなはいくつ？

墓守：俺は５だ。

アリサ：あたしも５だよ。

和美：私は８よ。




▼行動値

黒田　　　　　　　　　　　　　24

ジャーム化ヤクザＡ、Ｂ、Ｃ　　12

和美　　　　　　　　　　　　　８

墓守　　　　　　　　　　　　　５

アリサ　　　　　　　　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：では、セットアップです。

アリサ：ここでは《ターゲットロック》は使わないでいいや。

和美：私も今は様子見よ。

ＧＭ：では、こちらもセットアップで使うエフェクトはなし。そして、イニシアチブプロセスで、黒田から行動。まずはイニシアチブプロセスで《従じゆう者しやの疾しつ走そう》を使用し、ＰＣの皆さんにエンゲージします。

墓守：《従者の疾走》ってことは、こいつに従者を憑つかせてるのか。

アリサ：従者を対象にするエフェクトだからな。気が利いてるね。

ＧＭ：マイナーアクションで《従者の爪つめ》で鈎かぎ爪づめを生やし、メジャーアクションで、《ブラッドボム》《かりそめの剣けん士し》《命の剣》、それに《貫つらぬきの腕》で、びゅんと鈎爪が貫こうと伸のびてくる。狙ねらうは、まずは墓守。

アリサ：《貫きの腕》か。ガードができねェな。

ＧＭ：（ダイスを振る）達成は41。

墓守：あ？　避よけねェよ。《復ふく讐しゆうの刃やいば》で反はん撃げきだ。

ＧＭ：では、ぎゅううんと貫いてダメージ42点！

墓守：ＦＨ戦せん闘とう服ふくで10点削けずる。32点か。残り【ＨＰ】[image: 128]だ。おお、痛いてェ痛ェ（笑）。

ＧＭ：むう、なんと頑がん丈じような。しかし、《ブラッドボム》があるから、ダメージが入ったところで追加で３Ｄのダメージ。墓守の体内にぐしゃっと入って19点追加！

墓守：お、おお、[image: 109]点になったな。

ＧＭ：「こ、こいつ……心しん臓ぞうを直ちよく接せつ握にぎり潰つぶしたというのに」

墓守：心臓なンざ潰されてもすぐに再さい生せいするぜ。さっきの分はやり返させてもらうわ。オートアクションでエピタフを出し、《復讐の刃》の達成値33だ。（ダイスを振る）ダメージ44点をお返しするぜ！　四方八方から槍やりが飛び出し、最後に俺の手がヤツの顔面を吹っ飛ばす。

恭二：黒田は、これで死ぬか。

ＧＭ：いえ、黒田はまだこの程てい度どでは死にはしません。頭半分吹っ飛ばされましたが、「あ、ああ？　やるなぁ」と、取り憑いたちっちゃいヤツがしゃべります。

墓守：そっちが本体だな！

アリサ：でも、あの〝マスターグレイヴ〟の一いち撃げきを受けて耐たえるなんて。

墓守：おお、狂きよう犬けん。こいつなかなかやるわ。




　ジャーム化ヤクザは、それぞれ、《雷かみなりの矢》と《振しん動どう球》でアリサ、墓守、和美を狙う。

　装そう甲こうを無む視しする電でん撃げきを、和美は小動物たちを操あやつる《命の盾たて》で回かい避ひした。

　墓守は自分への攻こう撃げきを受け止め、回避できなかったアリサへのダメージは《崩くずれずの群むれ》でカバーリングする。三ケタを超こえていた墓守の【ＨＰ】も63点まで減げん少しようした。




墓守：……くっそー、こいつら射しや撃げき攻撃かよ。《復讐の刃》ができねェ（笑）。

アリサ：すげえぜこのヤクザ、マスタークラスの墓守を遠えん距きよ離りからいたぶってる。

ＧＭ：「素人しろうとさんがいきがっちゃあいけねえな。こっちは武ぶ器きが使えるんだからよぉ！」

アリサ：武器って言ってもエフェクトだろ！　そんなヤクザはいねえ！（一同笑）

ＧＭ：「うおー、すげえや。さすが最新式の銃チヤカだぜ！」

墓守：それ銃じゃねぇだろっ!!（一同爆ばく笑しよう）

アリサ：だからエフェクトの雷だろっ！

和美：おそらく、ジャーム化して正気を失っているのよ（笑）。

ＧＭ：ええ、ジャーム化したことによって理り性せいを失い、エフェクトと銃の区別がつかないのです。ネズミも「マスター、こいつら強すぎます。ただのヤクザじゃないです！」と。

墓守：お前はくるンじゃねェ！　こいつらただモンじゃねェからな！

アリサ：おお、お熱いことで。

墓守：……しかし、人を超え、完全な不死身の生命体になったこの俺が、よもや地回りのチンケなヤクザに苦戦しようとは（笑）。

ＧＭ：では、こちらの次どうぞ。

墓守：よおし、俺の番だ。こっちの親玉をよォ、ブン殴なぐらせてもらうぜェ！

ＧＭ：「おお、こいや！」

墓守：《コンセントレイト：エグザイル》《貪どん欲よくなる拳こぶし》から、エピタフで貫く！

ＧＭ：では、黒田の兄あに貴きはガードを宣せん言げん！

墓守：ガ、ガード？（笑）

アリサ：マジで？　黒田さん、そんなにがんばっちゃうの。

ＧＭ：「でたー、兄貴の鉄てつ壁ぺきのディフェンスだー！」（一同笑）　《盾なる人形》《歪ゆがみの身体》《かりそめの盾》を宣言し、ガード。

墓守：まさか、こンなところで出てくるザコ同然のヤクザが、ガードを宣言するとは思わなかったぜ（笑）。だが、そンなガード、吹っ飛ばしてやるよ。ダメージ上昇効果を使う。（ダイスを振る）〈白兵〉の達成値は32だぜェ！




　蛇じや腹ばらのようにしなりながら、墓守の墓碑槍エピタフが貫く。

　それは、神をも殺すと恐おそれられた死の使いだった。

　ボクシングの覚えのある黒田は、ピーカブースタイルで耐たえようとするが。




墓守：おらァ、ダメージ37点！

ＧＭ：えー、実は黒田の兄貴、ガード値33あります（一同爆笑）。

墓守：ぶっ───!?　４点しか通らねェ！

和美：ヤクザつよーい（笑）。

ＧＭ：「へへっ、四回戦ボーイのストレートの方がまだ気合い入ってるぜえ！」

墓守：そンなわけねェだろォ─────!!（一同笑）

恭二：新世代も、地方のヤクザ程度に苦戦するようでは大したことないな。

墓守：いや、戦ってみればわかるって！　ヤクザ強いよ!?（一同笑）

ＧＭ：まあ、取り憑いているのがヤクザなだけで、実はジャームですから。

アリサ：まあ、この事じ件けんの裏にいるのは、油断ならないヤツってことだな。次の行動はあたしだね？　《コンセントレイト：モルフェウス》《ペネトレイト》《レインフォース》《コンバットシステム》《マルチウェポン》《ヴァリアブルウェポン》で、黒田を攻撃だ。

ＧＭ：はい、どうぞ。

アリサ：トランクを蹴けっ飛ばして飛び出したトツカを摑つかんで、三刀流で攻撃するぜ。

ＧＭ：「でけえヤッパ使うじゃねえかガキャぁ！」

アリサ：このヤクザまだ言うかよ！　（ダイスを振る）目が低い、33だ。

ＧＭ：ではこのままさっきと同じくガードを宣言。

アリサ：ダメージはそれなり、60点の装甲無視だぜ。

ＧＭ：でもガード値は入る……が、そのダメージでさすがに倒たおれた。

アリサ：……ほっ（笑）。

ＧＭ：「あ、兄貴が死んだー！」と言うと、三人のザコも戦意を失います。

和美：逃げていくの？

ＧＭ：いえ、急激なジャーム化に耐えられなかったのか、そこで肉体が崩ほう壊かいしていきます。

墓守：なるほどな。[image: α]トランスの影えい響きようか。

ＧＭ：ええ、ヤツらの手から握にぎりつぶされた[image: α]トランスの缶が見つかります。

アリサ：やっぱりか。こいつのせいで……。

墓守：ああ、ヤクザもあんなに強く（笑）。

和美：でも、ますます放っておけないわね。地回りのヤクザ程度でも、ひと口飲んであそこまで強くなるわけだから……。

墓守：それはまずい！　あンなのが増ふえたら勝てねェって！（一同笑）

ＧＭ：ちなみに、黒田にはＥロイス《心の爆ばく弾だん》が使われており、自分がここいらで無む敵てきのヤクザという妄もう想そうを見せられていました。まあ、戦闘は取り憑いた従者がやるんですが。

墓守：そンな貴き重ちようなＥロイスを、ヤクザ最強の妄想を見せるためだけに（笑）。

和美：ラーメン屋の女将に絡からむ程度のチンピラだと思っていたのにね。

墓守：あ、戦闘終わったみたいだ。和美さン、ちょっと治してくれる？（笑）

和美：あら、いいわよ。

墓守：助かるぜ。あと、黒田の兄貴にはロイスを取っておこう、せっかくだからな（笑）。




　　　　＊　＊　＊




恭二：では、戦闘が終わったことを見計らって登場しよう。終わったかな。

墓守：ああ、あンたの[image: α]トランスが、とンでもねェバケモノを生みだしちまったぜ。

恭二：なんだと？

墓守：最強のヤクザだ（一同笑）。

和美：どちらかというと、ヤクザを最強にしてしまうってとこね（笑）。

恭二：しかし、何な故ぜ[image: α]トランスが今いま頃ごろ……？

アリサ：それについては、「[image: α]トランスについて」をあたしが調べようじゃないか。

ＧＭ：はい、〈情報：ＦＨ、裏社会〉。目標値は７で調べられます。

アリサ：なら、トツカの囁ささやきを使って判定に＋３個。「コネ：ＦＨ幹かん部ぶ」の左京に連れん絡らくを取って調べる。（ダイスを振る）技ぎ能のうを足して10です。

ＧＭ：それならわかりました。次のとおりです。





・[image: α]トランスとは、二年前にレネゲイドウィルスを無差別に拡散しようとした〝プロジェクト[image: α]トランス〟で生み出された清涼飲料水。計画の責任者は春日恭二。

・[image: α]トランスは現在閉鎖されたスーパーマーケット〝ダイヨーク〟に保管されている。






恭二：あの計画は失敗し、すべては二年前にＵＧＮに回収されたはずだぞ。

ＧＭ：それが、新しく作り直した[image: α]トランスを、新発売のキャンペーンとして配っていたようです。ダイヨーク周辺で、キャンペーンガールが目もく撃げきされています。

和美：チラッと出ていたわね、そういえば。

墓守：じゃあ、あのヤクザたちはそれを受け取ったのか？

ＧＭ：「喉のど渇かわいてませんかー？」「おう、ありがとうネェちゃん」って感じで。

アリサ：なるほど、じゃあそいつが[image: α]トランスを撒まいていたんだな。

恭二：これでわかっただろう、私は関係ないと。

アリサ：そうだな、お前は従者は使わない。だとすると、あやしいのは……。

墓守：鈴木和美（笑）。

和美：まあ、私は従者を使うしね。でも、違うわよ？

恭二：ともかく、私ではない。金こん輪りん際ざい、私に関わるな！

アリサ：そうはいかない。お前はかつて誇ほこり高いオーヴァードだった。ＦＨエージェント、〝ディアボロス〟と言えば、泣く子も黙だまると言われたほどだ。

恭二：……二年という時間は、人を変えるには十分な時間だ。

アリサ：だが、ここまでは落ちぶれてはいなかったぞ、〝ディアボロス〟ー!!

恭二：落ちぶれたというのは君の主観だ。今までと少し違う道を進んでいるだけだ。

アリサ：その道は、お前の道じゃない！

恭二：それを決めるのは、私だ！　君などではない。

アリサ：へえ、言うじゃんか。

恭二：今の私には、守るべき日常というものがある。もう一度言う。金輪際関わるな。

アリサ：それはあたしより、[image: α]トランスをばら撒いているヤツらに言うんだな。あいつら、お前を捜さがしていたようだぞ？　警けい告こくだけはしておくぜ。

恭二：その警告はありがたく受け取っておこう。




　春日恭二は、アリサたちにくるりと背を向けた。

　今はラーメン屋の店員というカヴァーを被かぶり、ＦＨエージェント〝ディアボロス〟としての過か去こを置き去りにするように。

　だが、裏うら切ぎり者に平へい穏おんな日常など訪おとずれることはない。

　オーヴァードという力の前には、脆もろく壊こわれるものなのは、彼自身が知っていよう──。



カバーリング　対象を攻撃から庇うこと。本来は行動を消費するが、墓守は《崩れずの群れ》で行動を消費せずにカバーリングを行なえる。









◆Middle08◆[image: α]トランスの残ざん滓し




　二年前、ダイヨークというスーパーマーケットが閉店した。

　かつて春日恭二が[image: α]トランスをばら撒こうとここに集めていたという。

　閉店以来そのままにされていたが、今はあのヤクザたちが買い取ったということだが。




ＧＭ：次は、墓守のシーンとなります。

墓守：やはり、ダイヨークに向かうシーンだよな。

恭二：こっちも[image: α]トランスが気になっているので登場する。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、時じ刻こくは日が沈しずんだ頃ころとしましょう。

墓守：よう、やっぱり来たか旦那。自分の過去に決着をつけに。

恭二：そんな感かん傷しようではない。

和美：とはいえ、このダイヨークってスーパーは初版ルールブック付属シナリオのクライマックスの場所ですものね。思い出すこともあるんじゃないかしら。

恭二：まあな。ダイヨークの閉鎖された店てん舗ぽを見ると、懐なつかしいようなそれでいて嫌いやなものを見たかの表ひよう情じようになる。

ＧＭ：それも今は昔、現在は入り口は閉鎖されています。開けるのに判定はいりませんが。

和美：私も春日恭二の背はい後ごから突とつ然ぜん現あらわれて声をかけます。

恭二：……君も来たのか。

和美：懐なつかしいかしら？　あなたが使っていたところでしょ。

恭二：ああ、実に懐かしいよ。判定がいらんというなら、扉とびらはキックでぶち破やぶろう。

墓守：ま、旦那ならこンなもンだろ。

恭二：誰だれかが例のものをここに貯めこんでいるらしいが、それだけ確かく認にんしたらすぐに帰らせてもらおう。私には、これ以上関わりのないことだ。

墓守：そうか。まあ、俺は放っておいてもいいンだが、過去の因いん縁ねんってヤツが、あンたを逃のがしてはくれないと思うぜ？

恭二：そんな連中など、もう忘れたよ。




　数々の作戦の中で、多くのジャームを生んできた。彼らの日常を壊こわしてきた。

　それは、変えられることができない事実。だが、それでも──。




墓守：人間の中に混まざって生きられるわけがねェよ、悪魔デイアボロスは。

恭二：……否ひ定ていもせずに倉庫の奥おくの方へ歩いていくぞ。

ＧＭ：では、倉庫の奧に行くとですね、[image: α]トランスの箱が積んであります。

恭二：うわっ、あっさり見つかったな！（笑）

墓守：おお、そいつは。まだ新しいのか？

ＧＭ：新しいですね。そうすると「[image: α]トランス、カミシログループより新発売！」という声とともに、キャンペーンガールが現われます。

墓守：出やがった！　こいつか、最強のヤクザを作りだしたのは！（笑）

恭二：貴き様さま、ただのキャンペーンガールじゃないな？

ＧＭ：「待っていました、〝ディアボロス〟。あなたが来てくれれば、いつでも出荷できるようになっています。〝プロジェクト[image: α]トランス〟はいつでも再さい開かいできます」

恭二：……こいつのこと、私は知らないよな？

ＧＭ：記き憶おくにありませんね。

恭二：私は、貴様のことなど知らん！

ＧＭ：「でも、私は知っている。あなたが〝ディアボロス〟と恐れられたオーヴァードだと」

恭二：くっ、耳みみ障ざわりな！

ＧＭ：にっこり微笑ほほえんだ彼女の口の中からは、黒田に取り憑いていたのと同じ、おぞましい無脊椎動物のようなものが、しゃあああっと出てきます。

恭二：こいつもか！

ＧＭ：「まだ本気を出さないつもりですね？　では───」と、ここでキャンペーンガールは移い動どうしてエンゲージし、《ウルトラボンバー》を宣言。彼女は爆発します。

恭二：なにっ!?




「あああああああああ～！」

　耳障りな絶叫を上げると、キャンペーンガールが爆弾のように炸裂した。

　春日恭二たちも、その爆発に巻き込まれてしまう。




ＧＭ：エンゲージしてる対象はリアクションが行なえませんので、そのままダメージになります。（ダイスを振る）……ダメージは35点です。

墓守：……ちっ、せっかく回かい復ふくしたのによォ（笑）。カバーリングしたので結けつ構こう喰くらうわ。

和美：じゃあ、まとめて回復するわ。《ポイズンフォッグ》《癒いやしの水》で25点回復！

墓守：おう、【ＨＰ】[image: 146]まで回復。次のシーンまでに医い療りようトランクでも使うとするぜ。

恭二：ちなみに、[image: α]トランスは？

ＧＭ：すべて吹っ飛ばされたようです。

墓守：ちっ、証しよう拠こ隠いん滅めつかよ。それとも、まだあるぞってことか。

恭二：なんにせよ、わざわざご苦労なことだな。

ＧＭ：では、ここでシーンを終了します。







◆Middle09◆悪魔を呼ぶもの




　ダイヨークでのことでもう夜は遅おそくなってしまった。

　女将さんにも迷めい惑わくをかけてしまったなと思いつつ、〝ラーメンはるこ〟に戻もどる。

　しかし、春日恭二の日にち常じようはすでに崩くずれ始めていた。




ＧＭ：次は、春日恭二のシーンです。〝ラーメンはるこ〟に帰ってくるシーンになります。もう、夜になっている頃ころ。閉へい店てん間近です。

恭二：では、ガラッと戻ってこよう。ただいま戻りました。

ＧＭ：すると「春日さんっ！」と、女将さんが駆かけ寄ってきます。

恭二：あ、いや。この服がボロボロなのは、近場の火事でですね……。

ＧＭ：「そうなんですか。それで帰りがこんな時間に」

恭二：女将さん、すみません。店に穴あなを空けることになってしまい。

ＧＭ：「いいんです、そんなこと。……それより、つくしがまだ帰ってこないんです！」

恭二：つくしくんが？　今、閉店間ま際ぎわと言ったから、かなり遅おそい時間だな……。

ＧＭ：もう夜八時を過ぎた時間です。いつもだったら、家にいてお手伝いをしているはず。

恭二：つくしくんは、いつからいないんですか？

ＧＭ：「ええ、夕ゆう方がた頃ごろから。いつもならまっすぐ帰ってくるんですけど、それが何の連れん絡らくもないなんて……」ちょうど、ダイヨークに向かっていた頃の時間ですね。

恭二：ああ、するとさっきの光景が思い浮かぶな。

アリサ：まあ、ヤツか。

恭二：女将さん、警けい察さつは？

ＧＭ：「いえ、まだです。警察に連絡した方がいいかしら？　もうどうしたらいいか」

恭二：いや、ここは私に任まかせてください。ちょっとは気の利く知り合いもいますから。

ＧＭ：こくりと頷うなずきます。「春日さん、お願いします。わたしにはあの子しかいないんです」女将さんも信用してますからね。

恭二：ええ、心配いりませんよ。……って、あれ？　私と女将さん、いい雰ふん囲い気き？（笑）

墓守：思いっきりいい雰囲気だよ！　今さらかよ！（笑）

アリサ：最初っからだよ！（笑）

和美：じゃあ、そこで私は《主人への忠ちゆう誠せい》でエキストラの従じゆう者しやを登場させるわ。窓まどのところにひとつ目のコウモリがバサバサとやってきて、張はりついているわ。

墓守：おっ、そいつはうまい。

恭二：それには気づいていいかな？

ＧＭ：問題ないと思いますよ。和美も気づいてもらいたいようですし。

和美：ええ、そのつもりだから。

恭二：そいつを脇わき目めで見ながら……女将さんは部屋で連絡を待っていてください。

ＧＭ：「はい……」女将さんが奧おくへ行くと、どこからか携けい帯たいの着信音のような音が。

恭二：む、私のは電でん源げんを切っているはずだが……。

ＧＭ：音を辿たどって見ると、うぞうぞと蠢うごめく肉につ塊かいが携帯電話を持って這はい寄ってきます。

恭二：ヤツの従者か、悪あく趣しゆ味みな！

ＧＭ：まあ、そういうヤツですね。

恭二：では、その携帯を手に取って……もしもし？

ＧＭ：「ああ、〝ディアボロス〟だ、待ってたぜ！」と甲かん高だかい声が聞こえてきます。

恭二：気に障さわる。貴き様さまは何者だ、要点だけ伝えろ！

ＧＭ：「あんたを待ってたんだ、この街に戻ってくるときいて、心が躍おどったさ」

恭二：貴様、私のファンか？

ＧＭ：「あの日、世界は変わった！　すべてあんたが変えたんだ。すごいよな」

恭二：……そんなことはいい、つくしくんをどうした？

ＧＭ：「あのガキのこと気に入ってるみたいだな？　安心しなよ、オレも気に入ったよ」

恭二：そ、そうか。……こいつ、話が通じないヤツか。

墓守：気色悪いな！　まあ、ジャーム化してる相手に通じる話とかねェからな。

ＧＭ：「───だから、あのガキもこっち側になればいい。オレたちと一いつ緒しよさ！　……あ、それともオレがあのガキになれば、あんたにも気に入ってもらえるかな？」

恭二：そうか。それはいい考えだ、あの子を仲間にするのは賛さん成せいだ───。

ＧＭ：「本当かい！」

恭二：本当だとも。私もお前とそれをじっくりと見ることにしよう。だから私が行くまで決して手を触ふれるな。いいな！

ＧＭ：「じゃあ待ってるぜ！　やった！　〝ディアボロス〟が来るー!!」（ブツッ）

恭二：おい、ちょっと待て！　何ど処こへ行けばいい？　おいっ！

ＧＭ：……もう切れてますね。

恭二：窓に張りついているコウモリに目を向ける。聞いての通りだ、協力しろ。

和美：ええ、いいでしょう。私の目的とも一いつ致ちするわ。

恭二：ほう、やはりか。

和美：……そうね。くわしい話は外でしましょう。従者を一いつ旦たん退たい場じようさせます。実は、もうちょっと侵しん蝕しよく率りつを上げておきたいから、シーンもらってもいい？（笑）

ＧＭ：まあ。春日恭二がそれでよければ。

恭二：ここで話して女将さんを心配させるわけにもいかん。では、店を後にしよう。

ＧＭ：了りよう解かいしました。一旦シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle10◆〝謎の女パープルレイン〟の秘密




　鈴木和美は店から出てくる春日恭二を待っている。

　彼は、区切りをつけるつもりらしい。これまでの日常とこれからの非日常に。

　知らぬ者には見えない境きよう界かい線せんではあるが、世界が変へん貌ぼうしてからは明めい確かくに存そん在ざいしている。




ＧＭ：では、鈴木和美のシーンです。街灯の下、春日恭二を待っている鈴木和美。

和美：侵食率を上げましょう。（ダイスを振ふる）ダイス目は７、89。

恭二：（ダイスを振る）３。全然上がらないな。

和美：じゃ、春日恭二が現われると、私が店の前に立っている。

恭二：む、〝謎の女〟か。

和美：待っていたわ、〝ディアボロス〟───。

恭二：ＵＧＮの中でも得体の知れない存在だと思っていたが、君の狙いは一体なんだ？

和美：私の目的ね。では、ここでＲハンドアウトを公開するわ。

墓守：ついに〝謎の女〟の目的が！




▼鈴木和美用Ｒハンドアウト

ロイス：〝ヒドゥン〟　　　感かん情じよう：Ｐ好奇心／Ｎ嫌悪

　キミがＵＧＮを裏うら切ぎったというのは、偽ぎ装そうの情じよう報ほうである。本当の目的は、ＵＧＮから脱だつ走そうしたジャーム、〝ヒドゥン〟を追うことである。〝ヒドゥン〟は変へん幻げん自じ在ざいであり、どこに潜ひそんでいるのか油ゆ断だんのならない相手だ。偽装したのも〝ヒドゥン〟に悟さとられぬためだ。〝ヒドゥン〟は、春日恭二を追って東京近きん郊こうＴ市に向かったようだ。

公開条じよう件けん：いつでも。公開すると次の情報について調べることができる。

情報：〝ヒドゥン〟について




　　　　＊　＊　＊




　ＵＧＮ、日本支し部ぶ長ちよう室───。

　日本支部長〝リヴァイアサン〟霧谷雄吾きりたに・ゆうごが呼び出したのは、〝謎の女〟鈴木和美。

　ＵＧＮ内でも詳しよう細さいなプロファイルは記録されていないエージェントである。




ＧＭ：それでは、ハンドアウトシーンを挿入します。鈴木和美が〝マスターマインド〟に接せつ触しよくする前、霧谷雄吾に呼び出されて今回の任にん務むについて説明を受けるところです。

[image: ]

和美：お呼びですか、〝リヴァイアサン〟。

ＧＭ：「君を呼び出したのは、他でもありません。我われ々われの施し設せつから脱走した〝ヒドゥン〟を追つい跡せきし、始末してもらいたいのです」

和美：〝ヒドゥン〟、ですか。

ＧＭ：「二年前にＴ市で捕ほ獲かくされたジャームです。職しよく員いんに乗のり移うつって脱走しました」

和美：Ｔ市というと、あの[image: α]トランス事じ件けんが起こった場所ですね。

ＧＭ：「ええ、かつては我々ＵＧＮも支部を置いていましたが、ＦＨの影えい響きようが排はい除じよされて以い降こう、我々も活動を縮しゆく小しようしています」

和美：だから、ヤクザがジャーム化して暴あばれても、ＵＧＮは出てこなかったのよ。

アリサ：なるほどなぁ。

ＧＭ：「Ｔ市には、〝ディアボロス〟も向かったという情報があります。〝ヒドゥン〟が脱走したのも、同時期です」

和美：つまり、〝ヒドゥン〟は〝ディアボロス〟春日恭二に対して強い執しゆう着ちやくを持っていると？

ＧＭ：「可か能のう性せいは大きいでしょう。理由は判はん然ぜんとしませんが」

和美：わかりました。〝ヒドゥン〟は春日恭二に接触を試みるはず。そうなると、ＵＧＮエージェントという身分では警けい戒かいされて不都合がありますね。
















アリサ：おっ、ＵＧＮを裏切るって偽装は自分からの提てい案あんにするのか（笑）。

墓守：さすがだ。

和美：表向きには、ＵＧＮを裏切った私がＦＨエージェントとして春日恭二に接触する……そういう手配をいたします。

ＧＭ：すると、霧谷雄吾も感心するわけですね。「さすがは〝謎の女〟ですね。では、そのように。ただ、その間はＵＧＮのサポートはないものと思ってください」

和美：ええ、構かまいませんわ。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：───と、以上のシーンが回想されます。

和美：つまり、私はＵＧＮから脱走した〝ヒドゥン〟を追うためにやってきたのよ。これで、ロイスが〝マスターマインド〟から〝ヒドゥン〟に書き換わるわね。

恭二：やはり、ＵＧＮを裏切ったというのは偽装だったのだな。

和美：〝マスターマインド〟も、それを承しよう知ちであなたを抹まつ殺さつするように仕向けたのでしょう。

恭二：ありそうな話だ。

和美：〝ヒドゥン〟は人間に取り憑つく変幻自在のジャーム。今の身体も本当の身体ではないはず。つまりは、つくしくんが危あぶないわね。

墓守：俺おれはこのシーンには登場しないでおく。「実は鈴木和美がＵＧＮを裏切っていない」という情報は、今のところ必要ないからな。知らなければどうってことない（笑）。

アリサ：それはアリだな。ここは春日恭二だけが知っていて見み逃のがす……これはかっこいい！

恭二：それで、〝ヒドゥン〟については？

ＧＭ：〈情報：ＵＧＮ〉で難なん易い度ど８です。

和美：それなら侵蝕率80％を超こえているので＋２個。「コネ：幹かん部ぶ」があるので11Ｄで振ふれるわ。（ダイスを振る）……達成値は20です。

ＧＭ：はい、〝ヒドゥン〟は、〝プロジェクト[image: α]トランス〟でばら撒まかれた[image: α]トランスによって覚かく醒せいしたジャームです。二年前の事件の際さい、ＵＧＮに捕獲されていました。人間に寄き生せいして操あやつる能のう力りよくを持っています。

和美：やはり、つくしくんが危ないわ。

ＧＭ：また、《オリジン：コロニー》のレネゲイドビーイングで、本体はヒルとかナメクジのような無む脊せき椎つい動物の肉にく片へんの群ぐん体たいのような存在です。

墓守：要するに、虫かなんかが集まって知ち性せいを持ったようなヤツか。うわ、気持ち悪っ！

ＧＭ：また、従者を他者に寄生させることもでき、ヤクザたちを操あやつっていました。

和美：でも、その黒田はもう倒たおしちゃったわよ？

恭二：そういえば、例のスーパーの跡地は、あのヤクザたちが買ばい収しゆうしたんだったな。

墓守：じゃあ、そいつらの親分を締め上げればわかるンじゃないか？　本体が親分かなンかを操っちまえば、組全体を動かせるしな。

恭二：ああ、なるほどな。

墓守：ちなみに、俺のＲハンドアウトもその辺で公開しようと思う。というわけでＧＭ、次は俺が親分のとこに乗り込むシーンでいいか？

ＧＭ：ああ、いいですね。次はそのシーンにしましょう。

墓守：……（弱々しく）でも、またヤクザ軍ぐん団だんかぁ（笑）。

アリサ：あ、あいつらかなり強かったぞ（笑）。

恭二：若わか頭がしらの黒田など、ただの小物だろうな。

アリサ：うぉぉぉぉッ、だが潰つぶすしかねェ！　要するに、ほっといたらああいう軍団が生まれるってことだからな！

恭二：うん、まあ方ほう針しんは決まったな。

和美：〝ヒドゥン〟のもとへ行って、彼を阻そ止しするの？

恭二：当然だ。……いや、それよりはつくしくんを取り戻したい。それだけだ。

和美：そう。私は先に行って状じよう況きようを調べておくけど、よく考えなさいね。

恭二：というと？

和美：つくしくんを取り戻したら、あなたはもう……。

恭二：そうだな。もう戻れないだろう。




　ＦＨエージェント〝ディアボロス〟であることも、オーヴァードであることも───。

　春日恭二は、すべてを振り切ってこのＴ市にやってきたのだ。

　つくしくんを取り戻すためには、おのれの力を使わざるを得ないだろう。

〝ラーメンはるこ〟で得たのは、束の間の日常であった。

　だが、みずから封ふうじたオーヴァードの力を使えば、そんな日常を二度と取り戻すことはできなくなる。何な故ぜなら、そのときはヒトではない裏切り者に……悪魔へと戻るからだ。




恭二：……すまんが、一〇分だけ時間をくれ。

和美：いいわ、先に行っているから。

ＧＭ：ということで、シーンを切ります。



レネゲイドビーイング　意志を持ったレネゲイドウィルスが人間や動植物などに宿ったもの。









◆Middle11◆星もない夜に




　Ｔ市の外れに構かまえている大きな屋や敷しき。ここにヤクザの親分が暮くらしていると、知っている者は知っている。

　そんな場所に、墓守はネズミとともに乗り込んでいた。




ＧＭ：では、シーンプレイヤーは墓守。ヤクザの親分の屋敷に乗り込む場面ですね。

墓守：おう、（ダイスを振る）３だ。まだ低いぜ。

ＧＭ：基き本ほん的てきに、ここにいるヤクザは[image: α]トランスでジャーム化しているのもいますが、エキストラのその他大おお勢ぜいです。

墓守：よかった、もう黒田の兄あに貴きみたいなのはいない（笑）。

ＧＭ：そういうわけで存ぞん分ぶんに暴れて結けつ構こうです。親分の屋敷は和風建築としましょう。

墓守：おお、ならカチ込みかけて、かかってくる連中をバッタバッタと倒していこう。そこら中に白はつ骨こつの槍やりが突き出て、串くし刺ざしにしている。

ＧＭ：ジャーム化してる組員も、今はエキストラなのでほとんど抵てい抗こうできませんね。

墓守：で、最後のやつを締め上げる。おい、てめェらの親分はどこにいるンだ？

ＧＭ：では、口の中からにょろっとナメクジみたいなのが出てきて、甲高い声で言います。「なんだよ、邪じや魔まするなよ。春日恭二が俺たちを待っているっていうのによ」

墓守：そうかいそうかい。俺も、その春日の旦那に用事があってこンな街まで来てンだわ。……ここで俺はＲハンドアウトを公開する。




▼墓守清正用Ｒハンドアウト

ロイス：春日恭二　　　感情：Ｐ尊そん敬けい／Ｎ無関心

　春日恭二は裏切っていないはずだ。コードウェル博士も彼の実力を信じている。抹殺はあくまでも表向きのことだ。抹殺指令とは方便にすぎない。真の目的は、春日恭二にオーヴァードとしての、ＦＨエージェントとしての誇ほこりを取り戻させることだ。

公開条件：いつでも。公開すると次の情報について調べることができる。

情報：春日恭二の過か去こについて




墓守：これが俺の目的だったわけよ。

ＧＭ：では、ここでハンドアウトシーンを演えん出しゆつしましょう。




　　　　＊　＊　＊




〝ディアボロス〟春日恭二抹殺指令───。

　それは、誇りを取り戻させるためのものだった。

　あの〝ディアボロス〟が、朽くちてゆくとはコードウェル博士も思ってはいなかったのだ。




ＧＭ：墓守がコードウェル博士から依い頼らいを受けるところまでシーンが巻まき戻りまして、「春日恭二の調査───それは、あくまでも表向きのことだ」。

墓守：ほう、どういうこった？

ＧＭ：「彼ほどのエージェントが、ＦＨを裏切るとは思えん。本来の力と欲よく望ぼうを取り戻せば、いずれは帰き還かんするだろう。いや、帰還させる必要がある」

墓守：つまり、旦那に自分がＦＨのオーヴァードであることを思い出させろ、と？

ＧＭ：「ＵＧＮからも〝ディアボロス〟と恐おそれられたその力、簡かん単たんには見切るわけにもいかん。抹殺指令を受けた刺し客かくが送られてきたとなれば、本来の姿すがたに戻ろうとするはずだ」

墓守：そういうことか。そうだな、〝ディアボロス〟に自分が何者かを思い出させる……自分の命を狙ねらってきた者がいれば、本気にもなるだろう。日常なンざ捨て去ってよ。

ＧＭ：「方法は任まかせる」

墓守：……へっ。趣味の悪い話だな。




　　　　＊　＊　＊




墓守：てな具合で、俺は旦那の裏切りなンざ信じちゃなかったのさ。

恭二：お前、めっちゃチンピラ風に私に絡からんできたよな!?（一同笑）

和美：だから、自分を殴なぐれ殴れって思いながら絡んできたのよね。

墓守：そうだよ、あくまでも旦那に本気を出させようとしてたンだよ！（一同笑）

ＧＭ：ここでシーンを回想してみると、チンピラ風な絡み方をしていた墓守くんも「どうした春日恭二、何な故ぜ俺に仕し掛かけてこねェんだ！」とか内心思ってたことがわかるんですよね。

恭二：そうだったのか。ガラの悪い借金取りのようだったが、そんな真意があったとは（笑）。

墓守：で、俺がこれをオープンすると春日恭二の過去について調べられる。

ＧＭ：〈情報：ＦＨ〉か〈情報：裏社会〉で、目もく標ひよう値ち７です。

墓守：というわけで、情報収しゆう集しゆうチームを判はん定てい直前に使用。達成値が＋２される。（ダイスを振る）13。春日恭二の過去はもうすでに調べてあるってことで。

ＧＭ：春日恭二は〝プロジェクト[image: α]トランス〟で挫折するまでは、エリートエージェントでした。しかし、Ｔ市で失敗してからというもの、[image: β]トランス、[image: γ]トランスなど、失敗続きとなります。

アリサ：そうだった。封鎖されたデモンズシティでも[image: γ]トランスをばら撒こうとしてた！

ＧＭ：名も知れないＰＣの活躍よって阻止されたわけです。

恭二：今も、私はそのＰＣのロイスを持っているぞ（笑）。

ＧＭ：この〝プロジェクト[image: α]トランス〟ですが、実際には何人かがオーヴァードやジャームが覚醒しています。その中に、ＵＧＮに確保されたジャームがいたのです。

和美：〝ヒドゥン〟ね。春日恭二によって生み出され、ＵＧＮから脱走したジャーム……。

墓守：旦那に執着してるのは、そいつだったンだな。で、てめェの本体はどこにいる？　さっきのザコから聞き出してやる。

ＧＭ：「親分は、町外れの廃工場だ。[image: α]トランスも出荷には十分な量を作ってある」

墓守：はッ、そうかよ。這はい出してきた従者を踏ふみ潰つぶす。

ＧＭ：「ぎゃっ！」という小さな声が上がって潰れました。

墓守：町外れの廃工場、ね……。ＯＫ、屋敷から出て行くとしよう。




　この件は、〝ディアボロス〟の過去に関わりがあったことだ。

　振り払おうとしても、まとわりついてくる。

　レネゲイドウィルスによって、世界はすでに変へん貌ぼうしている。

　境きよう界かいを越こえた者が、何も知らない振りをして元に戻ることはできないのだ。




ＧＭ：「マスター、〝ディアボロス〟は、やっぱり……」ぼそりとネズミは呟つぶやきます。

墓守：ま、こいつァ旦那が蒔いた種だ。だから旦那は戻ってこざるをえない。

ＧＭ：「そうなんですかね」

墓守：ああ、日常なンかにはいられねェ。これまで外道働きをしてきた俺たちが、そう簡単に穏おだやかな幸せなんてもの、手に入れられやしねぇよ。

ＧＭ：「そ、そうですね。でも、願うくらいなら───」

墓守：……願うのは自由だろうよ。お前も、俺もな。

ＧＭ：そう言って空を見上げると、シトシトと冷たい雨が降ふっています。

墓守：お、降って来やがったな。

ＧＭ：夜空は厚い雲に覆われ、街は街灯が照らすのみ。ただ、雨だけが差すように冷たい。

墓守：ネズ公、皆に本体の居い場ば所しよを伝えてやりな。

ＧＭ：「はい、マスター。それで、マスターも？」

墓守：乗りかかった船だ、つきあってやらにゃあ。

ＧＭ：ネズミは、そっと傘を差し出します。

墓守：ありがとよ。……雨が降ってきたのはちょうどいいな。俺たちにはこれでいい、月も星もいらねェ。




「さ、行こうか───」

　巷ちまたに降るのは、ひどく冷たい雨だった。

　ネズミの差し出した傘を受け、墓守は向かう。




　なあ、旦那よォ───。

〝ディアボロス〟の旦那よ。

　所しよ詮せん、俺たちはヒトの生き方に背を向けた裏切り者さ。

　でもよ、せめて同じ裏切り者同士、星のない夜を生きていこうじゃねェか。




　雨、降りしきる中、墓守は天を仰あおいで呟つぶやくのだった。







◆Middle12◆さらば日常




　もう〝ラーメンはるこ〟の閉店時間は過ぎた。

　この数週間、翌よく日じつの仕込みをするのが、春日恭二の日課であった。

　なんの変へん哲てつもない作業が、今となっては何故か愛おしく感じる。




ＧＭ：では、シーンプレイヤーは春日恭二。これがミドルフェイズ最後のシーンです。墓守が〝ヒドゥン〟の本体の居場所を伝えてくれるようです。

恭二：私は明日の仕込みを終え、天てん井じようのシミや鍋なべ、あちこちを眺ながめている。慈いつくしむようにな。

アリサ：渋しぶいぜ、春日恭二（笑）。

恭二：奥おくの部屋で机つくえに伏ふして眠ねむる女将さんを見かけ、そっと肩かたにカーディガンをかける。で、ラーメン屋の服を脱ぬぎ、白いスーツとコートを羽は織おる。そしてひと月前に店に来たときに持っていた荷物を全部押入れから引っ張り出し、音を立てずに店を出る。




　あのとき口にした一いつ杯ぱいのラーメン。思えば、長いようで短い時間だった。

　かつては〝悪魔〟と恐れられた男も、人生の黄昏たそがれに差しかかっていた。そんな彼に、あの一杯と母子がどれだけの癒いやしを与あたえてくれただろうか。




恭二：最後に、店みせ構がまえを眺ながめた後に、深々とお辞じ儀ぎをしよう。

墓守：すごい昭和や！

恭二：では、ここで私のＲハンドアウトを公開しよう───。




▼春日恭二用Ｒハンドアウト

ロイス：ラーメン屋の母子　　　感情：Ｐ任意／Ｎ任意

　すべてを失い、たどりついたＴ市で味わったこのラーメン。その味と店の母子に、キミには見覚えがあった。ゆえに、ラーメン屋の女将さんとその子を守らなければならないのだ。何故なら、それは二年前のこと……。

公開条件：エフェクトを使用する前。




一同：二年前のこと……？

墓守：二年前、何があったんだ！

恭二：そこまでしか書いてなかったんだよ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：相談して決めるつもりだったもので（笑）。

恭二：実はＧＭと個こ別べつ面談したときに、二年前に何があったのかを相談していたんだ。

ＧＭ：はい、では回想します。それは二年前のこと───。




　　　　＊　＊　＊




　今から二年ほど前、東京近郊Ｔ市───。

　春日恭二による〝プロジェクト[image: α]トランス〟は思わぬ事じ態たいによって失敗した。

　それはＦＨエージェント、〝ディアボロス〟が味わった初めての挫折だった。

　その不死身の生命力は確たしかに彼を死の淵ふちから救ったかもしれない。

　しかし、世界を築きずく選良という自負をへし折られた傷きずを癒してはくれないのだ。

　ＵＧＮが差し向けた殲せん滅めつ部隊の捜そう索さくをかわそうと、路ろ地じ裏うらを這はいずり回っていた……。




恭二：そう、二年前のあの日……私は、初めての失敗を味わった。今でもその失敗に追い込んだ相手はロイスで取得している（笑）。

ＧＭ：目覚めたばかりのオーヴァードにしてやられたわけですからね。

恭二：シナリオには書かれてないが、ＵＧＮに事件の首しゆ謀ぼう者しやとして追われていたんだ。

和美：ああ、「〝ディアボロス〟の死体はまだ見つかっていない、探さがせ！」って。

恭二：殲滅部隊の捜索を身を引きずるようにしてかわしている。挫ざ折せつ感かんにまみれながらな。

ＧＭ：本来、このような形で追われるなど、経けい験けんのないことだったわけですね。

恭二：周囲の敵てきの気配を探さぐり、包囲が狭せばまっているのを悟さとる。どうやら逃にげられんなと。すると、近くからキャンキャンと犬の声が聞こえる。

アリサ：おっ、犬だ。もしかして、この犬が！

恭二：ふと見ると、今まさに閉店しようとする〝ラーメンはるこ〟の前。女将さんと子こ供どもが話をしているんだ。「お母さん、この犬飼っていい？」と。

アリサ：おおっ。

ＧＭ：その犬がとことこやってくると、女将さんも傷きずついたあなたに気づきます。

恭二：「ちっ、見られた！」と、私も《ワーディング》を展開しようとするのだが……その前に女将さんが気づいてしまうんだ。

ＧＭ：そして、傷だらけの春日恭二を見た女将さんが「あなた、追われてるんでしょう？　さっ、こっちへ」と言うわけですね。

恭二：いや、しかし……。

ＧＭ：「いいから。訳わけは聞きません」と、招まねき入れてくれる。

恭二：も、申もうし訳わけない。そうして、ラーメン屋でやり過ごしていると、やがて私を追跡する気配も消えていく。……ふう、助かった。

アリサ：ＵＧＮ、やっぱ悪いやつらだなー（一同笑）。

墓守：ああ、ＵＧＮ悪いわー。

恭二：で、事じ情じようのよくわかっていないつくしくんは、犬の方を気にしているんだ。「お母さん、やっぱりこの犬飼いたいよ」と言うんだ。だが、女将さんは困こまった顔で「うちは飲食店だし、つくしくんじゃ面めん倒どう見れないでしょう」と言う。

ＧＭ：おお、なるほど。

恭二：ぼうや、その犬は私が預あずかろう。君が大きくなったら、そのときに返しに来るから。……このときの犬が、私が今まで飼っていた犬だ。

墓守：そンな設せつ定ていが！

アリサ：オープニングで言ってたことが繫つながった！

和美：飼っていたからここに話を繫げたのね。

恭二：で、礼を言う。本当にありがとうございました。でも、なんで私なんかを？

ＧＭ：「そんな傷だらけの人を、放っておけるわけないじゃないですか。それに、あなたは悪い人ではないはずです」と、女将さんは答えます。

恭二：いや、私は……。

墓守：悪い人なンだが、今はボロボロだからな（笑）。

ＧＭ：「ちょっと待っててね。お腹なかすいてるんじゃないですか？」と、女将さんはささっとラーメンを一杯作ってくれます。

恭二：それをいただくわけだな（笑）。ああ、温かい。染しみいるように美う味まい……！

アリサ：そのときの味を覚えているから、〝ディアボロス〟はこのＴ市に……〝ラーメンはるこ〟に戻ってきたってわけか（笑）。

墓守：この親子も、後で記き憶おく処しよ理りはされるンだろうが。

恭二：それでもかまわない。その一杯を食べ終わると、子犬だけを抱かかえてその場を去っていくんだ。だが、このとき私は日常に触ふれてしまった。




　春日一族という特別な出自と、ＦＨエージェントという非日常が彼の日常だった。

　だが、非ひ情じようなる悪魔が、優やさしさと慈いつくしみに触れてしまった。思えば、弱くなってしまったきっかけだったかもしれない。事実、彼の挫折と敗北の日々は、この日から始まっている。

　心の隅すみに、柔やわらかな棘とげが刺ささったように、このことは今でも覚えているのだった。




　　　　＊　＊　＊




恭二：というわけで、ロイスの書き換えが発生する。「ラーメン屋の母子」となっているが。

ＧＭ：それは、女将さんでもつくしくんでも好きな方を選んでかまいません。

恭二：では、このＮハンドアウトの自分自身へのロイスは女将さんに。ロイスの枠わくはまだ空いているから、これでつくしくんへのロイスを取っておく。

ＧＭ：そして、「公開条件：エフェクトを使う前」ですから……。

恭二：もちろん、ふたりのためにエフェクトを使うと……〝悪魔デイアボロス〟に戻ると決めたのだ。その決意とともに、店の外に出ると一礼し、黙だまって向かう。

墓守：俺とネズミが旦那を迎むかえようと待ってる。壁かべにもたれかかってな。

恭二：む、君か……。

墓守：よう、案内するぜ。〝悪魔〟の旦那。

恭二：すまんな。世話になる。

墓守：……ひとつだけ、訊きいていいか。

恭二：なんだ？

墓守：いい夢だったか、旦那。

恭二：ああ、とても心地がいい夢だったよ。

墓守：そうか。

恭二：そうだ、いい悪あく夢むだった───。




　その日、悪魔は夢から醒さめて静かに言った。

　これからは、もう……。







　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆悪魔と悪魔




　帰るべき日にち常じようには、もう見切りをつけた。それが弱さだというのなら捨すててしまおう。

　過か去この因いん縁ねんがそうさせるというなら、そんな過去に爪つめを立てよう。

〝ディアボロス〟春日恭二かすが・きようじは、すでに決けつ断だんしていた。




ＧＭ：では、クライマックスとなります。全員登場ですね。

和かず美み：まず、最初に春日恭二を待っている私。その間に従じゆう者しやを呼び出すわ。びゅーん。

ＧＭ：メジャーアクション一回分ですからね（笑）。いいですよ、こっちも従者はあらかじめ呼び出している想定ですし。では、侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

アリサ：あたしも上げる。（ダイスを振ふる）８！　99。

墓守：（ダイスを振る）やっと81。よし80超こえた。

和美：（ダイスを振る）８、[image: 100]超えちゃったわね。それと、ロイスはアリサちゃんと助けに行くつくしくんに取得するわね。Ｓロイスは、もちろん春日恭二。

和美：廃工場の前で待っているわ。来たわね。ならもう……いえ、訊きく必要はないわね。

恭二：無む論ろんだ、迷まよいなどない。

アリサ：それでこそだ。鮫さめのように笑って登場。

ＧＭ：そして、廃工場までやってきました。すでにいろんな器材を借りて、[image: α]トランスを箱はこ詰づめし、出荷できるようになっています。

アリサ：ヤクザたちにやらせりゃ、人手もいらないもんな。

ＧＭ：すると「おめでとう、おめでとう！」と、うぞうぞとナメクジのような生物が無数に這はい出てきます。無理に発声器官を作っているので、不自然に甲かん高だかく不ふ快かいな声です。

アリサ：うげっ、気持ちわりぃな！　なんだこれ。

ＧＭ：ブラム＝ストーカーのイージーエフェクト、《裸はだかの王様》の効こう果かで、一〇〇体くらいの従者を作成しました。エキストラで、主人を褒ほめ称たたえるだけですが。

恭二：あったな、そんなイージーエフェクト。

ＧＭ：で、工場の奥おくには気を失ったつくしくんがいて、その前に恰かつ幅ぷくのよいヤクザの親分風な人物が待ちかまえています。

恭二：つくしくん！　……まだ無事のようだな。

墓守：……ヤロー、子供を巻き込みやがって。許しちゃおけねェな。

ＧＭ：「やっぱりきてくれたんだ、春日恭二……いや、〝ディアボロス〟」そして、黒田やキャンペーンガールのときと同じように、口からにゅるっと出てきます。

和美：〝ヒドゥン〟の本体ね。




　にょろりと出てきたのは、ヒルともナメクジともつかぬ生物だった。

　発声器官を軟なん体たいを変へん異いさせて無理に作りだしているせいか、耳みみ障ざわりな声である。

　何よりも、知ち性せいを有しているであろうことが、なおのことおぞましい。




恭二：まずは、お前の目的を訊きかせてもらえるか？　……と、こうして語ってもらい、少しでも時間を稼かせいでおこう。つくしくんを無事助けたいからな。

ＧＭ：すると、〝ヒドゥン〟は答えます。「あんたのために用意しておいた工場だ。いつでもこれを世界中にばら撒ける。一ひと晩ばんで一〇万人に感かん染せんし、その内の一万人が目覚めるだろう。三〇パーセントがショック死するけど……あんたにとっては誤ご差さ範はん囲いだよな？　オレ、あんたのそういうとこにシビれちまったのさ」

恭二：それ以前に、お前は誰だれだ？

ＧＭ：「なんだって!?　オレのことを忘わすれたのか！」

和美：かわいそうな〝ヒドゥン〟。誰もあなたのことを気にかけない。誰もあなたをロイスになんかしない。せめて私だけがあなたのことをロイスで取得しておくわ（笑）。

墓守：ああ、なんという慈じ愛あい（笑）。Ｒハンドアウトで書き換わったモンだけど。

ＧＭ：「なあ、春日恭二よ。オレがこうやって生まれ落ちたのは、あんたのおかげなんだ。あんたの作った[image: α]トランスを啜すすって糧かてにしてきたんだ」なので、結けつ構こう侵蝕率は高いのです。

アリサ：ああ、だから取り憑ついたヤクザも強かったんだな（笑）。

恭二：しかし、貴き様さまには欠片かけらも興きよう味みがわかんのだ。

ＧＭ：「なんでだよ！　あんたは[image: γ]トランスまでやったって話じゃないか」

恭二：すべて失敗した計画ではないか。何の価か値ちもない。

アリサ：すごい、失敗を正面から認みとめている!?

墓守：見ろよ、旦だん那なの顔が冷れい徹てつな〝ディアボロス〟の顔になってるぜ。

ＧＭ：「そうだ、その顔だよ。オレは、あんたに憧あこがれてきた。あんたの王国を造るためにずっと用意してきたんだ」

恭二：黙だまれ、私の王国は自分で造る。貴様ではない。

ＧＭ：「……それが〝ディアボロス〟ってことかよ。どうしてオレを認めてくれない！」

墓守：かかかっ！　知ってるか？　悪魔は肝かん心じんなところで裏うら切ぎるンだよなぁ！

恭二：私の過去にへばりつくようなものを、認めるわけがなかろう。

ＧＭ：「だったらオレが春日恭二になって〝プロジェクト[image: α]トランス〟を実行してやる！」

恭二：つくづくおぞましいヤツだな、貴様は。

アリサ：醜みにくいもんだな。自分でオーヴァードとしての生き方すら決められない。哀あわれなジャームだ、こんなやつはさっさと殺しちまおうぜ。

恭二：そのつもりだ。過去のしがらみなど、微み塵じんも残すつもりはない。

アリサ：おお、誇ほこりあるオーヴァードの姿すがたを見たぜ。春日恭二にロイスを取る。

恭二：くるがいい、せめて私の手で葬ほうむってくれよう。

ＧＭ：「うおおおおっ、オレとひとつになろうぜ！」と無数のヒドゥンの〝群むれ〟がそこかしこから這はい出し、集まって複ふく数すう個この塊かたまりになります。これが彼かれの従者です。難なん易い度ど９の〈意志〉で、衝しよう動どう判はん定ていを行なってください。

恭二：しかし気持ち悪いな！　私にはエンブレムデータの春日一族があるから、〈意志〉にはボーナスがつく。（ダイスを振る）クリティカルして、22だ。

和美：（ダイスを振る）私は達成値10。もう[image: 119]％になっちゃった。

墓守：きたきたきたきた！　１、２、２（笑）。達成値は６だ。

ＧＭ：お、墓守くんは暴ぼう走そうですか。

墓守：実は俺おれは変異暴走なンだ。即そく座ざに【ＨＰ】を５Ｄ失う。俺の刺青いれずみから鋭するどい痛いたみが走り、どくどくと血が流れる。お、ダイス目は……５Ｄで20点。侵蝕率も90％だ。

アリサ：（ダイスを振る）あたしは衝動判定は成功。侵蝕率[image: 110]％。




●第１ラウンド

ＧＭ：では、戦せん闘とうとなります。こちらの従者は三体となります。また、つくしくんは《ワーディング》で気を失っています。戦闘には巻き込まれることはありません。

アリサ：従者三体、結構強いぜ。あのヤクザ並みのことはできるはず。

ＧＭ：そして【行動値】ですが、まずヒドゥンが９。実は従者の方が24で速いんです。

和美：従者は【能力値】みんな一いつ緒しよだから、実は速くなるのよ。私の従者もそう。




▼行動値

コウモリ従者　　　　　24

群ぐん体たい従者Ａ、Ｂ、Ｃ　　24

〝ヒドゥン〟　　　　　９

和美　　　　　　　　　８

恭二　　　　　　　　　５

アリサ　　　　　　　　５

墓守　　　　　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：戦闘配置ですが、ＰＣのエンゲージから５メートル先に〝ヒドゥン〟の群体従者三体。そこからさらに５メートル先に〝ヒドゥン〟本体です。それではセットアップです。

和美：まずは、私のコウモリ従者が先ね。ここは春日恭二の【行動値】を《アクセル》で＋12するわ。これで、〝ヒドゥン〟本体の先手を取れるはず。

恭二：おお、速くなった。〝ヒドゥン〟の先手を取れる。

ＧＭ：こっちの従者はセットアップでできることはないです。〝ヒドゥン〟本体がＥロイス、《楔くさびの呪のろい》を使用。対象は［シーン（選せん択たく）］。このラウンド中、戦闘不ふ能のう状じよう態たいから回かい復ふくする以外のタイタスの効果を使えません。

墓守：ダイス増ふやしたりクリティカル値を下げたりできないってことか。

アリサ：あたしは《ターゲットロック》で〝ヒドゥン〟を狙う。まず、あんたから殺すよ。

墓守：俺は《フルパワーアタック》を宣せん言げん、【行動値】０だ。元より動くつもりはない。さっき流れた血が、そのまま腕うでに集まり、威い力りよくを増ますぜ。

ＧＭ：セットアップ終しゆう了りよう、イニシアチブプロセス。このタイミングで、群体従者Ｃが《蠱こ毒どく》を使用、群体従者Ｂにうぞうぞと融ゆう合ごうし、一体消えます。

墓守：あ、合体しやがった！

ＧＭ：群体従者Ｂは【ＨＰ】＋25点、ダイスが＋５個です。

アリサ：数は減ったが、強くなりやがった。

ＧＭ：さらに、イニシアチブプロセスで〝ヒドゥン〟は《加速する刻とき》を使用、メジャーアクションでＥロイス、《虚きよ実じつ崩ほう壊かい》を使います。この戦闘で、〝ヒドゥン〟が勝利すると、世界に[image: α]トランスが拡かく散さんしてしまいます。

和美：いけないわね、今度はＴ市だけじゃなく世界中ってことかしら。

ＧＭ：そういうことです。さっきのエキストラの無数の従者たちが、缶かんの中にむにゅむにゅむにゅと入り、分ぶん裂れつして《異い世せ界かいの因いん子し》を撒まいていくわけですね。

墓守：こいつは見み過すごせねェな。

和美：では、私の従者ね。《戦いくさ乙女おとめの導みちびき》《癒いやしの水》《ポイズンフォッグ》よ。みんなの次のメジャーアクションに、ダイス＋10個とクリティカル値マイナス１、攻こう撃げき力りよく＋５ね。

墓守：うおおお、効きくぜー！　特に俺はダメージ受けてるしな！

和美：（ダイスを振る）怪け我がしてる人はＨＰ30点回復。

ＧＭ：では、群体従者Ａ。まずはマイナーアクションで《ブラッドコントロール》を使い、ダイス＋５個。メジャーアクションで《鮮せん血けつの鎖くさり》《仮かり初そめの狩人かりゆうど》《最終舞ぶ踏とう》《オールレンジ》で［範囲（選択）］で攻撃。砲身のような形状となり、広範囲に粘液質の網を発射します。

アリサ：くっそ、範囲かよ！　しかも気持ち悪い！

ＧＭ：しかし、この攻撃でダメージはいきません。かわりに、命中すると次の攻撃はクリティカル値＋１となり、メインプロセスの判定後、こいつの【ＨＰ】は０になります。

和美：ダメージはないけど、私の支し援えんが打ち消されちゃうわね。

ＧＭ：（ダイスを振る）達成値51。うわ、たっけえ！　ダメージ出ないときに限かぎって！

恭二：ちっ、高いな！　（ダイスを振る）やはり回かい避ひできん！

和美：失敗だけど、私はダメージないなら受けても平気よ。攻撃しないもの（笑）。

アリサ：ああ、そうか。（ダイスを振る）あたしも避よけられない。

墓守：俺も避けられない。ここは春日の旦那を《崩くずれずの群れ》でカバーリングしておく。この面子で範囲攻撃できるのは、今のところあンただけだからな。

恭二：ああ、すまんが盾たてになってもらうぞ。

ＧＭ：攻撃した群体従者Ａは枯かれ果はてるんですが、びちびちと《不死不ふ滅めつ》を使い、【ＨＰ】60点で復ふつ活かつ。しかし、これはシナリオ中１回なのでもう本体も使えない。

墓守：復活してまでの範囲攻撃かよ。まあ、クリティカル値マイナス１なら価値はあるな。

ＧＭ：続いて、従者Ｃを吸きゆう収しゆうして強化された群体従者Ｂです。マイナーで《ブラッドコントロール》で＋５個、メジャーアクションは《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》《ブラッドボム》《仮初めの剣けん士し》《命の剣》《伸しん縮しゆく腕》《貫つらぬきの腕》で鋭するどくなった触しよく腕わんを伸のばし、この場から春日恭二に〈白兵〉で攻撃します。ちなみに。振れるダイスは27個！

恭二：なんだそりゃ！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）達成値61！　「どうだ、あんたがくれた力だ！　褒ほめてくれよ」

恭二：（ダイスを振る）……さすがにその数字は無理だ。耐たえられそうもないぞ。

ＧＭ：ダメージ59点。さらに《ブラッドボム》の効果で、８点の追加ダメージが爆はぜる！

恭二：ぐわっ、さすがに赤い染しみになる！　……だが、しかし！　まだ侵蝕率は[image: 100]％以下なのだよ。《リザレクト》で復活する。

ＧＭ：しかし、ここでさらに《加速する刻Ⅱ》を使用。「さすがだなぁ。でも、まだ俺の番だぜ？」イニシアチブプロセスに割り込み、〝ヒドゥン〟の行動です。マイナーで《赤き剣》《ブラッドコントロール》《赤き鎧よろい》。じゅるじゅると血のような体たい液えきを分ぶん泌ぴつし、鎧と剣を造り出します。しかしこれ、24点分も【ＨＰ】減ってしまうんですよね……。




《赤き剣》と《赤き鎧》は、消費した【ＨＰ】の分だけ強くなるエフェクトである。




ＧＭ：しかし、減った分は《渇かわきの主》を組みわせて吸い取って回復すればいいのだ！　《コンセントレイト：ブラム＝ストーカー》《鮮血の一いち撃げき》《血族》《オールレンジ》《命の剣》《伸縮腕》《貪どん欲よくなる拳こぶし》に、《血の宴うたげ》で［範囲（選択）］にしよう。ぎゅわっとヒルのような触腕が伸び、あなたたちの体液を吸い尽くそうとする！

アリサ：相手も春日恭二と同じ技わざを！

ＧＭ：（ダイスを振る）達成値55の〈白兵〉で攻撃！




　この攻撃に対し、ＰＣたちのドッジは届とどかず、全員が回避しきれなかった。

　そしてダメージは───。




ＧＭ：そおれ、ダメージは89点！

一同：89点っ!?

墓守：《崩れずの群れ》でアリサをカバーリングするが……このままだと俺もやべェ！

恭二：しかし、私には《デモンズウェブ》がある。君のダメージも５Ｄ軽けい減げんできるぞ。

墓守：おお、それで軽減しくれるンなら助かるかもしれねェ！

恭二：しかしだ、私の侵蝕率は現げん在ざい99％。ここでエフェクトを使ってしまうと、《リザレクト》ができんのだよ（一同笑）。

墓守：これは絶ぜつ妙みような選択だな！

和美：待って、だったら《奇き跡せきの雫しずく》を使って復活させてあげるわ、恭二さん。

恭二：おお、ならば《デモンズウェブ》を墓守に使おう。（ダイスを振る）21点軽減だ！

墓守：よし、21点削けずって68点になる。ガードを宣言するのでガード値で８点防ふせぎ、60点。これが倍で[image: 120]点なら……残り40点だぜ。

アリサ：おい、無茶すんなよ。それでも[image: 120]点だからな。

墓守：おっ、心配してくれンのか（笑）。

アリサ：バッカ、そんなんじゃねえよ！　戦闘中だぞ（笑）。

和美：じゃあ、春日恭二に《奇跡の雫》を使うわ。【ＨＰ】10点で復活して。

恭二：ああ、神が優やさしい悪魔に奇跡を起こしたというところかな（笑）。

ＧＭ：しかし、そっちはいいとして和美と従者はダメージですよ？

和美：そうね、私は従者を庇かばって倒たおれるわ。

ＧＭ：おっ、まさか身を挺ていして従者を守るとは……!!

和美：だって、従者をやられるとメジャーアクションで呼び出さないといけないし、それに私より【行動値】高いもの。




　つまり、従者が倒されると今度は和美がメジャーアクションで作り直さねばならない。

　それよりも、先に支援系エフェクトを飛ばせる従者を、和美自身が行動を放ほう棄きして庇った方がいいと判はん断だんしたのだ。




和美：では、行動を放棄して従者を庇って倒れるけど、〝ヒドゥン〟をタイタスに変えて昇しよう華かします。11点で立ち上がります。

ＧＭ：と、これで〝ヒドゥン〟の割り込みの行動が終わります。

恭二：そして【行動値】17の私だ。私はマイナーアクションで《破は壊かいの爪》《形けい状じよう変へん化か》を使うぞ。これにより、シーン中の攻撃力＋９だ。腕から、ぐっと鋭い爪が生える。




　一度は、もう使うまいとみずから封ふうじたこのレネゲイドの力。

　しかし、今はためらいはしない。

　この悪魔のような姿と力は、敵てきを屠ほふるためにあるのだ。




恭二：そして、《コンセントレイト：キュマイラ》《渇きの主》《血の宴》《殺さつ戮りく領りよう域いき》《獣けものの力》《オールレンジ》《伸縮腕》《貪欲なる拳》までいこう。侵蝕率21点上じよう昇しようだがな！

ＧＭ：「すげえ、目が血走ってるぜ。〝ディアボロス〟ゥ───ッ!!」

恭二：その力をとくと味わうがいい！　鉤爪を生やしたを伸ばし、ヤツの身体を切り裂いていく。……（ダイスを振る）あ、思ったよりも低いぞ!?　ダイス目が32しかいかない（笑）。

アリサ：クリティカル値６に下がってるのに、それだけ？（笑）

墓守：だ、大丈夫。〈白兵〉11レベルだから、達成値は足して43だ。

ＧＭ：実は本体が《イベイジョン》持ってるんで、こいつらも常じよう時じ発動しちゃうんですよね。……さすがに43は回避できません。

恭二：それは超えてるな。今度はダメージを叩たたき出してしまえばいい！

和美：そこに《力の霊れい水すい》で、ダメージに＋４Ｄ追加よ。

恭二：わかった、追加分はそっちで振ふってくれ。（ダイスを振る）86点の装そう甲こう値無む視しだ。

和美：それに加えて、21点よ。

ＧＭ：合わせて[image: 107]点の装甲値無視は死んでしまいます。二体の群体従者は、春日恭二の鋭い爪によってぐしゃぐしゃにされてしまいます。

ＧＭ：「そうだよ、そういうのが見たかったんだよ！」

恭二：あとはお前だけだぞ、できそこない！

ＧＭ：と、そして次。ここで〝ヒドゥン〟の行動です。

墓守：くっ、こいつは攻撃が当たると回復しやがるんだよな。

ＧＭ：そうですよ。マイナーで《ブラッドコントロール》、今度はさっきの組み合わせに《貫きの腕》を組み合わせて攻撃します。判定のダイスは３個減へりますが、ガードはできません。対象は春日恭二。今度は、ぐっと貫きの形になって伸のびます。（ダイスを振る）お、あまり達成値が伸びなかった。〈白兵〉で37です。

恭二：（ダイスを振る）しかし、それでも回避できない。

墓守：旦那、カバーリングはいるか？

恭二：いや、構わん。ここで倒れても復活する余裕はある。

墓守：そうか。なら「そっちに行ったぜ！」と注意をうながす。

ＧＭ：（ダイスを振る）今度の目は高いな。88点で、春日恭二の身体を貫いていく。

恭二：それは立っていられん！　ミンチになる。

ＧＭ：「どうだよ、こんな力を与あたえておいて、知らんぷりして自分だけ日常をすごそうってのは、ひどいとは思わないか？　あんたは最後まで見み届とどける義ぎ務むがあるんだよ！」

恭二：義務か、そうだな───。




　確かに、こいつは[image: α]トランスのせいで生み出されたバケモノだろう。

　あの計画は失敗だった。ならは、証しよう拠こを残さず破は棄きするのもエージェントの務つとめだろう。




恭二：貴様を破棄するのも、私の義務だ。

一同：おおっ！

恭二：ここで女将おかみさんのロイスをタイタスにし、昇華する。もう、あの過去には戻もどらん。




　いつの間にか、うたた寝ねをしていた〝ラーメンはるこ〟の女将。

「あれ、春日さんは……」

　ふと、自分の肩かたにカーディガンがかかっていることで事じ情じようを悟さとる。

　あの人は、もうここには帰ってこないのだと。




恭二：ふたりの母子のためにも、まだ倒れるわけにはいかんのだ！

ＧＭ：「なんでそんなヤツらが大切なんだよう！」こちらは行動終わりました。

アリサ：じゃ、あたしだな。まず、トツカを仕し舞まってるグレイボックスを蹴っ飛ばすと、武器がドンと飛び出てくる。これをやると、なんと命中が＋１Ｄ個されるんだぜ。

恭二：新世代は、いろいろなものを使うな（笑）。

アリサ：で、マイナーで〝ヒドゥン〟のとこまで移い動どう。メジャーアクションに《エクスマキナ》を組み合わせると達成値さらに＋10！　これがノイマンのリミットエフェクトよ！　（ダイスを振る）ちょっ!?　達成値44とか低いぞ。26個も振ってるのに!?

恭二：挫ざ折せつというものは、いつやってくるかはわからないのだよ。

アリサ：なんだよその不ふ吉きつなセリフ！　……まあ、お前にはこいつで十分だろう（笑）。

ＧＭ：「小娘っ！　オレを舐なめると痛いたい目に遭あうぜ」

アリサ：誰がお前みたいなヤツに痛い目に遭わされるって？　痛い目に遭うのは、お前のほうさ！　（ダイスを振る）99点！

ＧＭ：99点も出る!?

アリサ：さすがにこいつじゃ死なないか。楽しませてくれる。

墓守：さすがだぜ。〝始末屋〟だけのことはある。

アリサ：うるせー、ほめるんだったらアイス買ってきな。

墓守：気が向いたらあとで買ってやらぁ。

ＧＭ：では、最後に墓守です。

墓守：〝ヒドゥン〟に向かって、マイナーで５メートル移動する。《復ふく讐しゆうの刃やいば》が至し近きんなんで、懐ふところに入らないとならねぇンだよ。攻撃には《コンセントレイト：エグザイル》《貪欲なる拳》に《伸縮腕》まで組み合わせるぜ。（ダイスを振る）達成値31、くっそ、低い!?

和美：でも、31なら《イベイジョン》だと当たるはずよ。

墓守：達成値が低いと、命中してもダメージがな。俺の墓碑槍エピタフが蛇へびのようにうねり、貫く。（ダイスを振る）それでもダメージは73だ。

ＧＭ：うお、ヤクザに防ふせがれたときとダメージが違ちがう！

墓守：まあな。《フルパワーアタック》ぶンが乗っかってるからな。

ＧＭ：では、クリンナッププロセスです。〝ヒドゥン〟は《不死者の恩おん寵ちよう》で５Ｄ＋10点ほど回復します。ずぶずぶずぶー。

一同：なんだと──────ッ!!

ＧＭ：「痛いてぇよ痛ぇよ。でも、オレまだ死ねない。〝ディアボロス〟になるんだ」と。これでクリンナップ終了、次のラウンドです。




●第２ラウンド

▼行動値

コウモリ従者　　　　　24

〝ヒドゥン〟　　　　　９

和美　　　　　　　　　８

恭二　　　　　　　　　５

アリサ　　　　　　　　５

墓守　　　　　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：では、セットアップです。

和美：まず、私の従者が《アクセル》よ。まずはアリサに。

アリサ：お、それなら先手だ。《ターゲットロック》、手て加か減げんをする理由はないぜ。

和美：それで、私のセットアップで春日恭二に《アクセル》を使うわ。

墓守：よし、こっちは《フルパワーアタック》だ。

ＧＭ：それではイニシアチブプロセス。まずは〝ヒドゥン〟が《加速する刻》で割り込む。対象は、もちろん春日恭二を狙ねらう。

恭二：くっ、しつこいヤツめ。

ＧＭ：そしてマイナーアクションで《ブラッドコントロール》。さらに《貫きの腕》を組み合わせますので、ガードはできません。（ダイスを振る）達成値は55です。実は、《貫きの腕》はミドルで黒田が使ってるのでこれが最後です。

恭二：そうか。次は来ないのか。（ダイスを振る）やはり、避けられん。

ＧＭ：ダメージは96点です。

恭二：では、つくしくんのロイスをタイタスにし、昇華する。この程てい度どでは死にはしない。待っているんだ、つくしくん。助けてやるからな。




　少年は、薄うすらいだ意い識しきの中で〝ディアボロス〟の戦う姿を、その瞳ひとみに映うつした。

「……あれは、ヒーロー？」

　みずからの身を異い形ぎように変えて戦う、春日恭二を。

　それは、彼が憧れ夢ゆめ見みていたヒーローの姿であったろう。




ＧＭ：では、次が鈴木和美……の従者です。

和美：《ポイズンフォッグ》は使えないから、春日恭二を支援よ。侵蝕率ボーナスでレベルが上がってるから、今度はダイス＋13個。クリティカル値マイナス１に攻撃力＋５よ。

恭二：よし、助かる。

ＧＭ：きますねー。

アリサ：次は、《アクセル》をもらったあたしか〝ディアボロス〟だけど。

ＧＭ：しかし、〝ヒドゥン〟が《加速する刻Ⅱ》で割り込みます。

アリサ：ちっ、やっぱり！

ＧＭ：マイナーで《ブラッドコントロール》を宣言し、今度は《異形の祭典》を組み合わせます。１シーンに一回ですが、《伸縮腕》があるので20メートル以内の４体が対象です。




《異形の祭典》は対象をエフェクトレベル体に変へん更こうするエグザイルのエフェクトである。つまり、射しや程てい20メートルの《伸縮腕》を持つ〝ヒドゥン〟はＰＣ全員を対象にできる。




ＧＭ：（ダイスを振る）というわけで、命中の達成値は59。「みんな逃がさないぜ！」と、〝ヒドゥン〟が、突とつ然ぜん四方八方に鋭い腕をバッと伸ばす！

墓守：範囲攻撃なら《獣王の献身》で、対象を俺一体だけに変更できるンだが……。

アリサ：おお、キュマイラの[image: 120]％アージエフェクトじゃん！

墓守：だが、［射程：至近］のみなンだよ！　こいつ《伸縮腕》で射程伸ばしてやがるから！

ＧＭ：惜しかったですね。それでは回避をどうぞ。

恭二：（ダイスを振る）くそ、それは避けられないな。

墓守：こっちもだ。

和美：《命の盾》《リフレックス：ソラリス》でドッジ。（ダイスを振る）あっ、結構クリティカル！　……55！

一同：ああああああ～、惜おしいっ！

ＧＭ：実に惜しいですね、もう少し！




　結果として〝ヒドゥン〟の《異形の祭典》を全員かわすことはできなかった。

　全員に命中となる。




ＧＭ：（ダイスを振る）ざっと、ダメージは84点！

墓守：くっ、そのダメージは俺も死ねる！

アリサ：あたしは、偽にせ〝ディアボロス〟だった〝ヒドゥン〟をタイタスにして復活するぜ。

和美：従者はもう諦あきらめるわ。私、アリサちゃんのロイスをタイタスにして復活する。

恭二：時に墓守よ、私の《デモンズウェブ》は今６Ｄ軽減できるが、それで耐たえられるか。

墓守：ちょっと待て……おっ、ダイス目次第によっちゃ耐えられるぜ！

恭二：わかった、使ってやろう。その貫いてくる触腕を、肉体を変化させて受け止める！　（ダイスを振る）……ちょっ、低い！　21だった（笑）。

墓守：６Ｄ振って19？　おい、それ平へい均きん３じゃねえか！（一同笑）

和美：まあ、ダイス目ばかりは仕方ないわ。

墓守：84点からエピタフのガード値８と21引いて55点。くっ、ネズミに頼たのんで磁じ場ば発生装そう置ちでさらに10点引いて45点。……今、俺の【ＨＰ】は40点なンだよっ！（爆ばく笑しよう）

アリサ：あと５点！　だが、そのあと５点をどうにもできない（笑）。

恭二：正直、すまん（笑）。

墓守：悔くやむ必要はねェよ。ヤクザの黒田のロイスをタイタスにして昇華、それで復活だ。うおおおっ、ヤクザなンかに負けねェ！　俺は〝マスターグレイヴ〟だ！（一同笑）

ＧＭ：「そうですマスター、街のヤクザなんかに負けないで！」と応おう援えんするネズミ。

恭二：それでいいのか、君たち（笑）。

ＧＭ：「それより見てくれよオレのこの力を！　〝ディアボロス〟よー!!」

恭二：ああ、完かん封ぷうするわ範囲は撃うつわ。パーフェクトだ。

墓守：でも、旦那はどうするんだ？　このままタイタス三つめを使うのはちと厳きびしいぜ？

恭二：だが、ヤツだけいい気にさせるつもりはない。ヤツの従者が使った《不死不滅》を、私の《異世界の因子》でコピーし、復活する！

墓守：おお、相手の復活したエフェクトで復活か！　でも、侵蝕率４Ｄも上昇するだろ。

恭二：侵蝕率は余裕がある。なにせ私は「不死者」だ。

墓守：そうか、[image: 119]％までは大丈夫だったな

恭二：〝ヒドゥン〟よ、貴様ははしゃぎすぎたんだ。この〝ディアボロス〟の前でな。

ＧＭ：「なッ───!!」




　春日恭二の胸むねには、確かに〝ヒドゥン〟の変形した触腕が突つき立っていた。

　だが、ヤツは笑っていたのだ。

　その肉体は〝ヒドゥン〟を構こう成せいするモノたちを取り込み、傷きず口ぐちを塞ふさいでいる。本来なら、〝ヒドゥン〟の群体は対象に融合するのだが、哀れにもキィキィと命いのち乞ごいをするかのごとく鳴くことしかできない。

　これが不死者と恐おそれられた、〝ディアボロス〟の生命力───。




恭二：こういう演えん出しゆつでいいかな？　少々気色悪いが、これで傷きずは塞ふさがったぞ。

ＧＭ：いいですね、さすがは〝ディアボロス〟ですよ！　「オ、オレが取り込もうってつもりだったのに、オレを取り込みやがった……！」〝ヒドゥン〟も驚きよう愕がくしています。

アリサ：次はあたしがいくよ。侵蝕率が[image: 160]％を超えるから、ダイスも30個振れるぜ。

ＧＭ：それはすごい、ではアリサどうぞ。

アリサ：じゃ、いくぜ。始末屋の三刀流を喰くらいな！　（ダイスを振る）命中は55！

ＧＭ：それは《イベイジョン》を超えています。ダメージをどうぞ。

アリサ：なら、もろもろを足して83点！

ＧＭ：83点!?　……そのダメージはでかいので《透とう過か》します。ふた振りの剣と、さらに巨きよ大だいなトツカが同時に襲おそいかかりますが、群体生物である〝ヒドゥン〟は群れを散開させて回避してしまいます。これで、ダメージは０に。

アリサ：やっぱり持っていたな！　でも、そいつを使っちまったらお前は詰つんだのさ。

ＧＭ：「なんだと？」

恭二：そういうことだ。何な故ぜなら、次に控ひかえる私の攻撃はかわせまい？

ＧＭ：「待ってくれ、オレはあんたを───」

恭二：待つわけがなかろう！　ここで《殺戮領域》を組み合わせる。どす黒い獣の殺意に満ちた私の爪が、〝ヒドゥン〟の群体を引き裂く。貴様は私が喰らいつくし、無に帰してやろう！




　春日恭二の姿は、獣のそれであった。

　殺戮するために研とぎ澄すまされた爪、血に飢うえたその瞳───。

　束の間の日常は、本来の姿ではない。今の姿こそ〝悪魔〟デイアボロスと恐れられた男の真実だった。




恭二：ヤツをただの肉につ塊かいに切きり裂さき、屠ほふる悪魔の爪だ。（ダイスを振る）……だが、達成値はあまり伸びなかった。45しかいかん（笑）。それに〈白兵〉のレベルを足して56だ。

ＧＭ：低いかもしれませんが、十分に命中します。

和美：そこに〈力の霊水〉よ。６Ｄ追加。

恭二：うむ。そして40＋６Ｄ。ダイス目次第だが……（ダイスを振る）ダイス目は36、76点ダメージの装甲無視だ！　切り裂きつつ、《渇きの主》で吸収だ。

和美：（ダイスを振る）……29点さらに追加して。

恭二：ということは、[image: 105]点か。どうにか三ケタに乗ったぞ！

ＧＭ：くっ、さすがにそれは耐えきれない……！




　春日恭二の爪が、無数の群ぐん生せい体であった〝ヒドゥン〟を切り裂き、吸収していく。

「そんな、オレはあんたを……!!」

「貴様が執しゆう着ちやくしたのは過去の私であって、今の私ではない───」

　単たん純じゆん生命のような驚きよう異い的てきな再さい生せい能力を有する〝ヒドゥン〟であるが、それさえも追いつかず、見る間に飲み込まれ、干ひからびていった。




恭二：私は幾いく度ども挫折してきたかもしれん。だが、そのたびに這はい上がってきたのだ。敗北を知らん過去の私より、現げん在ざいの私の方が上だ。貴様は、それを知らなかったようだ。

墓守：さすが不死者と恐れられた〝ディアボロス〟だぜ……。

ＧＭ：もはや群体でなくなり、哀れな生物となった〝ヒドゥン〟が言います。「そんな、せっかく揃そろえたのに……」

恭二：つかつかと歩み寄る。知らんな。ぐしゃ（踏ふみつぶす）。

アリサ：さすがは〝ディアボロス〟、非ひ情じような男だぜ。

恭二：つくしくんは無事か。

ＧＭ：はい、意識を失っているようですが。

恭二：ならば、抱だきかかえて店に送おくり届とどけよう。そして、私はこの街から去ることにする。

一同：…………。




　こうして、春日恭二は〝悪魔〟へと戻った。

　その腕に少年を抱える彼の顔には、戸惑いも後悔もない。

　たとえ挫折と屈辱が待っていようと、帰らねばならぬ非日常がある。




和美：私たちは、つくしくんを抱えた春日恭二を見守っているのね。

恭二：多くを語る必要はあるまい。今は───。

ＧＭ：それではクライマックスフェイズは終了です。バックトラックに移うつりましょう。







　　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：では、バックトラックとなります。今回のＥロイスですが、〝ヒドゥン〟のものが７個ですが、《楔くさびの呪のろい》はさらに１Ｄバックトラックで振れますので、８Ｄ減ります。

和美：私、[image: 160]超えちゃってるから助かるわね。

アリサ：（ダイスを振る）う、50下がったすげえ。

恭二：[image: 160]ぴったりか。８Ｄ分が（ダイスを振る）41、これで[image: 109]。Ｄロイス「不死者アンデツド」のおかげでもうジャーム化はしないが、ロイス４個でさらに20減り、最終的に89％だ。

和美：私は現在[image: 162]％。（ダイスを振る）あ、低いわ！　31しか減らない！　[image: 131]からロイス４個分の４Ｄで戻るのは無理だから、二倍振ぶりします。

ＧＭ：では、どうぞ。

和美：それでもダイス目次第なのよね。８Ｄなのはさっきと同じだから、また31とか出しちゃったら、ちょうど[image: 100]％でジャーム化するわ（一同笑）。

墓守：なんと不ふ吉きつな！（笑）

和美：大だい丈じよう夫ぶなはず……！　（ダイスを振る）42！　侵しん蝕しよく率りつ89％よ。

アリサ：よかった、ここでジャーム化してたらＵＧＮを本当に裏うら切ぎるフラグ（笑）。

墓守：そうなってたよな。

和美：そういえば「記憶探索者メモリダイバー」を使ってなかったけど、いる？

墓守：まあ、大丈夫かな？　俺おれ、[image: 113]％だし。

恭二：おい、少ないな！（笑）

墓守：侵蝕率伸のびなかったんだよ。まずは８Ｄ。（ダイスを振る）48減って65。ここでロイスの４Ｄ振って32。さらにメモリー使うと20減って２％まで下がる（笑）。

ＧＭ：まあ、０になってもオーヴァードでなくなりはしないんですが。

アリサ：じゃ、あたし。実は現在[image: 164]％と結けつ構こう高い。Ｅロイス分の８Ｄを（ダイスを振る）……お？　50！　ずいぶん減った。[image: 114]か。昇しよう華かしたタイタスは１個だから、５Ｄ振れる。これはもうそのまま振ろう。

ＧＭ：どうぞ。

アリサ：よし、23。91％で帰き還かんしたぜ。

ＧＭ：では、これにてバックトラックは終わり。全員帰還しましたね。エンディングフェイズにいきましょう。







◆Ending01◆春日恭二の帰還




　こうして〝ディアボロス〟春日恭二かすが・きようじは、ＦＨエージェントとして帰還した。

　オーヴァードといえど、人生模も様ようはさまざまである。

　迷まよいもするが、それはまた一いつ時ときのことだ。




ＧＭ：それでは、エンディングです。

恭二：ここで希望があるんだが。鈴木和美すずき・かずみにも登場してもらいたい。

和美：ええ、いいわ。

墓守：俺は登場しない。鈴木和美がＵＧＮを裏うら切ぎってねェのは最後まで知らないことにする。

アリサ：あたしも。ふたりしてもう退たい場じようしてるんだな。要よう件けんはもう果たしたし。

恭二：そうだな。では、廃工場から出たあたりとしよう。私は、つくしくんを抱かかえたまま。この子は、きっと何事もなく安らかな寝ね顔がおを見せているのだろう。

和美：では、その様子を窺うかがっているわ。サングラス越ごしだけど、どこか優やさしげにね。

恭二：なら、ここで鈴木和美につくしくんを任まかせよう。すまんが、この子を頼たのめるか？

和美：それは構かまわないけど、いいのかしら。

恭二：これは正せい義ぎの味方の役目だ。任まかせるぞ、ＵＧＮ。

和美：そう。あの親子の記憶は消してしまうことになるわよ。

恭二：ああ、かまわんよ。過去のことは忘れるさ……。

和美：───本当に？

恭二：ん？　どういう意味かな。

和美：ここで、私は「記憶探索者メモリダイバー」の効こう果かを使うわ。タイタスをロイスに戻もどします。

恭二：……なんだと？




　……結局、人間の弱さを捨すてきれたのか、どうか。




和美：ちなみに、あなたが望まなければタイタスになったままよ。

恭二：……そうか。ならば、答えは……私だけの秘密とさせてもらおう。

和美：（口元だけで微笑み）ご自由に。私はそれで構わないわ。

恭二：では、この子のことは任せた。私は去るとしよう。




　そうして、春日恭二はＴ市を後にした。

　背を向けて歩き出した〝ディアボロス〟は何を思うのか───。

　それは、鈴木和美と彼自身だけが知っている。







◆Ending02◆墓守とトツカの主




〝ディアボロス〟春日恭二は、自分の居い場ば所しよに帰っていった。

　[image: α]トランスも処しよ分ぶんされ、Ｔ市にも日常が戻るだろう。

　墓はか守もりとアリサもまた、この街を離はなれ、帰るべき場所へと帰還するのだった。




ＧＭ：では、アリサと墓守のエンディングがありますが。

墓守：俺たちもふたりのエンディングでいいか。Ｔ市を去るとこだな。

アリサ：そうだな。あたしも用はすんだし、左京んとこに戻る。

ＧＭ：了解です。それなら、シーンの場所はＴ市を離れる街道の近くとしましょう。そろそろ夜が明け、空が薄らいでいる頃です。

アリサ：いいね。そこで墓守にひと言挨拶するとしよう。

墓守：俺は、ネズミをバイクに乗せて、エンジン吹かしてるとこだ。

アリサ：じゃ、そこにやってこよう。よう、〝マスターグレイヴ〟、あいつを殺す仕事じゃなかったのか。仕事はこれで終わりかよ。

墓守：終わったさ。悪あく魔まを呼び戻すのが俺の本当の仕事だ。

アリサ：ふうん、それがお前の仕事か。因いん果がなもんだな、あの男もお前も、あたしも。

墓守：それが俺たちＦＨってもンだろう。

アリサ：まっ、先のことは考えないでいいか。なかなか楽しかったぜ、あんたの誇ほこりも見せてもらったしな。

墓守：誇りか。そんな大たい層そうなもンでもねェ。

アリサ：照れんのか、らしくないぜ。

墓守：バカ言うな。用がそれだけなら、もう行くぜ？

アリサ：もういいさ。じゃあな、〝マスターグレイヴ〟。

墓守：ああ、あばよ狂きよう犬けん───いや、トツカの姫さン。




　身体に合わず大きなトランクを引きずるアリサが背を向けると、墓守も大型バイクのエンジンを唸うならせ、去っていった。

　東京近きん郊こうＴ市───。

　そこはかつて悪魔が現あらわれ、舞い戻った街。

　今は、静かに夜を迎むかえていた。







◆Ending03◆小さな訪ほう問もん者しや




ＧＭ：では、これでエンディングも終わりましたので……。

恭二：おっと、その前にちょっとしたシーンを挟はさみたいんだが、いいか。

ＧＭ：ほう、構いませんがどういうシーンでしょう？

恭二：数日後の〝ラーメンはるこ〟に、とある訪問者がやってくるというシーンだ。

ＧＭ：お、訪問者というと。

恭二：やってくるのは、一匹ぴきの犬だ───。

アリサ：あっ、春日恭二が飼っていたって犬か！

恭二：このＴ市にやってくる前、知人に預けておいたのだが……逃げ出して私を追ってきてしまったのだ。

墓守：ずいぶン懐いていたンだな。

恭二：二年前、この〝ラーメンはるこ〟で出会っているからな。

和美：健気ね。

ＧＭ：そうすると、店先でつくしくんが気づくんですね。

恭二：ああ。そして、つくしくんに私の残り香を感じて、懐いてしまうんだ。
















　春日恭二を追って、ラーメン屋までやって来してしまった、一匹の犬。

　少年は、記憶処理によってこの犬のことを覚えていない。

　しかし、犬の方は記憶していたのか、それとも少年から飼い主の匂いを嗅ぎ取ったのか。

「ねえ、お母さん。この犬飼かってもいい？」

「困こまったわねえ。でも、前にもこんなことがあったかしら……」

　それにしても、何な故ぜだか他人のようには思えない犬である。

〝ラーメンはるこ〟の壁かべには、鋭するどい爪つめで戦うヒーローの絵が貼はられていた。





ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ　春日恭二の事じ件けん簿ぼ




第一話「春日恭二抹まつ殺さつ指令」




─ＦＩＮ─


















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆春日恭二、第二の事件




　第一話収しゆう録ろくから、しばらく───。

　振ふり返かえってみれば、菊きく池ちたけしが演えんじた春日恭二かすが・きようじは見事であったと思う。

　やはり、春日恭二のプレイヤーをお願いしたのは間ま違ちがいではなかった。

　さて、続いて第二話である。

　人生に疲つかれた春日恭二の過か去こというアイデアは、我われながら会心の思いつきで、これより面白いものはなかなかないだろうと思っていたのだ。

　二話目もこれに匹ひつ敵てきするか、もっと面白いものを思いつかねばというのは、結けつ構こうなプレッシャーになったのである。

　そして『ＤＸ３』らしくありつつ、春日恭二も掘ほり下げるシナリオにしたい。

　これだ！　というシナリオを思いつくと、収録の日は迫せまっていた。

　さあ、思い切ってぶつけてみよう。

　そして第二話収録当日───。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室には前回プレイヤーを務つとめた四人がふたたび集まっていた。




ＧＭ：おはようございます、みなさん。『春日恭二の事じ件けん簿ぼ』、第二話の収録です。

一同：おはようございまーす！

天てん：いやあ、前回は楽しかった！　まさか、春日恭二がラーメン屋の店員になっていたから始まるお話が、あんなにかっこよくなるとは（笑）。

鈴すず吹ふき：これも菊池さんのおかげですよ。

菊池：がんばってみたよ（笑）。

大おお畑はた：ばっちりでした！

ＧＭ：この人選は正せい解かいだったと思います。

天：それで、やっぱり今回も引き続き、菊池さんが春日恭二なんですよね。

菊池：そういうオファーを受けて、この前の春日恭二を成長させてきたよ。

天：おお、ではどんなシナリオになるのか！

ＧＭ：はい。では、今回のトレーラーを読みあげます。




●トレーラー

　東京近きん郊こうＫ市──。

　かつて、ＵＧＮを揺ゆるがす大きな事件が起こった街だが、今は平へい穏おんを取り戻している。

　そこで、春日恭二の惨ざん殺さつ死体が発見された。




　一体、誰だれが殺したというのか？

　そして始まる、恐きよう怖ふの宴うたげ。

　犯はん人にんはこの中にいる!?




　ダブルクロス The 3rd Edition

「春日恭二殺人事件」

　ダブルクロス───

　　　　それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




大畑：春日恭二の、惨殺死体……（笑）。

ＧＭ：というシナリオとなります。

菊池：死んでるじゃねぇかよ！（一同爆ばく笑しよう）

天：うおおお、一体どういうことなんだー！

鈴吹：春日恭二は死んでるし、菊池さんは一体どうなるんだ！　レベルアップしてきたのが無む駄だになるじゃん、冒ぼう頭とうで死ぬのなら！（笑）

大畑：オーヴァードだし、死んでも《リザレクト》で蘇よみがえれば大だい丈じよう夫ぶですよ（笑）。

菊池：でも、惨殺死体が発見されてるからなぁ。

大畑：それに、東京近郊Ｋ市って、今度は『ダブルクロス The 2nd Edition』のルールブックで紹しよう介かいされたステージだったはず。懐なつかしい。

菊池：ああ、前の版はんのステージか。これも歴史を感じるな。しかし、そんな街で何な故ぜ春日恭二が殺されたというのか。何があったというのか（笑）。

鈴吹：ここはあれね、ハンドアウトの配付を待ちましょう。

ＧＭ：では、ハンドアウトを配はい布ふします。今回もダブルハンドアウトを採さい用ようしております。

天：きた、ダブルハンドアウト！　おかげで面白かった！

菊池：事じ情じようを伏ふせているというだけで、妙みように緊きん張ちよう感かんあったからね。

ＧＭ：ダブルハンドアウトルールについては前回説明しましたので割かつ愛あいします。今回のシナリオでも、使用するルールは変わりません。

菊池：まあ、面白いルールだよね。今回も期待しようじゃないか。

ＧＭ：ありがとうございます。今回はプリプレイでＮハンドアウトを公開します。




●シナリオハンドアウト

ＧＭ：まず、春日恭二を担たん当とうしていただく、菊池さんのハンドアウトです。

菊池：ああ、頼たのむ。




▼春日恭二用Ｎハンドアウト

ロイス：春日恭二　　　感かん情じよう：Ｐ感服／Ｎ不安

　ＦＨのエージェント、春日恭二が任にん務むを受けた先のＫ市のホテルで死体で発見されたという。キミは、この事件について真しん犯はん人にんを見つけ出さねばならない。そして、キミはある事情から、自分の正体を明かすことはできない。それは……。




菊池：やっぱり死んでるじゃないか！（一同笑）

天：本当だ、なんだこのハンドアウトは!?

鈴吹：「自分の正体を明かすことはできない」って、春日恭二じゃないの！（笑）

大畑：でも、ハンドアウトは「春日恭二用Ｎハンドアウト」ってなってるし。

天：どういうことなンだ？

菊池：しかも「それは……」とか続いている。何故正体を明かせないのか？

ＧＭ：その理由については、一いつ緒しよに配ったＲハンドアウトに続きます。

菊池：そ、そうか。では、見てみよう。

鈴吹：これは気になる。春日恭二さん、こっそり教えてください。

菊池：それは断ことわる（笑）。

ＧＭ：しかし、春日恭二の秘密も、セッション中に明らかになるはずです。

菊池：（Ｒハンドアウトを読み）……そういうことか。

ＧＭ：ええ、そういうことです（にやり）。

菊池：たんどーくん、これあとで相談したいことがある。たくさんな。

ＧＭ：承しよう知ちしております。では、続いて墓守清正はかもり・きよまさのハンドアウト。




▼墓守清正用Ｎハンドアウト

ロイス：春日恭二　　　感情：Ｐ尊そん敬けい／Ｎ無関心

　ＦＨエージェント、春日恭二。彼かれは、ある作戦のためにＫ市に向かっていった。キミは春日恭二からこの任務をサポートしてほしいとメールを受けた。しかし、Ｋ市では、春日恭二はすでに何者かによって殺されていた。一体、誰が彼を殺したというのか？　犯人を捜さがし出さねばならない。




天：………恭二、死んじゃった（一同笑）。

菊池：短い命だった……！

天：うーん。ていうか、このシチュエーションだと俺おれが思いっきり犯人として疑うたがわれるんじゃ……（笑）。

鈴吹：たしかになぁ。

菊池：本人から呼び出しのメールをもらってるからな。まあ、Ｒハンドアウトに「真犯人はお前だ」って書いてあるのかもしれん。

天：あんただって殺されたんじゃないのかよ!?（一同笑）

菊池：そこはまだ秘ひ密みつだ（笑）。

大畑：すごい、ＰＣのことなのに確かく定ていしない情じよう報ほうが乱みだれ飛んでいる（笑）。

鈴吹：実にダブルハンドアウトらしい展てん開かいだ。

ＧＭ：これがまあ、醍だい醐ご味みですからね。

菊池：同じ卓のプレイヤー同士に、疑惑を生んでいくな。

天：そこがたまらなく面白いっすよね（笑）。

大畑：最終的にはどうなるのか。

ＧＭ：そこも楽しみにしていただけると。では、続いてアリサ用ハンドアウトです。




▼アリサ・トツカ用Ｎハンドアウト

ロイス：春日恭二　　　感情：Ｐ親近感／Ｎ猜さい疑ぎ心しん

　ＦＨエージェント、春日恭二が殺されたという報ほう告こくを受けた。現げん場ばは、東京近郊Ｋ市のアジトだ。一体、春日恭二を殺したのは何者なのか？　今回の任務は、春日恭二を殺した犯人を見つけ出すことだ。




大畑：まさか、抹まつ殺さつ指令の次は春日恭二が殺されたところから始まるなんて。

鈴吹：でも、今度は「春日恭二殺人事件」だから、ミステリー風のはず。

菊池：試みとしては面白いと思うんだ。ただ、自分が担当するＰＣが死んでいなきゃな。

ＧＭ：そこを解き明かすのも、今回のシナリオの楽しいところだと思ってください（笑）。

大畑：まあ、アリサとしてはせっかくやる気に戻もどった春日恭二が殺されちゃったんだから、やってらんねーぜってことですな。

ＧＭ：アリサの導どう入にゆうはそのようになりますね。そして、Ｒハンドアウトの方にも目を通しておいてください。

大畑：はーい。

ＧＭ：続いて、鈴木和美すずき・かずみのハンドアウトです。




▼鈴木和美用Ｎハンドアウト

ロイス：〝マスターマインド〟天船巴あまふね・ともえ　　　感情：Ｐ信しん頼らい／Ｎ猜疑心

　キミはＦＨに所しよ属ぞくしているＵＧＮエージェントである。あるとき、ＦＨエージェント、春日恭二が殺害されているとの情報がもたらされた。キミがＵＧＮのスパイであることを知っているのは、春日恭二だけであった。〝マスターマインド〟天船巴は、キミに疑うたがいの目を向けるのだった。




鈴吹：鈴木和美だけ、ハンドアウトで指定したロイスが春日恭二じゃない。……やっぱり、春日恭二を殺したってこと？

菊池：犯人はお前か（笑）。

ＧＭ：たしかに殺す動機はハンドアウトでも示し唆さされていますが。

鈴吹：そうなんだよな、前回のセッションの結果、鈴木和美の裏切りが噓うそだってのを知ってるのは、春日恭二だけなんだよ。

天：そっか、エンディングで正体を知った春日恭二を口封ふうじする動機があるのか（笑）。

ＧＭ：ハンドアウトは以上となります。Ｒハンドアウトも目を通しておいてください。

一同：はーい。




●ＰＣの成長と報告

ＧＭ：では、ハンドアウトの配布が終わりましたので、今回のレギュレーションを発表しておきましょう。レギュレーションはすでに伝えて成長も済ましてもらっていますが。




レギュレーション

・消費経けい験けん点[image: 300]点まで。つまり、ＰＣは前回から＋50点まで使し用よう可か能のう。

・追加データはこれまでに発表されたサプリメントのもの、『ヒューマンリレーション』のものも使用可能。




ＧＭ：そして、サプリメント『ヒューマンリレーション』のデータも揃いました。

天：やった、追加データだ！

ＧＭ：追加エフェクトも掲載されるんで、今回から使ってもらっても構いません。

天：それはいい！　さっそく見てみよう。

ＧＭ：他にもいろんなＮＰＣについての情報やデータが掲けい載さいされます。お楽しみに。

鈴吹：50点もあるから、いろいろ取れそうだ。

ＧＭ：それでは、Ｒハンドアウトについて個こ別べつの質しつ疑ぎ応おう答とうを行ないます。それからキャラクター作成をして、成長報告を行なってもらいましょう。




▼〝ディアボロス〟春日恭二の場合

ＧＭ：では、キャラクターの成長報告になります。まずは……春日恭二から。

菊池（以後、恭二）：では、春日恭二（仮かり）からだな。

墓守：（仮）かぁ（笑）。

恭二：まずは『ヒューマンリレーション』で追加された《死神の精せい度ど》を一気に３レベルで取った。これは《オールレンジ》を最大レベルまで伸のばすと取れるリミットエフェクトで、１シーンに１回だけ、《オールレンジ》と組み合わせると爆ばく発はつ的てきにダメージが上じよう昇しようする。

天：どのくらい上昇するんですか？

恭二：うむ、侵しん蝕しよく率りつが上がっていくと最大＋25点まで行くな。

天：それはすごい、さすがは春日恭二！

恭二：それとエグザイルのイージーエフェクト《環かん境きよう適てき応おう》を、許きよ可かを得てオーヴァードだと疑われなくなる共通イージーエフェクトの《無む面めん目もく》に変へん更こうすることにした。この意味はセッションが始まればわかるだろう。

ＧＭ：他には、どのような成長を？

恭二：〈白兵〉のレベルを13まで上げた。

ＧＭ：13レベルは高いですね。はい、了りよう解かいしました。それでは、次の方。




▼〝マスターグレイヴ〟墓守清正の場合

天（以後、墓守）：おう、墓守清正だ。今回は攻こう撃げきを高めてみた。

鈴吹：ほほう。

ＧＭ：では、報告お願いします。

墓守：エグザイルのエフェクトである《伸しん縮しゆく腕わん》を３レベルにして、それによって『ヒューマンリレーション』で追加されたリミットエフェクト《怒ど涛とうの大だい蛇じや》を取得。これでシナリオ１回、［シーン（選せん択たく）］の攻撃ができるようになったぜ。

恭二：強いな！

墓守：地面のそこかしこから白い槍やりがどかどか突き出すイメージ。

鈴吹：「このシーンがお前の墓はか場ばになるのだ！」って感じか。

墓守：シナリオ中１回しか使えないから、大事に取っておくつもり。だから、ＧＭには見せ場の用意をお願いしたいぜェ（一同笑）。

ＧＭ：はい、考えておきましょう（笑）。

墓守：それと《スーサイドセルフ》を取った。【ＨＰ】を消費した分＋５点だけ、そのラウンド中ダメージが上がる。

ＧＭ：了解です。以上ですね。




▼〝始し末まつ屋や〟アリサ・トツカの場合

ＧＭ：では、アリサの成長報告を。

大畑（以後、アリサ）：はーい。まずはエフェクトは戦せん闘とう中に使用することで、武器を強化できる《水すい晶しようの剣けん》を取りました。シナリオ中３回使えるぜー。

墓守：自分にも他人にも使えるの？

アリサ：ああ、シナリオ３回という制せい限げんはあるがな。まず自分のを強化して……あとふたりできるが、そちらは気が向いたら、な。自分に３回かけたっていいわけだし。

ＧＭ：なるほど。

アリサ：そして《水晶の剣》を最大レベルまで取ったので、リミットエフェクトの《天の業わざ物もの》を取得。《水晶の剣》の効こう果かがかかった武器のクリティカル値を１下げるぜ。シナリオ１回だけどな。

墓守：それでも強いな！

アリサ：そして、ついにアージエフェクト、《殺さつ戮りくの獣じゆう牙が》を取得。シナリオ１回、攻こう撃げき力りよくが［レベル＋２］Ｄ増える。変へん異い暴ぼう走そうを手に入れ、暴走すると、攻撃が行動放ほう棄きしかできない。でも、どうせ攻撃しかしないからな！（笑）

ＧＭ：それならたしかに取った方がいいですね。




▼〝謎の女パープルレイン〟鈴木和美の場合

ＧＭ：それでは、鈴木和美の成長報告をお願いします

鈴吹（以後、和美）：はい。私も『ヒューマンリレーション』で追加されたブラム＝ストーカーの《再さい生せいの血》っていうエフェクトを取ったわ。これでぐっと回かい復ふく力りよくがアップ。

ＧＭ：ほう。

和美：《癒いやしの水》もレベルを上げたから、組み合わせることで【ＨＰ】が一度に12Ｄとか回かい復ふくするようになったわ。

ＧＭ：そんなに回復するんですか？　普ふ通つうのＰＣなら鼻血噴ふきますね。

和美：……そう、墓守くん専せん用ようエフェクトみたいになっちゃったけど（笑）。

墓守：ありがてぇありがてぇ。固定ロイスにしたいくらいだ。仇敵を忘れるか？

アリサ：切んなよ！　あんたの根幹だろ！（笑）

墓守：おう、それもそうか。

ＧＭ：墓守たちはさておき、ほかに成長した部分はありますか？

和美：あとは《戦いくさ乙女おとめの導みちびき》のレベルが上がったことくらいね。

ＧＭ：よりサポートを充じゆう実じつさせたわけですね。

























●ＰＣ間ロイス

ＧＭ：以上、キャラクターの成長報告でした。では、ＰＣ間ロイスですね。取得の順番は、前回と変わりません。まずは、春日恭二から墓守へ。

恭二：……そうだな、墓守へはＰ同どう情じよう／Ｎ無関心としよう。

墓守：おっ？　前と変えたな。

恭二：もう劣れつ等とう感かんもなくなったということだ。克こく服ふくしたのだよ。

ＧＭ：では、墓守からアリサに対してですね。

墓守：ああ、前回はアリサに対してはＰ感服／Ｎ猜疑心だった。今回は、感情は変わらないものの、前回は猜疑心が表に出ていたが、今回は感服が表になる。

ＧＭ：では、アリサから鈴木和美へ。

アリサ：それはＮ執しゆう着ちやく／Ｐ食しよく傷しようで。食傷が表だ。左京とも知り合いみたいだしな、この女。

墓守：お、左京と知り合いなのが気になンのか？（笑）

アリサ：うるせー。なにニヤニヤしてんだよ！

ＧＭ：仲良しだよなぁ。

墓守：これで、左京がアリサにロイスを結ンでなかったら驚おどろきだよな（笑）。

アリサ：だったら愕がく然ぜんとする（笑）。でも、左京は十とう也やと妹に取っていたからなぁ。

墓守：そういえば、鈴木和美は一緒に戦っていた仲間だったよな。ＵＧＮに戻ったあとに、十也には「女と暮くらしていた」って伝えるといいぜ。

アリサ：一緒に暮らしてねえよ！（笑）

ＧＭ：十也がショックを受けませんか、それ（笑）。

和美：じゃ、私は春日恭二に対して。Ｐ慈じ愛あい／Ｎ憐れん憫びんで。やっぱり、慈愛が表のままよ。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：これでＰＣ間ロイスも決まりましたので、オープニングに移うつりましょうか。

恭二：うむ。でだな、さっきのＲハンドアウトの件、よろしく頼むぞ。

ＧＭ：ええ、それはもちろん。

墓守：おっ、何かあやしげな会話。個別面談で何があったんだ？

アリサ：気になるぜー。

恭二：まあ、直じきにわかるだろう。

ＧＭ：ふふふ。それではオープニングを始めましょう。







　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆春日恭二、Ｋ市に死す




ＧＭ：では、セッションを始めていきたいと思います。まずはオープニングフェイズ。最初は、マスターシーンからです。




　東京近郊Ｋ市。都心へのアクセスの利り便べん性せいから駅を中心とした市内中央には、立りつ派ぱなホテルが建っている。

　その一室で、春日恭二かすが・きようじはノートパソコンをいじっていた。




アリサ：カチャカチャカチャ……ッターン！（一同笑）

ＧＭ：そうそう、そんな感じでいじっている。

恭二：私がＰＣだというのに、マスターシーンに登場している……だと!?（笑）

和美：ＰＣがマスターシーンに登場しないってこともないですよ？

恭二：いや、自分で操そう作さできないなって思って（笑）。

アリサ：それに春日恭二が登場しているのに、菊きく池ちさんのＰＣは侵蝕率が上がらない！　これはおかしいぞ！（笑）

ＧＭ：春日恭二は、端たん末まつを操作してＫ市の地図を確かく認にんしています。やがて、満足したかのように笑いますが、そこにあやしげな影かげが……。




　春日恭二の背はい後ごに忍しのび寄よる、ひとりの影。

　気配に気づいた春日恭二が振り返る。




アリサ：（春日恭二になって）「はっ、き、貴き様さまは……ぎゃーっ！」

恭二：私が死んだ！（笑）

ＧＭ：おおむね、そのようなシーンなのです。




「何者だ！　……はっ!?　き、貴様は!?」

　驚きよう愕がくの表情となる春日恭二。そしてゆっくりと影が迫り───。




ＧＭ：悲鳴とともに画面は暗転、シーン終しゆう了りようとなります。







◆Opening02◆ニュース、千里を走る




　東京近郊Ｋ市。人口一二万人ほどの街である。

　朝から、都心部にアクセスしようとする人々が行き交い、賑にぎわっている。

　墓はか守もりは、ネズミとともにある人物を待っていた。




ＧＭ：次は、墓守のシーンになります。

墓守：おう。（ダイスを振る）６点上昇だ。

ＧＭ：墓守は、すでに東京近郊Ｋ市にやってきてます。

アリサ：ネズミは一緒にいるのか？

ＧＭ：そうですね、今回もいるものとしましょう。

墓守：ＯＫＯＫ。……で、Ｋ市には来たばかりか？

ＧＭ：いえ、すでに一日経たっています。ふたりで街頭にいて、送られてきた春日恭二からのメールがスマホにあり、墓守はそれを見返しているところになります。

墓守：ふむふむ。

ＧＭ：メールには「東京近郊Ｋ市にて、調ちよう査さを進めたいレネゲイド案あん件けんがある。手を貸かしてもらいたい。春日恭二」と記されています。

墓守：わかりやすい！　……どんなレネゲイド案件かは書いてねェか？

ＧＭ：書いてないですね。直ちよく接せつ説明するということなのでしょう。

墓守：なるほど。きっと書くわけにはいかないような内ない容ようだったンだな。

アリサ：それで、まだ会ってないのか？

ＧＭ：落ち合う前日にやってきて、今日の朝方には会うって感じでした。

墓守：そうか。そろそろ落ち合う時間なんだが。

アリサ：待ちぼうけか。

墓守：電話は通じるのか？

ＧＭ：通じないですね。

墓守：電波が届とどかないとかそンな感じのメッセージが流れるんだな、きっと。

ＧＭ：そうですね。

墓守：まあ、直接会うという話だからな。電話も通じねェだろう。

ＧＭ：さて、駅前には大きなスクリーンがあるのですが、そこで午前のローカルニュースが流れています。

墓守：おっ、ニュースか。

ＧＭ：「おはようＫ市」とか、そんな感じですね。「昨夜、Ｋ市グランドホテルで、男だん性せいが殺されているのが発見されました」とアナウンサーがニュースを読みあげます。

墓守：へ～。関心なさそうな目で見てる。

アリサ：物ぶつ騒そうなもんだなぁ。

ＧＭ：「殺されたのは会社員の春日恭二さん、四〇歳さい……」

一同：殺されたー!?（笑）
















　ローカルニュースが伝えた、ある男の死───。

　それは、ＦＨエージェント〝ディアボロス〟春日恭二だった。

　春日恭二は、何者かに殺されたのだ。




墓守：あいつ、偽ぎ名めいも使わずにホテルの宿帳に「春日恭二」って書いたのか！（笑）

ＧＭ：春日恭二という名前自体が、偽名なのかもしれないわけで。

アリサ：春日一族だけどなー（笑）。

墓守：ま、まあ。戸こ籍せきにはない名前なんだろう。

和美：春日恭二だけでは、別に珍しい名前でもないでしょうしね。

墓守：普通の警察にゃあ、ＦＨエージェントがどうとかはわかンねーだろうしよ。

ＧＭ：特別にＵＧＮが手を回さないかぎり、検死してオーヴァードかどうかはわからない場合もあります。ともかく、ニュースは続いています。

恭二：殺された私の詳細を告げるニュースか。

墓守：ったくよォ。まさかこンなことになるたァな。

ＧＭ：「警察も犯人特定に向けて捜査を開始しており、情報提供を呼びかけています」とか、画面上のリポーターは報道しています。

和美：（アナウンサーになり）「春日さんが課長を務つとめている会社、ファイナルハーツは都内にあり……」

アリサ：（ネズミになって）「ディアボロス死んじゃいましたね……早く帰りましょう」

墓守：……そうか、カレーでも食って帰るか？（一同笑）

和美：話が始まったばかりなのに（笑）。

ＧＭ：ネズミは「一体誰に殺されたんでしょう？」と言います。

墓守：そりゃあ、犯人に殺されたンだろう。

ＧＭ：「犯人、探さがさなくていいんですか？」

墓守：お前、ずいぶんとこだわるな。もしや、お前が犯人……!?（一同笑）

ＧＭ：「ええええっ、違ちがいます！　違いすぎです！」

墓守：……まあ、そうだよな。

ＧＭ：「あんまり大きな声で話をしていると、聞かれちゃいますよ？」

墓守：……よく考えてみれば、レネゲイド絡がらみで会うはずだったエージェントが、謎の死を遂とげている。これがその事件だ！　これは帰っちゃいけない！（笑）

ＧＭ：「そうそう！　さすがは〝マスターグレイヴ〟ですよ！」




　東京近郊Ｋ市───。

　この街で待っていたのは、春日恭二というＦＨエージェントの死。

　何が起こり、何が始まろうとしているのか。

　まだわからないままだ。




墓守：ともかく、第一話でけっこう仲よくした旦だん那なが殺された。こいつは許ゆるせねェ。仕事の上でも、こちらに害が及およぶかもしれねェしな。

ＧＭ：ネズミはコクリと頷うなずきます。

墓守：よし、春日恭二殺しの犯人を探すぞ！　まずは現場に行ってみよう！

ＧＭ：「現場……ニュースでもあったＫ市グランドホテルですね」

墓守：おう、案内頼むぜ、ネズ公。

ＧＭ：「はい、マスター」とネズミはさっそく携帯でＫ市の地図を検索します。というところで、シーンを終了します。







◆Opening03◆疑ぎ惑わくの瞳ひとみ




　鈴木和美すずき・かずみは、現在Ｋ市にいる。

　現在、彼かの女じよはＵＧＮを裏うら切ぎってＦＨに転向したことになっている。

　その真意は、まだ漏ろう洩えいしていないはずだ。しかし……。




ＧＭ：続いて、鈴木和美のシーンです。

和美：侵蝕率は32からスタート。（ダイスを振る）２と。

ＧＭ：では、〝マスターマインド〟天船巴あまふね・ともえの呼び出しを受けるところからです。

和美：じゃあ、私はＫ市の一室で端末を操作して、その呼び出しに応おうじることにするわ。

ＧＭ：わかりました。通信用端末のその画面には、Ｋ市のローカルニュースが流れています。




「昨夜、Ｋ市グランドホテルで男性が刺さされて死んでいるのが従じゆう業ぎよう員いんに発見されました。殺された男性は、都内在ざい住じゆうの春日恭二（40）さん」

〝おはようＫ市〟という番組で、殺人事件のニュースが流れていた。

「胸きよう部ぶに大型の刃は物もののようなもので刺された形けい跡せきがありますが、くわしい状じよう況きようはまだわかっていません。警けい察さつは事情を知る方からの情報提てい供きようを求めています」




和美：まあ、あの春日恭二が。

アリサ：大型の刃物!?（笑）

恭二：そんなもので刺されたのか、私は（笑）。

アリサ：大型の刃物というと……？

墓守：まさか、犯人はアリサか!?（一同笑）

アリサ：お前も「装着者」だろ！　持ってるもんはデータ的に同じ!!

恭二：なるほど、ふたりともあやしい（笑）。

ＧＭ：「……以上、現場から喜き久く原はらがお伝えしました」とレポーターが伝えます。

和美：まさか、あの春日恭二がねえ。

ＧＭ：で、画面が切り替わると、〝マスターマインド〟が「困ったことになりましたね」と。

恭二：〝マスターマインド〟には、私がＦＨに戻ったことまでは伝わっているみたいだな。まあ、そのうえで鈴木和美を信用できるかどうかは別の問題だが。

和美：そうね。〝ディアボロス〟は裏切っていなかった。ＦＨに戻ったはずよ。

ＧＭ：「彼の動向はＵＧＮにも漏れていないはず。これはＦＨ内部の犯はん行こうの可か能のう性せいもあります。そして、最後に接せつ触しよくしたのは、あなただったはず」

和美：その後、春日恭二は帰き還かんしたはずよ。

ＧＭ：「そうですね。でも、そのときに何があったかまでは報告を受けていません」

和美：報告するようなものは何もなかった。それだけよ。

ＧＭ：「それを信じろと？」

和美： これ以上、議ぎ論ろんは無駄ね。その犯人、私が見つけ出してあげましょう。

ＧＭ：「あなたが、ですか？」

和美：犯人を探し出してくれば問題はないはずよ。じゃあね。ぷちっ（電でん源げんを切った）。

ＧＭ：「あっ、ちょっと───」端末の電源切ったんですか？（笑）

和美：あまり話が長くなると、余よ計けいな疑いを買いそうだから。

ＧＭ：すでに自分が疑われる可能性まで含ふくめ、このＫ市にやってきたというわけですね。

墓守：なるほどなー、先読みしてやってきていたってわけか。さすが〝謎の女パープルレイン〟、神しん出しゆつ鬼き没ぼつで抜け目がねェな。

和美：そういうこと。すでに春日恭二が殺されていたら、私が疑われる可能性が高いと思って行動していたわけよ。それに、調査を理由にしてる間は呼び出されないわ（笑）。

ＧＭ：なるほど。

和美：だから、さっそく犯人を見つけ出そうと活動するわ。

ＧＭ：では、和美が部屋を後にしたところで、シーン終了です。







◆Opening04◆殺人者を狩かるモノ




　コンクリート打ちっぱなしのマンションの一室。

　アリサは、わくわくした顔で冷れい蔵ぞう庫こを開け、アイスを漁あさる。

　今日は、高級アイスが発見できた。




ＧＭ：次は、アリサのシーンです。

アリサ：（ダイスを振る）２。幸先のいいスタートだ。さて、どんなシーンだ？

ＧＭ：はい、場所は黒須左京くろす・さきようの部屋です。そこで春日恭二の死を知るところです。

アリサ：じゃあ、冷れい凍とう庫こから勝手に高級アイスを取り出す！　一個三〇〇円くらいするヤツ。

墓守：おっ、いつもと違ちがうな！

アリサ：そうだよ。ラクトアイスもまた悪くないが、これもまたいいもんだ。キラキラした目でスプーンを入れる（笑）。ようよう左京、たまにはリッチな気分もいいよな。

ＧＭ：そんなアリサを横目に捉とらえつつ、黒須左京はテレビのニュースを見ながら、「そうか」と気のない返事をします。

アリサ：おい、聞いてんのか左京!?（笑）

ＧＭ：アリサの話を聞かず、ニュースを見てますよ。テレビからは、「現場の喜久原さーん、何か情報がありましたら報告おねがいします」とレポーターからの報告を受けてスタジオのコメンテーターが「いやあ、ホテルの一室で男性の死体がねえ。ちょっと不思議な事件ですねえ」とコメントしています。

恭二：それだけ聞くと、ありがちな事件だが（笑）。

アリサ：そうだな。なんだよ、殺人事件とか珍めずらしくないだろ。

ＧＭ：「いや、そうとも言えないな。殺されたのは……春日恭二だ」

アリサ：はぁっ!?　マジで！

ＧＭ：「マジだ。このニュースでやってるのがそうだ」




　左京がチャンネルを変えると、さらに詳しよう細さいなニュースをやっていた。

　やはり、殺されたのは春日恭二であるらしい。




アリサ：……あいつが死んだのか。まぁ、偽装かなんかだろ。放っておけば？

ＧＭ：「そういうわけにはいかない。ＦＨも、まだ犯人を特定できていない」

アリサ：となると、まずは証しよう拠こ探しか。あいつを殺せるヤツはそうはいないはず。

恭二：ずいぶん私のことにくわしいな（笑）。

アリサ：そりゃあ、春日恭二っていったらＦＨの中でも知られた存在だからな。私生活とかはまったく知らないけど。

和美：最近だと、ラーメン屋の店員やっていたことは知ってるわね（笑）。

アリサ：そうそう、そういやそうだった。

ＧＭ：「ヤツのことをよく知っているようだな」

アリサ：あいつの作ったラーメンも食ったくらいだからな！！　お前はあいつに興きよう味みを惹ひかれないのかもしれないけど……あの〝ディアボロス〟を殺したっていう犯人がいるなら、ＦＨとしちゃあ処しよ分ぶんしなきゃならないぜ。

ＧＭ：「……ふむ。ずいぶんと乗り気なようだな」

アリサ：まあな、あたしは始末屋だ。こちら側のオーヴァードをあたしに許可なく殺すヤツがいるんなら、放ってはおけないぜ。

墓守：なるほどな。勝手な処刑はゆるさねェってわけか。

アリサ：そういうこと。じゃあ、行ってくるぜ。

ＧＭ：「……好きにしろ」

アリサ：そうそう、箱入りのアイス買っとけよ。

ＧＭ：「……考えておこう」と左京は言います。

アリサ：窓まどをがらりと開けて飛び出していく！　……高いところにある部屋だけど！（笑）

ＧＭ：と、アリサが飛び出したところでシーンを終了します。







◆Opening05◆春日恭二、動く




　窓から差し込む光に、春日恭二は目を細める。

　彼を呼びだした例の人物は目の前にいる。

　これから命じられるのは、春日恭二を殺したという犯人の捜そう査さだ。




ＧＭ：では、お待たせしました。春日恭二のシーンです。

恭二：（ダイスを振る）侵蝕率２点上昇。どんな場所かな？

ＧＭ：高級そうな一室で、対面には窓から差し込む逆ぎやつ光こうを背せ負おった謎の人物がいます。

墓守：謎の人物！（一同笑）

和美：一体、何者なのかしらね？　と、〝謎の女〟が疑ってみる（笑）。

ＧＭ：まあ、正体は春日恭二用Ｒハンドアウトに書かれています。

恭二：……ま、そうだな。ここではバラすわけにはいかないので、正体は秘密だ。

墓守：つまり旦那はこの人物が誰だか知ってンのか。

恭二：まあな。今はシルエットで登場するということだな。

ＧＭ：はい、このシーンに登場していない人たちには顔はわかりません。シーンではシルエットで演えん出しゆつされます。傍かたわらにはテレビがあり、ニュースが流れています。




「殺された男性は、東京都在住の春日恭二（40）さん……以上、現場から喜久原がお伝えしました──」




墓守：例のニュースだな、春日恭二が殺されたという。

ＧＭ：そんなニュースを流しながら、謎の人物はあなたにこう言います。「あなたは、この事件の犯人を捜さなくてはならない」

恭二：（Ｒハンドアウトを確認したあと）……たしかに。では、しかるべく。

ＧＭ：「よろしい」

アリサ：やっぱり、春日恭二は生きてるんじゃん。

和美：そうすると、殺されたのは偽にせ者ものってことなのかしらね。

墓守：だが、俺たちはまだそのことを知らない状じよう態たいからスタートするわけだな。

恭二：しかし、現場におもむくことになるが……殺された人物と同じ顔をした人物が現あらわれるのはかなり問題になる。

墓守：ま、そうだよな。春日恭二が死ンでるのに春日恭二が登場するわけにもいかねェし。

恭二：そこで、私はマスクを被かぶっていこうと思う。

アリサ：どんなマスク？

恭二：古びた、目の周囲だけ隠かくすような、アンティークなマスクだ。「昨日までの私は死んだ」　……どう考えても目立つな、これ（笑）。

アリサ：普通に考えたら逆ぎやく効こう果かだよ！（一同笑）

恭二：そこで、このイージーエフェクト、《無む面めん目もく》があるのだ！




《無面目》

　オーヴァードであることを隠すことができる一いつ般ぱんのイージーエフェクト。オーヴァードであるかの反はん応のうを調べられたときに使用する。




ＧＭ：《無面目》ですと、一般人がオーヴァードとして気づくことはないんで、仮か面めんをつけたヘンな人と思う程てい度どですね（笑）。

アリサ：いや、でもあたしたちには春日恭二ってバレるだろそれ？（笑）

ＧＭ：エキストラではないＰＣは、仮面を被っているだけの春日恭二だと思うでしょうね。

恭二：そうか。今は、その程度で十分だ。

墓守：いいのかよ（笑）。

恭二：構かまわん。仮面をつけて、いつもの白いスーツにネクタイを締しめ……さて行くか。

ＧＭ：では、春日恭二が自分を殺した真犯人を捜しに向かったところでシーンを終了します。







　　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆春日恭二殺人事件、その現場




　アリサがやってきたのは、Ｋ市グランドホテルの一室。

　春日恭二かすが・きようじが殺されたという殺人事じ件けんの現場だ。すでに警けい察さつの鑑かん識しきが調ちよう査さをしているが、そんなのはオーヴァードには関係のないことだ。




ＧＭ：ここからミドルフェイズに移うつります。

墓守：さて、展開が楽しみだぜ。

ＧＭ：場所はＫ市グランドホテル。春日恭二が殺された一室。シーンプレイヤーはアリサ。

アリサ：ここがグランドホテルか……って、殺人現場なんだよな？

ＧＭ：そうですね。報道があったので周囲は騒ぎになってますね。

アリサ：警察がいるだろうから、《ワーディング》をかけて、その横をすり抜けていく。

墓守：俺おれも登場する。（ダイスを振る）侵しん蝕しよく率りつは52になった。

和美：合流しておいた方がいいわよね？　私わたしも登場しておくわ。（ダイスを振る）あら、９ですって。クライマックス前に侵蝕率が[image: 100]％を超こえそう。

ＧＭ：さて、さっきまで警察が現場検けん証しようしていましたが、《ワーディング》が使われたのでもうＰＣたちオーヴァードしかいません。さすがに死体は回かい収しゆうされていますが、そこに死体が倒たおれていたということを示しめす白い線がロープで書かれていますね。

恭二：ああ、じゃあなんかかっこいいポーズで倒れておこう（笑）。

アリサ：ふうん、ここで〝ディアボロス〟が殺されたんだね。ご苦労、警察のみなさん。おかげで現場の状じよう況きようがよくわかるぜ。

墓守：お前か、トツカの姫さン。また顔を合わせるとはな。そこにズカズカと入っていくぜ。

アリサ：へえ、〝マスターグレイヴ〟……墓はか守もりかい。（ニヤリと笑って）お前が殺したんだろう？　さっさと吐はいちまいなよ。

墓守：ハッ！　それはこっちのセリフだな。

アリサ：聞いたぜ、凶きよう器きはでかい刃は物ものだそうじゃねぇか。

墓守：だったら、むしろお前の方だろ？　お前はトツカを使う身内の〝始末屋〟だ。

アリサ：あたしならもっと派は手でにやってるさ。なんなら、ここで決着をつけるかい？

墓守：ああ、構かまわないぜ？

和美：じゃ、そこに後ろから近づいて登場しましょう。

墓守：……む、この気配！

和美：───刃は物ものを使うオーヴァードなんて、いくらでもいるでしょう？

アリサ：お前は!?

墓守：〝謎の女パープルレイン〟……いや、和かず美み！

アリサ：下の名前呼び捨て!?　この数週間の間に、一体何があったんだよ！（笑）

墓守：いや、すごいヒーリングフェロモンありますし……。

アリサ：なんだよヒーリングフェロモンって！（笑）

和美：私の慈じ愛あいで、12Ｄほど回かい復ふくするわよ？

アリサ：うっ、それはたしかにグッとくるな……。

墓守：（自分の頰を叩いて）……いや、いかンいかン！　墓守はそンなこと言わない！　ともかく、ええっと、何の話だっけ？

アリサ：春日恭二が死んでて、元ＵＧＮの鈴木和美が登場した。

和美：そういうこと。先に行っておくけど、私も犯人じゃないわよ。

墓守：まあ、この女はＵＧＮを裏うら切ぎってこっち側だ。だから旦だん那なの死を調べに来たんだろ？

和美：ええ。ところで、死体はもうないの？

ＧＭ：ありません。警察が回収しました。状況を整理しますと、朝チェックアウトしに来ないのを不ふ審しんに思った従じゆう業ぎよう員いんが、部屋を訪ねてきて発覚したそうです。

アリサ：警察の書類とかを勝手にチェックしながら話をしよう。

墓守：遺い留りゆう品ひんとかはないか？　俺らはオーヴァードだ。何か見つかるかもしれない。

ＧＭ：では、【知覚】で判はん定ていを。目もく標ひよう値ちは５です。

和美：せっかくだから、《赤色の従じゆう者しや》にやらせましょう。ひとつ目のコウモリ従者を召しよう喚かん。いろいろ探さがしてくれるわ。（ダイスを振る）達成値は９。

ＧＭ：では、春日恭二が使っていたらしい端たん末まつを発見しました。検けん索さく履り歴れきが残っていて、Ｋ市の廃工場に行く予定だったようです。

恭二：警察が検けん分ぶんしたあとにしては、証しよう拠こが残ってるな（笑）。

アリサ：《ワーディング》をかけて乗り込んできたからな。

ＧＭ：検分してる最中に《ワーディング》かかったんで、証しよう拠こ品ひんも残っているわけです。

墓守：その廃工場で[image: Ω]トランスとかを作ってそうだな（笑）。

恭二：では、ここで私が登場しよう。

墓守：おっ！

ＧＭ：はい、では侵蝕率を振ってください。

恭二：（ダイスを振る）９。《ワーディング》が効いている中、靴くつ音おとを響ひびかせ、平然とこの部屋に入ってくる、白いスーツの仮面の男が。




「……廃工場、か」

　白いスーツを着込んだ仮面の男が、周囲を気にすることなく乗り込んでくる。

　そして、我わがもののようにノートパソコンを操そう作さした。




アリサ：何者だい!?

恭二：それには名乗らない。一いち瞥べつくれると、パソコンから情じよう報ほうを引き出す。

アリサ：お、おお？　春日恭二……だよな？

墓守：おお、そうか。「おい、ネズミ」って聞くが「マスター、レネゲイドの反はん応のうがありません」ってなるのか。

ＧＭ：《無面目》の効こう果かがありますからね。オーヴァードではないように思えます。《ワーディング》の中を平然と歩いてきていますが。

アリサ：オーヴァードじゃん、どう見ても！

恭二：私は彼かれらの反応を無む視しし、適てき当とうに自分のパソコンかのように操あやつり。

アリサ：自分のパソコンかのようにって、お前春日恭二だろ！

和美：アリサちゃん、夢ゆめは忘わすれなさい。春日恭二はもう死んだのよ。

恭二：そうそう（こくこく頷うなずく）。

アリサ：何言ってんだよー！　こいつ、どう見ても春日恭二じゃん（笑）。

恭二：君は何を言っているんだ？　春日恭二はそこで死体となって発見されたと聞いたが。

アリサ：春日恭二は不死者だよ？　そう簡かん単たんに死ぬわけないじゃんよ！

恭二：私もその可か能のう性せいを疑うたがって、今調べているのだよ。

墓守：なあ、トツカの姫さンよォ。お前が旦那の生存を信じたいのはよくわかるが……。

アリサ：墓守ぃぃぃ、お前もかよぉ！（一同笑）

墓守：（春日恭二に向かって）だが初顔だな。あンた、何て呼べばいい？

アリサ：いや、春日恭二だよ。〝ディアボロス〟だよ！

恭二：そうだな。私の名前は、ディアボロス仮面───。

一同：ディアボロス仮面……!?（爆ばく笑しよう）

恭二：そうだ、それ以上でもそれ以下でもない。

アリサ：お前、それ春日恭二だろー！（一同笑）

墓守：ディアボロス仮面？　何者かは知らねェが……ハッ！　スカした野や郎ろうだぜ。

アリサ：ちょっと墓守、ネズミ！　お前ら正気に戻もどれ（爆笑）。

墓守：（ネズミになって）「わからなすぎます。謎すぎます」

ＧＭ：「誰なんですか、ディアボロス仮面！」

アリサ：……ネズミ？　墓守に脅おどされてるんならはっきり言っていいんだぞ（笑）。

墓守：おいネズミ。こいつが何者だかわかるか。

ＧＭ：「ふるふるふるふる」（激はげしく首を振る）

墓守：ほら、わかンねェよなぁ？

アリサ：いやいやいやいやいや！（一同爆笑）

墓守：なるほど、〝仮面の旦那〟ってわけだ。

アリサ：いやいやいや、春日恭二さんでしょ！　〝ディアボロス〟さんでしょ！（笑）

恭二：君もしつこい女だな。

墓守：まあ、お前がそう思うならそれでいいさ。

アリサ：なんであたしが憐あわれまれてるんだ……あんた第一話のこと思い出して！

墓守：あ？　じゃあお前、今そこからざっとデータベース見てみろよ。こんなヤツいるか？　仮面着けた、こういうヤツ。俺は初めて見るぞ？

アリサ：……か、仮面しか見てない（笑）。

墓守：じゃ、その仮面ちょっと借りるぞ。顔からペッと取る。

恭二：あっ……！（仮面を取られる）

墓守：（仮面を突きつけ）ほらアリサよォ。見たことあるかこの仮面？　これだぞ？

アリサ：い、いやっ！　ほら、ほら後ろ！　仮面取ったらわかるだろー！（爆笑）

墓守：ンンンー、何がわかるってンだ？




　決してディアボロス仮面の方に振り向こうとしない墓守である。

　すぐ後ろなのに。




墓守：いや～、悪かったな。仮面返すわ。ほれ。

恭二：（仮面を被かぶり直しつつ）いや、些さ細さいなことだ。くいっと直す。

墓守：で、俺の後ろに何があるって？

アリサ：だからぁ！　仮面取ったら春日恭二じゃ───ん!!（大だい爆ばく笑しよう）




　あまりのことに、アリサのプレイヤーは机つくえに突つっ伏ぷした。




アリサ：……やばい。このままだとセッション中に笑い殺される（笑）。

墓守：俺、もう仮面しか見えてねェからな。

恭二：まあ、これは君が悪いのではない。わかりやすいワンポイントがあるとそこに目を惹きつけられるものだ。

アリサ：じゃあ、それでいいよ、もう……（笑）。

ＧＭ：アリサが諦あきらめ始めた。目の色が死んでいる（笑）。

恭二：ゆえあって、正体と素す顔がおを明かすわけにはいかんのだ。

墓守：とにかく、あんたもＦＨの人間ってことかい？

恭二：そう思ってくれてかまわない。明言は避さけるがな。

和美：どうかしら？　そんなこと言ってＵＧＮのスパイなんじゃないの？




　あんたがそれを言うか。




墓守：ＵＧＮのスパイだと？　だとしたら許ゆるすわけにはいかねェな。もしＵＧＮのスパイがここにいたら、俺がブチ殺してやるぜ！（笑）

和美：どきり（笑）。

恭二：たしか、そこの彼女は元ＵＧＮと聞いたが。

墓守：あ？　なンかゆえあって裏うら切ぎったんだろ。別に裏切りについては気にしないさ。

和美：そ、そうよ。それに、今のＦＨで偉えらい人……コードウェル博士は元ＵＧＮじゃない。

墓守：それに俺にはわかる。あれは裏切りを働くような目じゃねェ（一同笑）。

ＧＭ：「見ろ、あんな慈愛に満ちて癒いやしてくれそうな目を」ってことですね。

恭二：なんでそこまで全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いているんだ。

和美：12Ｄ回復できるようにしたおかげね（笑）。

アリサ：あんたが言うと、すべてがなんかそれでいいやって気になるよ……。

墓守：（おどけた口調で）俺はな、人は信じることにしてるのさ。だからこの旦那の言うことも信じるし、あの姐あねさンの言うことも信じる。

アリサ：……あんたの人生が羨うらやましいよ（[image: ]呆れ顔）。

墓守：疑ってばかりじゃあ、生きるのつらいぜ。

ＧＭ：「そこがマスターのいいところです」と、シビれてるネズミがいるわけですね。

墓守：おいおい、照れるじゃねェか。

ＧＭ：「こう言うと、マスターは角かく砂ざ糖とうくれるんですよ。嬉しすぎます！」

墓守：おい、まるで俺がチョロいヤツみてェじゃねえか！

アリサ：一話目のかっこいい墓守はどこへ行ってしまったんだ。あたしの目にはここにいるのはポンコツにしか見えない……（笑）。

和美：ともかく、話をまとめましょう。春日恭二は、廃工場を調べていたのよね？

ＧＭ：ええ、Ｋ市郊こう外がいにある廃工場に向かおうとしていたようです。

和美：そこに行ってみれば、何かわかるかもしれないわね。

墓守：なるほどねェ。

和美：要するに、春日恭二を殺した犯はん人にんは廃工場に来てもらっちゃ困こまるんでしょう？

墓守：おお、なるほど！

アリサ：ああ、そいつを許すわけにはいかないぜ。あたしは春日恭二を殺したヤツを、殺したヤツを……（頭を抱かかえる）。

恭二：ん？　どうかしたかね？

アリサ：殺したヤツを探しに来たはずだったんだ───!!（一同笑）

和美：このディアボロス仮面は誰なんでしょうね（笑）。

墓守：ああ、そうだ。俺がここに来た理由も話しておこう。

アリサ：お、そいつは気になるぜ。

墓守：実はよ、生前の春日恭二からメールをもらってこの街に呼ばれたンだよ。おそらく、この件だと思うンだがな。

アリサ：（ディアボロス仮面を見て）お前が呼んだのかよ!?

恭二：……何度も言うが、春日恭二という人物は先ほど死んだ。私はそれ以上は知らん。

アリサ：まあいいや、そういうことにしておこう。で、そこの元ＵＧＮさんはどうなのよ？

和美：春日恭二殺しの犯人を調査してほしいと〝マスターマインド〟に言われて来たのよ。

アリサ：なるほど。〝マスターマインド〟、相変わらず耳が早いやつだ。

墓守：とはいえ、旦那が殺されるほどのヤマだ。それこそ、あとを受けて俺たちがそのヤマを解かい決けつするのも悪くはない。

アリサ：うん、そうだねぇ……。

和美：〝マスターマインド〟は、春日恭二を殺したのはＵＧＮではなく、ＦＨの内部の裏切り者の可能性があると言ってたわよ。

アリサ：その可能性事態はあるけどよ。ところでお前はどうしてこっちに来たんだよ……その、ディアボロス仮面さんとやらよ。

恭二：理由は話せないが、私も春日恭二殺しの犯人を追っている。

アリサ：あー。すごいそれは納なつ得とくだわー（棒ぼう読よみ）。

墓守：アリサ、俺たちはＦＨだ。お互たがいの過か去ことか、詮せん索さくはなしにしようぜ。

アリサ：お、おう……。

恭二：あ、ちなみにこの仮面の下には醜みにくい火傷やけどの痕あとがあってな？（一同笑）

アリサ：そんなことは聞いてねー！

ＧＭ：しかし、仮面を被ったら言わねばならない定番のセリフなわけで。

アリサ：……まあいいや。廃工場に行こうぜ。

ＧＭ：はい、ここでシーンを切ります。







◆Middle02◆もうひとりの〝ディアボロス〟




　端末の履歴から、春日恭二が調査していた廃工場の場所が判はん明めいした。

　殺害現場で合流した四人は、そのままレンタカーを借りてその場に向かう。

　春日恭二は、何を調べようとしていたのか。




ＧＭ：はい。それでは次のシーン、廃工場です。シーンプレイヤーは墓守。

墓守：わかった。四人揃そろってレンタカーでも借りて向かうか。

ＧＭ：では、Ｋ市外れの廃工場です。

墓守：よし、やってきたぜ。

アリサ：あたしは力尽きた顔してる（笑）。

和美：で、どんな様子かしら？

ＧＭ：廃工場は、通つう常じようなら人がやってきそうもない街外れにあります。いるのは、この辺を住み処にしている野の良ら猫ねこくらいなもの。にゃーん。

アリサ：野良猫か。かわいがってやろう（笑）。

墓守：ハッ、狂きよう犬けんが猫をかわいがるとか、かわいいとこあるじゃねェか。

アリサ：うるせー。

墓守：で、どんなもンだ？

ＧＭ：工場内に入ってくるとわかりますが、何か施し設せつがあったようです。設せつ備び等を引き込んだ形けい跡せきがありますが、すでに打うち壊こわされている感じがありますね。

和美：それって最近ってこと？

ＧＭ：そうです。最近まで何かがあった形跡があります。

恭二：遅おそかったか。

墓守：じゃあちょっと調査してみるか。

ＧＭ：〈感知〉で判定をどうぞ。難なん易い度どは５です。

墓守：俺が振ふってみよう。（ダイスを振る）……お、７だ。

ＧＭ：すると、何者かがいる気配を感じます。

墓守：誰だれかいるのか？　おい、そこに誰かいるのはわかってンだ。出てこい！

ＧＭ：すると、出てきたのは白いスーツに銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけた長ちよう髪はつの男だん性せいです。

墓守：おっ、それは───。




　白のスーツに長髪、そして銀縁の眼鏡。

　それは、ＦＨで不死身と恐おそれられたエージェント、〝ディアボロス〟───。

　今朝方、殺されたと報ほう道どうがあった春日恭二だった。




墓守：春日恭二……旦那じゃねェか！

アリサ：ええええっ!?　じゃあここにいるのは……。

墓守：何言ってるンだ、ここにいるのは仮面の旦那！　向こうにいるのが春日の旦那！

恭二：これでわかっただろう？　私は、春日恭二でないと。

アリサ：え？　ええええっ!?（一同笑）

和美：だいぶこんがらがってきたわね……。

墓守：旦那、生きていたンだな。

ＧＭ：「ふ、生きていたさ」

アリサ：ば、馬ば鹿かな。春日恭二がふたり……!?

和美：あなたは……春日恭二なの？

ＧＭ：「そうです。私が春日恭二です」と答えます。オウム返しに。

墓守：ほら、本人も言ってることだし。

和美：待って、春日恭二は「私が春日恭二です」とは言わないでしょ（笑）。

墓守：えー、そうかなー？（一同笑）

和美：……駄だ目めだわ、今日の墓守くんは何な故ぜかポンコツよ！

アリサ：どういうことだよ春日恭二。あんた殺されたんじゃないのかよ。

ＧＭ：「それには事じ情じようがある。いずれ話そう」

恭二：いや、ちょっと待て。君が春日恭二というならこの質しつ問もんに答えてもらおう。

ＧＭ：「ほう、いいだろう」

恭二：君が飼かっていた愛犬の名前はなんだね？

ＧＭ：「ん？」

アリサ：おっ、そういえば犬飼ってたな。いい質問だぜ！

ＧＭ：「……ああ、犬か。そうそう、トムだ、トム」

アリサ：うわ、適当！（一同笑）

恭二：……よく考えたら、私も犬の名前を決めてなかった（一同爆笑）。

アリサ：決めてねーのかよ！

和美：この質問、意味がないわね（笑）。

墓守：でもよォ、なンで旦那は俺をこの街に呼んだンだ？

ＧＭ：「ああ、そのことか。私の偽にせ者ものが、この街にいる」

墓守：偽者？　どういうことなんだ、仮面の旦那……!?

恭二：いや、私に聞かれても（笑）。

アリサ：あんたが答えろよぉー!!（一同爆笑）

恭二：……くそ、どう答えればいいんだ！　かなり難むずかしい展開になってきたぞ（笑）。

和美：ああ、そうよ。まずはこれ。《ワーディング》をかけるわ。

墓守：それだ、《ワーディング》の中ではオーヴァードでないと動けない！

アリサ：で、どうなんだ？

ＧＭ：ああ、《ワーディング》の中でも全然平気で動いています。「はっはっはっ、私は春日恭二だから全然平気だー。おいっちにー、さんしー」と体たい操そうもできる。

一同：た、体操!?（爆笑）

恭二：待て！　本物の春日恭二はそんな滑こつ稽けいな真ま似ねはしない！

アリサ：なに言ってるの！　な、なんでムキになってんのさ！（一同笑）

墓守：いや～、だって春日恭二の姿すがたで、《ワーディング》空間内でもあンなに動ける……それで疑うたがう理由はまったくねェだろ？

和美：ディアボロス仮面さんは春日恭二さんのことよくご存ぞんじ？

恭二：い、いやまあ、データとしてはね？

和美：意外とひょうきんな方よ？（笑）

恭二：いやっ！　それは世間を欺あざむく姿で……くっ、駄目だ。言葉に詰つまる！（一同笑）

墓守：……はっ！　仮面の旦那。テメェ、まさかっ！

アリサ：お、そうだよ墓守！　やっと気づいたのかよ！

墓守：そうか、テメェは……。

恭二：…………。




「───あンた、よっぽど旦那のことが好きだったンだな」

　墓守は、しみじみと納得した顔で言った。




恭二：ピンポンピンポンピンポーン！

アリサ：絶対ちげーだろぉぉぉぉぉぉっ!!（爆笑）

ＧＭ：えー、ではここで春日恭二は言います。「この中に、春日恭二の偽者がいる」と。

アリサ：な、なんだってー!?

ＧＭ：ススッと「そいつだ」と春日恭……じゃなかったディアボロス仮面を指差します。

恭二：……むっ！

墓守：はぁ？　偽者ってのはよー、本物そっくりのもンのこと言うんだぜ？　見てわかるとおり、春日恭二は仮面なンてつけてねェからな。

恭二：あ、仮面に曇くもりが。ふきふき（[image: ]外して拭ふく）

アリサ：ああっ!!　墓守っ、ほら見ろっ！　後ろ、後ろ！

墓守：ンンンー？（[image: ]振り返らない）

アリサ：だからぁ、後ろだって！

墓守：後ろ～？　ああ～、後ろかァ。

アリサ：そうだよ、振り返って見てみろって！　ほらぁ。

墓守：振り向く。さっ！

恭二：仮面つける。さっ！

墓守：ンだよ、何もいねェじゃねえかっ！

アリサ：ああ～、だからぁぁぁぁっ!!（爆笑）




　何故か、昔懐なつかしい感じのコントが繰り広げられるのであった。




和美：なんなのこのシーン……（笑）。

墓守：自分で言うのもなンだが、このセッションぐンぐン知力が下がっていくなー（笑）。

和美：ともかく、春日恭二はこんな仮面なんか着けていないわ。

墓守：このまま知力が退たい行こうすると、俺は何が偽物なのかわかンなくなりそうだ（笑）。

和美：そうだわ、私には血けつ液えきや体たい液えきから情報を読み取るブラム＝ストーカーのイージーエフェクト、《ブラッドリーディング》があったわ。

墓守：おお、それだ！

ＧＭ：「待ちたまえ。それは私を疑うということか？」

墓守：いや、旦那を疑う理由はないンだが……どうすりゃいいンだ？

恭二：……フッ、こうすればわかる。おい〝謎の女パープルレイン〟、銃じゆうを借りるぞ。パーン！

一同：ああ、撃うった!?（爆笑）
















ＧＭ：えー、では撃たれて倒たおれてしまいます。

墓守：撃った!?　どーすんだよ、旦那を殺しやがって！　この人殺し！

アリサ：ど、どうなるんだ？

ＧＭ：すると、倒れた春日恭二がガタガタ震ふるえ始めます。

アリサ：おい、ちょっと！　様子がおかしいぞ。

ＧＭ：ここで、《ウルトラボンバー》を使用します！

恭二：なにぃ!?（一同笑）

和美：従者に自分をかばわせるわ！

墓守：俺も《崩くずれずの群むれ》でアリサをカバーリングだ。

アリサ：くっ、急にまともに。〝マスターグレイヴ〟、あんなグダグダの中でも戦いを忘わすれないなんて……あんたはちゃんと本物だったよ（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）うーん、ダメージは25点です。

墓守：……まあ、俺はアリサの分を喰くらっても30点ですンだぜ。

恭二：私は、25点そのままだな。

ＧＭ：では、ダメージを受けたのは墓守と、自じ称しようディアボロス仮面ですね。

恭二：ああ、そうなるが。

ＧＭ：こう、春日恭二が弾はじけ飛ぶと、周囲にその体組織や体液も四散するのですが。

墓守：う、うげ。気持ち悪い！

ＧＭ：アリサがかわいがっていた猫にも、バシュッとかかり───その瞬しゆん間かん、見る間に猫の顔が春日恭二に変わります。

一同：はあぁぁぁぁぁ～!?（大爆笑）




　春日恭二から弾け飛んだ体組織が野良猫にかかったかと思うと、見る間にその身体を侵蝕していき、かわいらしい顔が春日恭二の顔に変わっていく───。




アリサ：ちょっとなにそれ!?

墓守：うおおっ、キモい！

恭二：おい待て、何が起こっているんだ！

ＧＭ：で、その猫がてけてけてけーっと駆かけていきます。

恭二：おい、春日恭二が逃げたぞ！（大爆笑）

墓守：だ、旦那ぁ！

アリサ：えええええええっ!?　あれが春日恭二なのぉ!?

恭二：違ちがうわー!!

アリサ：どっちだよもう！

和美：待って、みんな落ち着いて！　今、狂きよう気きの世界に突とつ入にゆうしているわ……!!（一同爆笑）




　あまりに衝しよう撃げき的てきだったのか、全員が呼こ吸きゆう困こん難なんになるほど笑ってしまった。

　状況の整理と呼吸を整えるため、小休止を挟はさむ───。




アリサ：はぁはぁ……。今のはやばかった（笑）。

墓守：それより、あの旦那になっちまった猫はどうすればいいンだ？

ＧＭ：エキストラです。そのうち自じ壊かいしてドロドロに溶とけてしまいます。

和美：わ、わかったわ。でも、顔が春日恭二の猫……くっ！（思い出し笑いを堪こらえる）

恭二：この面白すぎる状況を整理したいんだが……あの猫は春日恭二の体組織に触ふれたから、私の───いや、春日恭二の顔になったんだよな？（笑）

ＧＭ：今のところは、そのように思えます。

和美：待って、そうするとダメージを受けた私の従者も!?（笑）

墓守：え？　じゃあ俺の顔も……。

アリサ：マ、〝マスターグレイヴ〟が！

墓守：お、おおおおおおっ……？

和美：はっ！　墓守くんに変化が！

アリサ：お前が本物の春日恭二だったのかー!!（一同笑）

ＧＭ：あ、いえ。まだ変調の様子はありません。

墓守：おおお、お？　……そうか、よかった（笑）。

和美：これ、私の《ブラッドリーディング》で調査できるわよね？

ＧＭ：はい、可能です。それなら判定の必要もありません。

和美：では、さっそく調べさせるわ。

ＧＭ：まず、何が起こっているかの前に、ここで使用されたＥロイスについて説明します。《虚きよ実じつ崩ほう壊かい》と、《予告された終しゆう焉えん》《傲ごう慢まんな理想》が使用されています。

和美：それは、どういう効果なのかしら？

ＧＭ：まず、《予告された終焉》は滅ほろびの因いん子しや運命を埋め込むことによって、エンディングで対象が死し亡ぼうするというもの。先ほどの《ウルトラボンバー》は、この効果を埋め込むものです。それを対象を拡かく大だいする《傲慢な理想》×２でシーン全体に拡大しました。

墓守：おい、それってシーン中のヤツが全員エンディングで死ぬってことじゃ……。

ＧＭ：そして、《虚実崩壊》は、妄念を実体化してルールも書き換えることのできるＥロイス。これによってエンディングで死亡するという効果を「春日恭二に侵蝕される」に変へん更こうします。

墓守：そ、それはエンディングに春日恭二になる……と。

ＧＭ：そのとおりです。

墓守：ちょっ、やっぱやべェだろそれ！（一同笑）

恭二：……（訳わけ知しり顔で）始まってしまったか。

墓守：な、なにが始まるっていうンだ、仮面の旦那ぁ！

恭二：それは、まだ語るべきときではない───。

アリサ：やっぱそれかよ！（一同爆笑）

和美：ともかく、まずは回復ね。みんな癒いやしてあげるわ。おいでなさい。

恭二＆墓守：癒やされる～。

和美：12Ｄで回復。（ダイスを振る）……68点回復。

墓守：うおっ、一気に回復した！

和美：……（ぼそっと呟つぶやく）おかしいわね、腕うでの傷きずが治らない（笑）。

墓守：不ふ吉きつだな。いや、こンだけ治れば十分だ。助かったぜ。ロイスを結んでおこう。

アリサ：あたしも、墓守にロイスを取っておきます。今は疎そ外がい感かんだよなぁ（笑）。

和美：まさか、こんなことが起こってしまったなんて。

ＧＭ：では、ここでシーンを終しゆう了りようします。次はマスターシーンを挿入します。

アリサ：しかし、やばいシーンだったぜ（笑）。







◆Middle03◆真実の悪魔




　明かりを消した一室。モニターを眺ながめるのは白衣をまとった科学者風の人物だった。

　映うつし出されたのは、四人のオーヴァードと春日恭二が接せつ触しよくした際さいの映えい像ぞうである。

　思わず、その人物は笑みを漏もらした。




ＧＭ：さて、マスターシーン。廃工場の様子を、カメラで窺うかがっている何者かがいます。

恭二：あのグダグダな様子をか（笑）。一体、何者だ？

ＧＭ：まず、一見すると科学者のような人物です。四〇代半ばで髪はボサボサ。目には狂気が宿やどっているように見えます。

墓守：こいつが、あれを引き起こしたのか？

ＧＭ：「くくく。どうやら始まったようだ───」




　その瞳ひとみには、知ち性せいと同時に危あやうい光が宿っていた。

　今なら、世界を変えられるといわんばかりに。そして、彼は宣せん言げんした。

「始まったのだ、春日恭二を殺すための宴うたげがな！」




アリサ：春日恭二を殺すための、宴？

恭二：………。

ＧＭ：そんな人物の背はい後ごに、もうひとり。白いスーツを着ている長髪の男性。目には銀縁の眼鏡をかけている人物───そう、春日恭二です。

墓守：サプリメント『パブリックエネミー』の真ン中にいる感じか！（笑）

ＧＭ：そうそう。で、眼鏡をクッと直します。

アリサ：おお、こっちはかっこいい！　ここに理想の春日恭二が（笑）。

ＧＭ：そして、男が振り返ったのを合図としたかのように、《ワーディング》を使用。Ｋ市全ぜん域いきがその中に包まれていきます。Ｅロイス《暴ぼう食しよくの胃い袋ぶくろ》が使われます。

墓守：あ、それ使われるとシーン全体がそいつの精せい神しん的てき胃袋になるぞ！

ＧＭ：はい。《暴食の胃袋》を使った対象に対する攻こう撃げきのダイスが、常つねにマイナス二個され、登場したＰＣは戦せん闘とう不ふ能のうになるまでクリンナップにダメージが１Ｄ入ります。

墓守：奴やつの妄もう想そう世界になってしまった。

アリサ：《暴食の胃袋》は［飢き餓が］の衝しよう動どうを持つジャームのＥロイスだ。じゃあ、さっきの《虚実崩壊》は［妄想］の衝動を持ってそうなこの博士ってことか。

ＧＭ：おっ、なかなか鋭い推すい測そくはですね。では、シーンを終了します。







◆Middle04◆封ふう鎖さされたＫ市




　異い変へんが起こった廃工場から、四人のオーヴァードたちは退たい避ひする。

　その直後、広こう範はん囲いへの《ワーディング》を察知した。

　この街で活動できるのは、現げん在ざいオーヴァードのみだ。




ＧＭ：それでは、次のシーン。シーンプレイヤーは鈴木和美。春日恭二が炸さく裂れつした廃工場を後にすると、《ワーディング》が発生し、Ｋ市全域が覆おおわれていきます。さらに、《暴食の胃袋》の効果によって、空は何かの胎たい内ないを思わせるような異い様ような雲に包まれています。

アリサ：空を見上げながら、Ｋ市全体が《ワーディング》に覆われている。

和美：まずいわね……。

アリサ：とりあえず、鈴木和美さんよ。この状況、何が起こってるかわかってるのか？

和美：正直なところ、わからないわね。

墓守：ああ、俺も何がなンだかよくわからねェ（笑）。

和美：でも、何者かがこの街を封ふう鎖さし、春日恭二にまつわる陰いん謀ぼうを企たくらんでいるようね。

恭二：春日恭二にまつわる陰謀か。ふん、くだらんな！

アリサ：あんたが言うのかよ（笑）。

和美：ちなみにこのシーン、どういう予定かしら？

ＧＭ：はい、情報収しゆう集しゆうをする予定です。ちなみに、調べられる項こう目もくはふたつです。

和美：なるほどね。今、この街で何が起こっているか把は握あくしておきたいものね。

ＧＭ：現在調べられるのは、「Ｋ市からの脱だつ出しゆつ」と「春日恭二について」です。「春日恭二について」は〈情報：ＦＨ〉〈情報：裏社会〉、「Ｋ市からの脱出」は〈情報：噂うわさ話ばなし〉〈情報：Ｋ市〉もしくは〈知ち識しき：レネゲイド〉です。

アリサ：〈情報：Ｋ市〉とか懐かしいな！（笑）

恭二：じゃあ、私は「春日恭二について」調べよう。

アリサ：自分のことなんだから調べなくてもわかるんじゃないの？

恭二：だから、さっきから君は何の妄想を語っているんだ？

アリサ：ちくしょー！（一同笑）




　彼は、あくまでもディアボロス仮面なのである。




ＧＭ：えー、では情報収集をどうぞ。

恭二：うむ、〈情報：ＦＨ〉を持っているから。「春日恭二について」を調べる。

ＧＭ：目標値は５となります。

恭二：（ダイスを振る）……〈情報：ＦＨ〉分を足して９だ。十分だろう。

アリサ：さすが、春日恭二にくわしい（笑）。

ＧＭ：成功ですね。春日恭二はこの二～三日前にＫ市にやって来ていました。Ｋ市のホテルで発見されたのは、本物の春日恭二ではないようです

恭二：……というわけで、あのニュースで殺された春日恭二は本物ではない。

墓守：なるほど！

恭二：一体、本物はどこにいるのか。

アリサ：そこ、そこだよ！（一同笑）

ＧＭ：春日恭二の情報については、以上です。

墓守：俺もそろそろ判定はしておきたい。「Ｋ市からの脱出」について調べるぜ。

ＧＭ：はい。目標値は５です。

墓守：〈情報：噂話〉で判定だ。情報収集チームのネズミ、任まかしたぜ。判定直前にオートアクションで使用、達成値＋２。（ダイスを振る）……達成値11だ。

ＧＭ：十分です。では、ネズミはひとっ走り行ってきて状況を説明します。現在、Ｋ市はレネゲイドの力で封鎖されています。Ｅロイス《暴食の胃袋》ですね。このＫ市を封鎖したジャームが存そん在ざいしており、そのジャームを排はい除じよしない限かぎりは脱出することはできません。

墓守：具体的にはどうなってるンだ？

ＧＭ：ネズミが脱出しようとすると、いつの間にか方向感覚が狂くるわされ、Ｋ市の中心に向かってしまう……みたいな状況です。「刻ヶ峰市に行ったときみたいです、マスター！」

墓守：本来外に向かうところを行っても、外に向かえない。……まったく、メビウスの輪みてぇな場所に縁があるなぁ、俺たちはよぅ。

アリサ：めんどくさい話になってきたもんだ。やっぱり、この街に逃げ込んだ〝ディアボロメーカー〟の仕業かもしれねえぜ。

墓守：〝ディアボロメーカー〟？　何モンだ、そいつは？

アリサ：へへ、こういうことさ。ここで、あたしはＲハンドアウトを公開する！

一同：おおっ！

アリサ：あたしの場合、早々に公開した方がいいみたいだしな。

恭二：では、始末屋の娘よ。君の秘密とやらを見せてもらおうか。

アリサ：ああ、いいぜ。あんたが春日恭二かどうか、今はどうでもよくなったしな！（笑）

和美：〝ディアボロメーカー〟だったかしら？　それがアリサちゃんの目的のようね。

アリサ：おう、そういうことだ。

ＧＭ：それでは、アリサのＲハンドアウトの公開です。どうぞ。

アリサ：……というわけで、じゃん！




▼アリサ・トツカ用Ｒハンドアウト

ロイス：〝ディアボロメーカー〟　　　　感かん情じよう：Ｐ有ゆう為い／Ｎ嫌けん悪お

　キミがＫ市に向かった本当の理由は、〝ディアボロメーカー〟を殺すことである。〝ディアボロメーカー〟は、レネゲイドウィルスの遺い伝でん継けい承しようを研究する優ゆう秀しゆうなＦＨ研究者であった。しかし、おのれの衝動にとらわれ、狂気に満ちたその研究はＦＨをも脅おびやかすものとなってしまった。Ｋ市に潜せん伏ぷくしている〝ディアボロメーカー〟を捜し出し、始末するのだ。

公開条じよう件けん：いつでも。公開すると次の情報について調べることができる。

情報：〝ディアボロメーカー〟について




アリサ：というわけで、あたしがこの街に来たのは春日恭二殺しの犯人じゃなく、こいつを捜し出して始末するためだったのさ。

墓守：そうだったのか。何かおかしかったと思ったが。

和美：やっぱり、別の目的があったのね。

ＧＭ：では、アリサのミッションシーンを挟はさみましょう。




　　　　＊　＊　＊




　Ｋ市で起こった春日恭二殺人事件───。

　その街には、〝ディアボロメーカー〟と呼ばれる科学者の存在があるらしい。

　アリサが出発する前、黒須左京くろす・さきようが告げた。




ＧＭ：そこで、シーンは回想シーンとなり、左京から事情を語られるシーンになります。

アリサ：……何か、あたしにして欲しいことがあるんだって？

ＧＭ：「ああ。狙いは〝ディアボロメーカー〟だ───」と左京は言います。

アリサ：〝ディアボロメーカー〟だぁ？

ＧＭ：「かつてＦＨでも常じよう軌きを逸いつした研究をしていたため、研究凍とう結けつを言い渡された科学者がＫ市に潜せん入にゆうしたという噂がある。そいつが何かを企んでいるのかもしれん」

アリサ：真しん犯はん人にんはそいつかもしれないのか。なんせ、〝ディアボロメーカー〟だもんな。

墓守：もう執しゆう着ちやくしてるの丸わかりのコードネームだからな（笑）。

ＧＭ：「ヤツの行為が、オーヴァートと人間の境界を侵すものであれば───」

アリサ：ＯＫだ。そいつはあたしが始末つけてやる。褒美はアイス一箱だ。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：……というミッションシーンでした。

アリサ：あたしの目的はこんな感じだ。

墓守：なるほどな。左京も〝ディアボロメーカー〟を追っていたりするンだろうな。

ＧＭ：そうですね。〝ディアボロメーカー〟の研究施設はＫ市の他にもあると思われているので、アリサに任まかせて別行動をしているのでしょう。

アリサ：ああ、帰ってきたら一いつ緒しよにアイス食うか（笑）。

ＧＭ：で、「〝ディアボロメーカー〟について」を情報収集できるようになります。〈情報：ＦＨ〉と〈知識：レネゲイド〉です。目標値は６です。

アリサ：〈情報：ＦＨ〉で判定。コネもある。（ダイスを振る）ダイス目12、合計で13。

ＧＭ：十分ですね。では、以下の情報がわかります。




〝ディアボロメーカー〟はＦＨの研究者である。本名は所ところ沢ざわ貞さだ光みつ。春日恭二の不死者としての特とく性せいに興きよう味みを持ち、レネゲイドウィルスの中でも感かん染せんした対象を侵蝕し、その形けい態たいを春日恭二の特性に変化させる〝ディアボロウィルス〟を研究していた。




一同：ディアボロウィルス!?（笑）

墓守：あれか、あの猫を侵蝕して春日恭二に変えたヤツ。

ＧＭ：〝ディアボロメーカー〟こと所沢博士は、春日恭二の遺い伝でん子しから抽ちゆう出しゆつ改良したディアボロウィルスを世界中に感染させ、最強の春日恭二を生み出そうとしています。

アリサ：なんだ最強の春日恭二って！　謎の単語すぎだぞ（笑）。

和美：つまり、感染すると人類はオーヴァードじゃなく……春日恭二になってしまう？

ＧＭ：そのとおり。オーヴァードの力を自由に使うというＦＨの概がい念ねんとあまりにもかけ離はなれているため、彼の理想はＦＨにとっては害悪もいいところです。

墓守：まァな。人類すべてが春日の旦那になっちまうとか……。

恭二：ちょっと待て！　それはおかしい。あの廃工場で滑こつ稽けいなポーズを取ったあれは、明らかに私……いや春日恭二じゃないだろ！（一同笑）

ＧＭ：そこにこだわりますか（笑）。

墓守：もしかすると素そ体たいとなった遺伝子によって変わるンじゃないか？

恭二：おお、それだ！

ＧＭ：補ほ足そくとして、《悪あく食じきの食しよく卓たく》で対象を消化し、《究極擬ぎ態たい》で春日恭二の姿となり、《異い世せ界かいの因子》で対象の能のう力りよくをコピーしながら春日恭二になるので、侵蝕した素体の能力は継承している可能性があります。

アリサ：ああ、なるほど！　春日恭二というものを再さい構こう成せいするウィルスなのか。

ＧＭ：どれだけ殺され、どれだけ肉体が破は損そんし、精せい神しん的に崩壊しても、必ず〝春日恭二〟として復ふつ活かつする……強きよう靱じんな生命力と遺伝情報を持つのが〝ディアボロウィルス〟の特とく徴ちようです。

和美：その所沢博士は、春日恭二のレネゲイドウィルスを、そのように定てい義ぎしたのね。

ＧＭ：はい、その中でお互いを侵蝕し、淘とう汰たし、最終的に生き残ったものこそが最強の遺伝情報の持ち主、次の世代を支し配はいする存在だと定義しています。

恭二：なるほど、合点がいったよ。

ＧＭ：博士はＦＨを離り脱だつしたのちはＫ市の廃工場で研究を続けていたようですが、自分を追つい跡せきしてきた気配を感じ、姿を消しています。

恭二：一体、どこへ行ってしまったのか。

ＧＭ：そこまではわかりません。

アリサ：というわけだから、もう正体を現あらわしてもいいんじゃないかな、春日恭二。

恭二：誰に言ってるんだ？

アリサ：（楽しそうに）へへっ、しぶといねぇ。

恭二：私はディアボロス仮面だ。それ以下でもそれ以上でもないのだよ。

和美：さあ、仮面の下にどんな顔があるのかしら。

ＧＭ：情報収集が終わったところで、シーンを終了しますね。







◆Middle05◆ディアボロウィルスの脅きよう威い




　このＫ市では、悪魔のようなディアボロウィルスが蔓まん延えんし始めている。

　封鎖されたこの街にいるかぎり、いつかは春日恭二にされてしまう。

　それは、ディアボロス仮面も例外ではなかった。




ＧＭ：次のシーン、シーンプレイヤーは春日恭二……あっ、ディアボロス仮面でしたね。

恭二：そうだ、間ま違ちがえないでいただこう（笑）。

和美：いろいろと面めん倒どうね（笑）。

ＧＭ：では、情報収集を終え、みなさんは封鎖されたＫ市にいます。全員登場です。Ｋ市の街の空はあり得ない色に染そまり、雲も臓ぞう物もつを思わせるような不気味な形けい状じようをしています。午後を過ぎたというのに、通りを歩く人々の姿はありません。

墓守：一いつ般ぱん人じんは、この空間に補ほ食しよくされちまってる状じよう態たいか。

ＧＭ：《ワーディング》張はられてますからね。抵てい抗こうもできません。

墓守：そうか、彼らもこのままだと春日恭二にされちまうのか。

和美：Ｄロイスの効果と、ディアボロウィルスの存在があるものね。

恭二：で、今はどういう状況なんだ？

ＧＭ：はい、街のいたるところから、気配を感じます。

恭二：む！　この《ワーディング》の中を動けるということは……。

墓守：ジャーム、だな。

ＧＭ：そう、街のいたるところから出てくるのは……無数の春日恭二！

一同：無数の春日恭二っ!?（爆笑）




　街の陰かげから現あらわれたのは、長髪と銀縁眼鏡に白いスーツをまとった春日恭二たち。

　いたるところから、湧わいて出てきたように周囲を取り囲む。

　異様───。まさにその表現のみが今の状況を示すことができた。




恭二：おい、なんだこれはっ！（笑）

墓守：いやまあ、次はこういう展開になると思っていたが……。

和美：……これ、シナリオタイトル「春日恭二殺人事件」じゃなくて「春日恭二連続殺人事件」じゃないの。

墓守：ひとりじゃすまねえからな！

恭二：犯人捜しのミステリー風シナリオかと思ったら、全然そんなことなかった！

アリサ：くっそー、こんな誇りの欠片かけらもないもの生み出しやがって！

ＧＭ：で、うぞぞぞ、うぞぞ……と徘はい徊かいしながらあなたたちに迫せまってきます。

恭二：なんだそのゾンビのような描びよう写しやは！　私は認みとめんぞ！（笑）

ＧＭ：完全な春日恭二になる前は自じ我がも薄はく弱じやくでこのように振る舞ってしまうんです。《ウルトラボンバー》で炸さく裂れつしながら、その辺の生物や植物も春日恭二化させていきます。

アリサ：うっそ、植物も!?（一同笑）

墓守：なンておぞましい連中だ……。

ＧＭ：そしてディアボロス仮面を見ると、彼らの様子も変わります。




「……あれは、春日恭二！」「春日恭二だ！」「あいつが、春日恭二だ！」

　無数の春日恭二たちが口々に言う。

　彼らの視し線せんが向けられたのは、ディアボロス仮面だった。




ＧＭ：はい。無数に現われた春日恭二たちは、「春日恭二だ！」とディアボロス仮面に敵てき意いを向け、襲おそいかかろうとしているように見えます。

アリサ：そうだよ、そいつが春日恭二だよ！（一同笑）

和美：ようやくアリサちゃんと同じこという連中が現われたわね（笑）。

恭二：（肩をすくめて）何度も言っているが、私は春日恭二ではないのだがな。

ＧＭ：「間ま違ちがいない。こいつが春日恭二だ！」と襲おそってきます。

アリサ：なんかあいつらにすごく共感したぜ（笑）。

和美：……でも、あなたたちは春日恭二でしょ？

ＧＭ：「そうだ！　私は春日恭二……ゆえに春日恭二を殺すっ！」

墓守：ダメだ、意味不明だ！（笑）

和美：どういうこと？　彼ら自身は春日恭二と認にん識しきしているのに。

ＧＭ：《ブラッドリーディング》した和美にはわかりますが、あの春日恭二はお互たがいに殺し合いながらも、より春日恭二に近いものを本ほん能のうで察知して襲ってきます。

和美：本能的に襲いかかってくるのね。でも、本能でより春日恭二に近いものに襲ってくるってことは、やっぱり……。

アリサ：当たり前だろ、あいつが春日恭二なんだって！

恭二：フッ、仮かりに私が本物の春日恭二だと言うならば、お前たちは私にかなわん。

ＧＭ：「なに……？」

恭二：偽者に本物が殺せるわけないだろう？

アリサ：今、本物だと言った！　言ったよー。今聞きましたよ、みなさーん！（一同笑）

恭二：いや、仮にと言っただろう。ゆえあって正体は明かせぬのだ。

アリサ：だから〝ゆえ〟ってなんだよー！

ＧＭ：「正体を明かせないということは、やはり……」

恭二：まあいい、死ね。ばしゅ！

ＧＭ：ばーん！　一体やられます。「やられたぞー、春日恭二がやられたぞ！」（一同笑）

和美：……状況を整理すると、春日恭二と名乗る無数の春日恭二のうちの一体が、本物の春日恭二と思われながらも自分は春日恭二じゃないと言っている春日恭二のハンドアウトをもらったディアボロス仮面によって倒たおされたわ。

墓守：いかン、訳わけがわからねェ！（笑）

ＧＭ：今倒されたのは、まあエキストラです。皆みなさんを囲んでいるのはトループです。

和美：とにかく、あいつらは私たち、特にディアボロス仮面を狙ねらってくるわ。

アリサ：わかった、わかった。春日恭二を守ろう。ディアボロス仮面を守ろう。あたしたちの希望は〝ディアボロス〟仮面だ。きっと希望だ！　そう信じる（笑）。

ＧＭ：では、ここで戦闘になります。




　ここで、四グループの春日恭二トループ（数にして八〇人ほど）との戦闘が発生したが、墓守のエピタフ、アリサの三刀流、自称ディアボロス仮面の鋭するどい爪つめによってあっという間に壊かい滅めつしたのであった───。




ＧＭ：……さすが経けい験けん点[image: 300]点のＰＣ、トループなど一いつ瞬しゆんでしたね。クリンナッププロセスに《暴食の胃袋》の効果で、１Ｄ【ＨＰ】を減らしてください。

一同：はーい（ダイスを振る）。

ＧＭ：そして戦闘は終了です。目の前には、無数の春日恭二が倒れています。

恭二：言っただろう？　偽者ではかなわないと。

ＧＭ：「……くっ、だが春日恭二は私たちだけではない！」

和美：ちょっと待って。それはどういうこと？

墓守：そうだ、そこら辺くわしく……あ、死ンだか（笑）。

ＧＭ：ええ、情報をしゃべるようなことはしません。

恭二：……しかし、こいつらも炸裂すると、また春日恭二を増やすのだよな？

ＧＭ：そうです。《ウルトラボンバー》を使用する前に倒されましたが。まあ、他にも周囲を徘徊している春日恭二たちの気配はあります。ぼーっとしているとまた囲まれそうです。

墓守：また《ウルトラボンバー》を喰くらうわけにはいかねェ。

和美：一いつ旦たん、この場を離はなれた方がよさそうね。

恭二：そうしよう。またダメージを受けたり侵蝕されたらかなわん。

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Middle06◆誰が悪魔を殺したか




　街に徘徊するのは、無数の春日恭二となったものたち。

　身を隠かくし、その様子をうかがう墓守たち四人。

　このまま潜ひそんでいても、解決はしない。さて、どうするか？




ＧＭ：シーンが変わって、シーンプレイヤーは墓守。封鎖されたＫ市ですが、これだけ春日恭二を倒たおしても、まだまだ春日恭二は街に溢あふれています。全員登場です。

墓守：（ダイスを振る）侵蝕率は84だ。

恭二：私は82になった。

アリサ：あたしは87。

和美：私は80に届いていないわ。まだ余よ裕ゆうはあるってところかしら。

ＧＭ：すでに夜に差しかかっていますが、Ｋ市はいまだ封鎖されたままです。墓守たちは、現在は市内を見下ろせるビルに逃げ込み、対たい策さくを練るといったところです。

墓守：ネズミ、ここなら大丈夫そうか？

ＧＭ：「はい、周囲の空間に偽装を施しました。しばらくは大丈夫です」

墓守：そうか。で、街の春日恭二の様子はどンなもンだ？

ＧＭ：ビルから見下ろしていると、そこかしこで徘徊している動くものはみんな春日恭二のようですね。

恭二：なんだこの状況は……（笑）。

アリサ：街に春日恭二がいっぱいだぜ。

墓守：さっさとその〝ディアボロメーカー〟ってヤツをぶちのめすしかねェな。

和美：どこにいるかわかってるの？

アリサ：そうだぜ。居い場ば所しよとか知ってんのかよ。

墓守：知らねェよ。殺しまくって生きてるヤツが〝ディアボロメーカー〟だろ？　このまま逃げていても、敵が増えるだけだ。

恭二：問題の根本を解決しないとこの状況は続く。それには賛さん成せいだよ。

和美：でも、何故あの春日恭二たちはディアボロス仮面を狙ってくるのかしら。

恭二：わからんな。ただ、彼らにとって我われ々われオーヴァードの存在が脅威ということだろう。

墓守：この《ワーディング》の中で対たい抗こうできるのは、俺たちだけだからな。

アリサ：心当たりはないのかい、春日恭二。

恭二：何度も言うが、私は春日恭二ではない。私は、今まで噓うそをついたことは一度もない。

アリサ：ホントに？

恭二：ホントだ！

アリサ：噓の塊かたまりみたいなツラをしてよく言うもんだな（笑）。

墓守：しかし、本当に何故ヤツらはディアボロス仮面を狙ってくるンだ？

和美：ひょっとして、まだ隠してる情報があるんじゃないの。Ｒハンドアウトとかに。

墓守：ああ、そろそろ頃ころ合あいだな───。

和美：もしかして、何か知ってるの墓守くん？

アリサ：春日恭二に呼ばれてやってきたっていうのも、どうせ噓なんだろう？

墓守：そうとも。実はな、春日恭二の旦那を殺したのは───この俺よ。

アリサ：……えっ？




　今、明かされた衝しよう撃げきの事実。

　春日恭二を殺したのは、〝マスターグレイヴ〟墓守清正だった。




一同：えええええええっ───!?

恭二：お前かよ！

墓守：正せい確かくに言うと、Ｋ市グランドホテルに居た春日恭二を殺したのは、この俺だ。

アリサ：そりゃあ、可能性は疑ってたけど……！

墓守：ここで、Ｒハンドアウトを公開するぜ。




▼墓守清正用Ｒハンドアウト

ロイス：春日恭二劣れつ化かコピー　　　感情：Ｐ執着／Ｎ侮ぶ蔑べつ

　実を言うと、春日恭二を殺したのはキミだ。キミが殺した春日恭二は、春日恭二の出で来き損そこないの劣化コピーである。春日恭二のメールを受けてやってきたキミは、この春日恭二の劣化コピーを殺す必要があると思い立った。今は、自分が春日恭二殺人事件の犯人であることを伏ふせ、残るコピーを捜し出し、すべて倒たおすのだ。

公開条件：いつでも。公開すると次の情報を調べることができる。

情報：春日恭二劣化コピーについて




恭二：ほう、ロイスは春日恭二劣化コピーだったのか。

アリサ：あれは劣化コピーだったんだな。道理でおかしいと思ったぜ。

墓守：そういうことだ。で、ここであらためて春日恭二にロイスを結ぶ。Ｎハンドアウトのヤツは書き換わったからな。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、ここでミッションシーンが挿そう入にゆうされます。




　　　　＊　＊　＊




　昨日夜、Ｋ市グランドホテル───。

　その一室で端末を操作しているのは、春日恭二。

　背後から忍しのび寄よるようにやってきたのは、墓守清正だった。




墓守：あのとき、春日恭二の背後に現われたのは、俺だった。

アリサ：そうだったのか！

ＧＭ：「はっ!?　き、貴き様さまは……！　なんだ。墓守ではないか」

墓守：よう、旦那。

ＧＭ：「そう、〝マスターグレイヴ〟だ、そうだな」

墓守：俺を呼んだのは、あンたのはずだが。

ＧＭ：「そ、そうだったか？　ああ、そうだった。すまんな」

墓守：……ン？　様子がおかしいって気づくよな。

ＧＭ：何か様子がおかしいのはわかりますね。

アリサ：きっと、呼び出しの場所にいなかったから墓守が直ちよく接せつやってきたんじゃねえの？

墓守：おお、それだぜアリサ！　……本来の待ち合わせ場所にいなかったようだが。ずいぶンといいとこにいやがるなァ、旦那。

ＧＭ：「すまないな。そちらには急な用事ができたので行けなかったんだよ」

墓守：おいおい、冗じよう談だんはなしだ。俺も暇ひまじゃねェ。さっさと用よう件けんを言ってはくれねェか？

ＧＭ：「……用件か。ああ、その件はもう終わったのだ」

墓守：終わった？　さすがにあやしくなってきたな。

和美：どうやら、呼び出したのは彼ではないようね。

墓守：呼び出し自体は本物の旦那だったかもな。とりあえず、これを聞いてみよう。……そういや、あれからラーメン屋の女将おかみやガキとは連れん絡らくは取り合ってるのかい？

ＧＭ：「ラーメン屋？　ああ、連絡は取っているとも。もちろんだ」

墓守：そうかい、ありがとよ。槍を展開し、突き刺す───!!




「な、なぜ──」

　驚きよう愕がくの表情のまま、春日恭二の胸むねには墓ぼ碑ひ槍そうエピタフが突き立てられた。

　墓守は、倒れゆく春日恭二の形をしたものを、冷えた眼まな差ざしで見下ろしていた。




墓守：（低い声で）馬鹿野郎、旦那があいつらと連絡取るわけねェだろう。

ＧＭ：……ガタッ、春日恭二は倒たおれます。

墓守：とンだ偽者だな。化けてやがるのか。いや、そうじゃねェ。こいつは出来損ないだ。

ＧＭ：ネズミが「え？　死んじゃったんですか……？」と驚おどろきます。

アリサ：「〝ディアボロス〟殺しちゃいましたよ。大だい丈じよう夫ぶですか、大丈夫ですか？」

墓守：ああ、こいつは偽者だ。旦那と姿すがた形かたちは同じだがな。

ＧＭ：「でも、いいんですか？　この死体、このままだと……」

墓守：餌えさは撒まいといた方が、いろンなヤツが寄よってくるだろう？　敵も味方もな。

ＧＭ：ネズミはポンと手を叩いて納得します。「さすがマスターです！」

和美：今までのポンコツっぷりが噓のようね。つまり、墓守くんは真相を知っていたけど、ずっと知らない振りをしていた……そういうことになるわ（笑）。

墓守：そのとおりだ！　Ｒハンドアウトを開ける前の俺は、あくまでも真相を知られないように偽いつわっていた姿！

アリサ：ええええっ、そうだったのかよ～!!（一同笑）

墓守：そうだったンだよ。今決まったぜ。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：……と、ここで墓守のＲハンドアウトが公開されたので、「春日恭二劣化コピーについて」の情報収集を行なえます。〈情報：ＦＨ〉〈知識：レネゲイド〉、難易度は６です。

墓守：よし、これだ！　きっとこの情報から突とつ破ぱ口こうが開けるぜ！

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

墓守：〈情報：ＦＨ〉で。情報収集チーム二回目だ。侵蝕率84％なので、ダイス二個追加。（ダイスを振る）達成値は19。ネズミがいい仕事したぜ。

ＧＭ：墓守が殺した春日恭二は、ディアボロウィルスを培ばい養ようして作成された春日恭二の劣化コピーにすぎません。Ｋ市で多数精せい製せいされたらしく、《ウルトラボンバー》などによって拡かく散さんされた体液などに触ふれると、侵蝕されて非ひオーヴァードであれば数秒、オーヴァードであっても数日のうちに春日恭二化してしまいます。

墓守：げえええ！

ＧＭ：Ｅロイス《予告された終焉》によるもので、死亡の効果は《虚実崩壊》によって変えられており、代わりに春日恭二になります。これは説明したとおり。そして、このコピーは春日恭二本物の遺伝子に惹ひかれる習しゆう性せいを持っており、攻撃しようとします。

墓守：春日恭二の遺伝子に惹かれる……そうだな。というわけでバサッとネズミが調べた資し料りようを出し、解かい析せきは終わってるぜと差し出す。

和美：……ということは、やはりディアボロス仮面、やはり本物の春日恭二のようね。

アリサ：そうだ、あのコピーはみんな本物の遺伝子に惹かれるってことなんだから、本物だよな！　……ふう、これでようやくみんな信じるよな。

墓守：そういうわけだ。もういいンだぜ、旦那。

恭二：（ニヤリと笑って）君たちがどう思おうが私としては構わんが。

アリサ：もうこれで判明したからいいや。［ロイス：墓守清正］の感情を、疎外感から信頼に戻もどします（笑）。やっぱみんな最初からわかってたんじゃん！

墓守：そりゃあ、俺だってひと目見ればこいつが春日恭二の旦那だってわかるさ。

アリサ：お前は全然わかってなかっただろー！（一同笑）

墓守：あれは演えん技ぎ！　芝しば居いな？　Ｒハンドアウトで真相がわかっただろ。

アリサ：すげえ、今までのグダグダをみんなＲハンドアウトに押おしつけた！（笑）

ＧＭ：そんなテクニックもあるんだなー。




　素直に感心してしまったのである。




墓守：その仮面も、本物を狙ってくるコピーどもから身を隠すためだったというわけか。さすが旦那、用心深いこった。

恭二：……あくまでも、私はディアボロス仮面だと言っている。

墓守：オーケーオーケー、そういうことにしとこう、仮面の旦那。それでかまわねえ。俺は、敵を倒してこの街から出ることができればそれでいい。

アリサ：……なんだか、〝マスターグレイヴ〟が帰ってきたみたいだぜ（笑）。

墓守：悪わりィな。あー、しっかしバカの振りはつかれたぜー（笑）。

アリサ：信じてた、あたい信じてた（笑）。

和美：とりあえず、話を総そう合ごうすると、この封鎖されたＫ市では〝ディアボロウィルス〟から作られた春日恭二が増ぞう殖しよくしつつも、本物の春日恭二に惹かれているという状況なのね。

アリサ：しかも、そいつは最強の春日恭二を生み出そうとしている〝ディアボロメーカー〟所沢貞光が企たくらんだわけだ。

和美：そういうことね。元を絶たつには、その所沢博士を倒たおせばいいのかしら。

恭二：この街を封鎖しているジャームは、そいつの可能性が高い。

和美：今、私たちの側から乗り込むには情報が不足してるわね。

ＧＭ：そうですね。しかも、街はこの状況ですから、アジトを探し出すというのはかなり困難な状況だと思ってください。

墓守：だな。春日恭二コピーがうろついていやがる状況じゃ無理だ。

アリサ：どうすんだ？　おびき出す方向で考えるか。

和美：そうね。連中をおびき出せたらいいわけよね。

恭二：……ふむ。ならば私が囮おとりになろう。

一同：おおっ！

墓守：たしかに、あいつらは旦那の遺伝子に惹かれているようだが。〝ディアボロメーカー〟も、旦那の存在に固こ執しつしてるようだし。

アリサ：そういう意味じゃ、囮役にはぴったりだよな。

和美：でも、どうやって？

恭二：問題はそこだ。あれだけ私に執着してきたんだ、情報を流せば一気に集まるはず。

墓守：旦那を転がしときゃ、そこに寄って来るだろうからな。まあ、全部まとめて呼び寄せるには、旦那がどこかわかりやすいところに陣じん取どってそいつを一いち網もう打だ尽じんにするのが一番なンだがな。……ということは、俺の《怒ど濤とうの大だい蛇じや》の出番！

アリサ：おお、シーンに全部登場したら、そこを墓守が一気に！

恭二：そこまではいい、そのおびき寄せる方法だよ。街中に情報を流すことさえできれば。

アリサ：大声で触れ回るってわけにもいかねーし。

和美：その方法なら、ひとつだけあるわ───。

墓守：なンだと!?　そりゃ一体なンなンだ、和美！

アリサ：ちょっ、また和美って呼び捨てに（笑）。

和美：……今、一気に距きよ離り感を縮ちぢめられた気がしたわ。やはり12Ｄ回復が効いたわね。

墓守：ああ、即そつ効こうロイス取ったからな（笑）。で、その方法ってのは何なンだ？

ＧＭ：では、次のシーンで語ってもらいましょう。







◆Middle07◆切り札の存在




　無数の春日恭二が封ふう鎖さされたＫ市に溢あふれるという異様な光景。

　これは、〝ディアボロメーカー〟所沢貞光博士の狂気が生み出した産物だった。

〝謎の女パープルレイン〟鈴木和美は、この状況を解決する策さくがあった。




ＧＭ：では、シーン変わりましてシーンプレイヤーは鈴木和美。引き続き全員登場です。

和美：じゃ、みんな登場してね。

恭二：まず、この状況を突とつ破ぱするには、〝ディアボロメーカー〟と劣化コピーどもを誘おびき出すってことだったな。

和美：そうよ。私には敵を誘き出せる策があるわ。

恭二：くわしく聞かせてもらおうか。

和美：実は、このＫ市にひとりだけＵＧＮエージェントが残っているのよ。

墓守：……なに？

和美：あなたたちに協力する代だい償しようとして彼女を見み逃のがすと約束してほしい。

アリサ：その〝彼女〟ってのはどんなヤツなのさ。

和美：実は、今まで何度も登場しているわ。

墓守：うン？　そんなの今までいたっけか？

和美：いるわ。ＵＧＮエージェント〝トーキングレポーター〟喜き久く原はらさよこ……オープニングのローカルニュースに、何回も出てきたでしょう。

墓守：……あっ、あいつか！

和美：あのレポーターはＵＧＮのエージェントなの。私のＲハンドアウトを公開するわ。




▼鈴木和美用Ｒハンドアウト

ロイス：〝トーキングレポーター〟喜久原さよこ　　　感情：Ｐ庇ひ護ご／Ｎ憐れん憫びん

　東京近きん郊こうＫ市には現在ＵＧＮ支し部ぶは置かれておらず、ＵＧＮエージェント〝トーキングレポーター〟喜久原さよこがいるだけである。Ｋ市では、春日恭二殺人事件が起こるなど、状況が混こん乱らんしている。ＦＨエージェントに紛まぎれながら、彼女の状況を調査するのだ。

公開条件：いつでも。公開すると次の情報を調べることができる。

情報：喜久原さよこについて




和美：つまり、〝トーキングレポーター〟を救出できれば放送で誘き出せるはずよ。

墓守：なるほどな。まさかマスコミの姉ちゃンと知り合いだったとはなぁ。

和美：……え？（笑）

墓守：いやぁ、でも安心したぜ。突とつ然ぜん深しん刻こくな顔で言い始めるからさー、まさかあンたが実はＵＧＮのスパイだとか言い出すンじゃないかと思っちまったぜ。はっはっはっ！

アリサ：いやー、あたしも不安だったぜ。その場合には殺さなきゃならないかと。

和美：ええ、そうね（笑）。

ＧＭ：ああ、まだふたりとも気がつかない方向なわけですね。

恭二：いや、あえて気がつかない振りかもしれんぞ（笑）。

和美：墓守くんがポンコツなんだか切れ者なんだかわかんないわね（笑）。

ＧＭ：では、ミッションシーンを挿入したいと思います。




　　　　＊　＊　＊




〝謎の女〟鈴木和美は、ＵＧＮを裏切り、ＦＨに転向したという。

　それは、あくまでも表向きのことだ。彼女は、まだＦＨへの潜せん伏ぷく任にん務むを続けている。

　あくまでもＵＧＮエージェントとして、霧谷雄吾きりたに・ゆうごの新たな指令を受けるのだった。




ＧＭ：シーンは、〝マスターマインド〟からの連絡を受ける直前、鈴木和美は秘ひ匿とく回線を使用して〝リヴァイアサン〟霧谷雄吾と接触しているところです。

和美：オープニングの直前ね。わかったわ。

ＧＭ：「先ほど、〝トーキングレポーター〟からＫ市のニュースが伝えられました。春日恭二が何者かに殺され、他殺体で発見されたと」

和美：なるほど。現在、Ｋ市には彼女が派は遣けんされているだけだとうかがいましたが。

ＧＭ：「そのとおりです。Ｋ市では異変が起こり始めているようです。彼女には、事じ態たいに対たい処しよできる戦せん闘とう力りよくはありません。情じよう勢せいの異変をうけ、ＦＨエージェントが潜伏する可能性もあります。気づかれないよう彼女と接触し、救出してください」

和美：わかりました。こちらも調査してみます。

ＧＭ：と、それと入れ替わるように〝マスターマインド〟からの通信がありました。




　　　　＊　＊　＊




和美：という事情よ。みんなには明かさないけど。これで、「喜久原さよこについて」の情報が調べられるわね。

ＧＭ：はい、喜久原さよこについて情報収集ができるようになります。〈情報：メディア〉、〈情報：ＵＧＮ〉で、難易度は７です。

和美：80％を超こえたのでダイスが二個に。（ダイスを振る）……クリティカルして、25よ。

ＧＭ：おお、高い！　ばっちりわかります。




〝トーキングレポーター〟喜久原さよこ。Ｋ市にひとり残されたＵＧＮエージェントで、Ｋ市ローカル情報番組のレポーターで二〇代半ばの女じよ性せい。現在Ｋ市が封鎖されており、孤こ立りつしている。Ｋ市放送局にひとりでいる可能性がある。

　オーヴァードであり、《タッピング＆オンエア》と《機械の声》のエフェクトを使用でき、この能力を使用すればいかなる状況でも放送ができる。




和美：つまり、Ｋ市放送局を解かい放ほうしてディアボロス仮面の正体を明かし、本物はここにいるぞって放送すれば春日恭二コピーはみんな集まるはずよ。

恭二：なるほどな。

アリサ：つまり、春日恭二コピーがうろつく市内を突破して放送局に向かうわけか？

和美：展開的にはそうなるかしら。

墓守：……なら、こういうのはどうだ？　一方がその〝トーキングレポーター〟を救出に向かっている間、もう一方はその春日恭二コピーに対処するというのは。

恭二：ふむ、二手に分かれるということか。

和美：そうね。放送局に向かう方が、「春日恭二はここにいるぞ」ってメッセージを動画にして持っていけば、すぐに放送もできるし。

墓守：おお、さすがだぜ！　今はスマホに動画も録画できる時代だもンな。

和美：ＧＭ、今後の展開としてはどうなの？

ＧＭ：実は、ここで市内を突破して救出に向かうというイベントを考えていましたが、二手に分かれるというのはたしかにアリだと思います。なるほど……。




　この後はシナリオの予定とは違う展開となったので、多少変更することになった。




ＧＭ：えー、では少々イベントを変更しましょう。二手に分かれる場合、一方が春日恭二コピーを引き受け、一方が放送局に向かえることにしましょう。

一同：おおっ！

恭二：では墓守よ、私と一緒に来てくれるか？

墓守：ああ、そのために俺はこの街に来たンだぜ。よろしくな、旦那。……と手を差し出す。

恭二：いや、握あく手しゆはすべてが終わってからにしよう。

墓守：ちっ！　かっこつけやがって。……だが、それがいい（笑）。

和美：私は、墓守くんとアリサちゃんにロイスを結んでおくわ。

ＧＭ：はい。では、シーンを終了してふたりのシーンに。







◆Middle08◆墓守と始末屋




　四人のオーヴァードたちは、これから分ぶん離り行動を取る予定だ。

　アリサは、別行動をとることになる墓守に声をかける。

　仲間意い識しきか、それとも別の何かか───。




ＧＭ：では、ご要望がありましたので、墓守とアリサのシーン。シーンプレイヤーは、そうですね。アリサにしましょう。

アリサ：じゃあ、出発する前に墓守を呼び出すよ。あたし、シーンプレイヤーだしね。

ＧＭ：じゃあ、二手に分かれる直前に、アリサは墓守を呼び止めました。

墓守：……なンだ？　悠ゆう長ちように話してる時間はねェはずなンだけどなァ。

アリサ：すぐにすむさ。そう言って墓守の腕を捻ひねり、こいつは大丈夫なのかい？　あたしを庇かばったときのだろ。

墓守：掠かすり傷だ。それに、おめェが助かったンなら、それでいいじゃねェか。

アリサ：戦せん術じゆつ的てきには正しいけどな。自分の頑がん丈じようさを過か信しんしてると早死にするぞ。お前に死んでもらわれると困る。

墓守：（にやりと笑って）俺は不死身だぜ？　……それに、目の前でガキに死なれる方が、よっぽど寝ね覚ざめが悪い。

アリサ：ふん、小こ僧ぞうが。精神年ねん齢れい的てきにはあたしの方が年上だ！　こう見えても精神的には数百歳分を引き継いでるんだ。

墓守：俺にとっちゃガキはガキだ。

アリサ：相変わらずだな。だが感かん謝しやはするよ。とんっと墓守の刺青いれずみに触さわると、そこが白い輝かがやきに包まれる。《水すい晶しようの剣けん》を使う。これで、墓守の攻撃力は＋４される。




　ぼうっと、墓守の刺青が光に包まれる。

　その刺青を通じて、墓ぼ碑ひ槍そうエピタフに力が宿ったのを感じた。

　数百年間受け継がれてきた、トツカの神しん秘ぴ的てきな力だろうか。




アリサ：お前のエピタフもトツカも似にたようなもんだ。少し強化しておいた。死んでいった者たちの想いが、きっとあんたの背せ中なかを押おす。

墓守：女はロマンチストだねェ。一瞬だけ槍をフッと展開する。そうすると、近くにあった鉄の棒ぼうがスパンッと切れる。

ＧＭ：では、解かい体たい中のビルにあった鉄てつ骨こつが、まるでガラスの表面のようにきれいな切り口を見せて切せつ断だんされ、重い音を立てました。

墓守：───ほう、いい具合だ。まじないよりは効きき目がありそうだな。

アリサ：当たり前だ。あたしはノイマンだ。現げん実じつ的てきなことしかしないさ。ロマンじゃない、お前に死んでもらっちゃ、あたしが殺せないからさ。




　一三歳の始末屋は笑う。

　殺すという感情とやりとりにおいてのみ、コミュニケーションができる。

　そういう生き方こそ、オーヴァードの力を自由に使うという欲よく望ぼうに殉じゆんずるというもの。

　あたしがお前を殺す───。

　殺すに足る価か値ちがあるという感情の表現であった。
















アリサ：価値あるオーヴァードには、それまで死なれちゃ困るんだよ。

墓守：ははっ！　やっぱりおめェはロマンチストだよ。つくづくな。

ＧＭ：ふたりのオーヴァードを、月の光が照らしています。

墓守：おめぇも死ぬなよ、アリサ。

アリサ：はっ、それこそどっちに言っている、小僧が。にやりと笑って去る。




　　　　＊　＊　＊




アリサ：ふう……。なんか安定してきたぜ。あたしたち、今ちゃんと『ダブルクロス』してる！（一同笑）

ＧＭ：途と中ちゆうの知力低下が噓のようですね。

墓守：たんどーさんがこんなシナリオ作るからだろ！（一同笑）

ＧＭ：い、いやあ。ここまで面白くなっちゃうとは思わず（笑）。

和美：気にしないで。Ｒハンドアウトを開けたとき、すべては演技だということにして見事に過去に葬ほうむり去っているから（笑）。

墓守：よかったよかった。Ｒハンドアウト最高。そうそう、やっぱりこれがないとね！

ＧＭ：では、シーンを終了しましょう。







◆Middle09◆Ｋ市放送局への道




　市中央にあるＫ市放送局。そこに〝トーキングレポーター〟がいる。

　彼女を救出し、春日恭二のコピーたちを誘き出す。

　それが、この事態を解決するために示しめされた方法であった。




ＧＭ：それでは、まずはＫ市放送局に向かったアリサと和美のシーンから。シーンプレイヤーは鈴木和美です。

和美：（ダイスを振る）……１。それでも80％は超こえているわ。86よ。

アリサ：おう、あたしはギリギリ99％。

ＧＭ：これからＫ市放送局に向かうわけです。周囲には多くの春日恭二が徘はい徊かいしていますが、彼らに見つからないように行動する必要があるでしょう。

和美：それは、メジャーアクションになるかしら？

ＧＭ：そうですね、メジャーアクションということで。Ｋ市放送局に潜せん入にゆうするわけですから、周囲を警けい戒かいする〈感覚〉判定ですね。ふたりで判定して、合計の達成値が高ければ高いほど、クライマックスの戦闘に合流できる時間が短たん縮しゆくできるとしましょう。……40マイナス達成値で、十の桁けた分のラウンド後に登場できる、最低１ラウンド後としましょう。

アリサ：つまり、ふたりで合計して30以上の達成値が出るといいわけだな。

和美：わかったわ、まずは従者に範はん囲いで《狂戦士》を使用させましょう。

墓守：《狂戦士》！　戦場で猛たけり狂くるった戦士のように警戒するのか！（一同笑）

和美：そういう強い集中力を使うってことよ。じゃあ、行くわよアリサちゃん。《戦いくさ乙女おとめの導みちびき》《狂戦士》《ポイズンフォッグ》を使い、範囲でふたり分。現在侵蝕率93％よ。

アリサ：おっ、これでクリティカルも下がるのか。

和美：そうよ。これで救出できるわね。

アリサ：……だが、あんたをこのまま逃がすと思っているのかい、〝謎の女パープルレイン〟……と言いながら、トツカを抜く。

墓守：あ、気づいてた！（笑）

アリサ：さすがにな！

和美：……そう。なら顔色を変えずに言うわ。「喜久原さよこを逃がすのは約束よ」

アリサ：約束なんてクソッ喰くらえだ。ＦＨのやり方はわかっているだろう？　ＵＧＮを助けるために、なんで手伝わなきゃならない。

和美：この状況を解決するため……だったらいいかしら？　それと彼女を助けるため。

アリサ：ふうん、自分を見み逃のがせって、言わないんだな。

和美：あなたならその理由はわかるでしょ？

アリサ：はっ！　左京の言ったとおりの女だ。

墓守：左京はかつて和美の仲間だったもンな。

アリサ：お前はマスタークラスの人間と〝ディアボロス〟を相手にして一歩も引かず、戦えもしないのに仲間のために命を張はった。そのオーヴァードとしての覚かく悟ごは認みとめてやる。

和美：ありがとう。にこりと微笑ほほえむわ。

アリサ：まったく。お前ほどＵＧＮらしいヤツはいないぜ。

和美：褒ほめ言こと葉ばと思っておくわ。

ＧＭ：はい、では判定をどうぞ。

アリサ：ということで《天てん性せいのひらめき》も使う。

ＧＭ：おお、それがあればばっちりいけそうですね。

アリサ：でも、これで[image: 103]％だー。（ダイスを振る）……おっ！　すごい、クリティカルしまくって〈知覚〉の達成値64！

墓守：おー、すげェ!!

和美：（ダイスを振る）ちなみに、私は達成値23ね。

ＧＭ：……足したら87。もう想定した数字を完全に突破しましたね。しかし、合流にかかるラウンド数は最低１なので、次の戦闘への登場は２ラウンド目からとなります。




　集中力を強化されたアリサには、Ｋ市放送局までの地図が立体的に思考できる。

　研とぎ澄すまされた感覚とトツカの誘ゆう導どうが、敵の気配を的てき確かくに捉とらえた。それは、高こう性せい能のうなレーダーのようなものとなる。

　最短距離を割り出し、〝トーキングレポーター〟喜久原さよこがいる場所まで把握した。




アリサ：……ここだ！　Ｋ市放送局に続く排はい水すい溝こうから突破！　そしてエレベーターシャフトを伝って、なんなく降りていくぜ。

ＧＭ：春日恭二コピーたちもアリサと和美の様子に気づくこともなく、Ｋ市放送局に侵しん入にゆうできました。

和美：私も高い目を出したんだけど、アリサちゃんについていくのがやっとだったわ（笑）。

アリサ：おい、こっちだぜ。人の気配がする。

ＧＭ：そうやって、アリサの先せん導どうで向かうと、放送室にはひとりの女性が机の下に隠かくれるようにしています。

和美：《ワーディング》の中でも活動できるんだからオーヴァード……〝トーキングレポーター〟喜久原さよこね。

ＧＭ：はい、今朝のローカルニュースに登場していた彼女です。「……はっ!?　もしかしてＦＨチルドレン!?　もしかして感づかれた！」

アリサ：そのとおりだ！　今すぐ始末してやろうか！

ＧＭ：「ひいっ!?」

和美：安心して、〝トーキングレポーター〟。彼女とは取引したから。

ＧＭ：「あ、あなたは……〝謎の女パープルレイン〟鈴木和美!?　ＵＧＮを裏切ったんじゃ」

和美：その情報はあくまでもフェイク。あなたを助けに来たわ。《竹ちく馬ばの友》を使っておきましょう。相手がエキストラなら、オーヴァードにも効果あるわ。

ＧＭ：すると、喜久原さよこは「本当ですか！　よかったぁ。番組を利用して外部に救きゆう援えん要よう請せいの合図を送った甲か斐いがあります～」と安心します。

和美：やはりそうだったのね。ここから脱出する前に、ひとつお願いがあるの。今から指定する映像を、Ｋ市全域に流してもらえないかしら？

ＧＭ：「それなら可能ですが、一体どうして？」

和美：あなたの力で誘き出したい相手がいるのよ。リアルタイムで放送できる？

恭二：では、こちらも動画配信の準じゆん備びを。最近の携けい帯たいなら、動画も鮮せん明めいに送れるだろう。

和美：じゃ、お願い。急いで。

ＧＭ：「はい！」喜久原さよこが放送機材に触れると、《タッピング＆オンエア》と《機械の声》でＫ市市内に対して放送する準備ができます。ここでシーンを切り替えます。







◆Middle10◆悪魔たちの群れ




　Ｋ市中央から市内全域を見下ろすことができる、展てん望ぼうタワー。

　街おこしの一いつ環かんとして作られたものだが、最近は使われず寂さびれている。

　しかし、敵を誘き出すには格かつ好こうの場所であった。




ＧＭ：それでは、ディアボロス仮面と墓守。シーンプレイヤーは墓守としましょう。

恭二：さて、我々は彼女たちが放送局に向かっている間、春日恭二コピーを迎むかえ撃うつことになるのだが。

墓守：おお、展望台とかがあるタワーの上とか、そういう場所で待ち受けようぜ。

恭二：あとは、放送の準備を整えればいいんだな。

墓守：スマホで動画送ればリアルタイムでできるだろう。

恭二：では、その辺の操作は任まかせる。

墓守：おうよ。

ＧＭ：〝トーキングレポーター〟の能力がありますから、撮さつ影えいには問題ありません。じゃ、向こうから準備ＯＫの合図が来たということで。

和美：メールで送るわね。「準備完かん了りよう」って。

恭二：うむ。では───。




「諸しよ君くん、突然の電波ジャックを失礼する」

　Ｋ市のテレビ、ラジオは乗っ取られ、ディアボロス仮面の声を届とどけた。

　Ｋ市駅前にある大型スクリーンも、その姿を映うつす。

　春日恭二の本物を求めて捜さがすコピーたちも足を止め、見上げた。

　間違いない、ヤツこそが本物の───。




恭二：この放送を見る者は、限かぎられることと思う。だが、この放送を見た諸君。喜びたまえ、諸君が求める者はここにいる。

墓守：旦那、大した役者だねぇ。

恭二：では、ここで仮面を取ろう。───もちろん、その下には私こと〝ディアボロス〟春日恭二の顔があるのだ。

ＧＭ：すると「あれは？」「春日恭二！」「間違いない！」と、放送を見た無数の春日恭二コピーたちが騒さわぎ出します。

恭二：私は諸君を待っている。さあ、この塔とうの下に集つどえ。宴うたげが始まる───。

墓守：宴！　悪魔の宴だ！

ＧＭ：おお、ちゃんとトレーラーにも書いた！　「そして始まる、恐きよう怖ふの宴」と！

恭二：そうだ、恐怖の宴を始めよう──。

墓守：しびれるねェ……！

アリサ：さすが悪役ＮＰＣっぽいセリフだぜ。今はＰＣだけどな！（笑）

ＧＭ：すると、ふたりがいる展望台に、ばばばばばっとコピーの群れが集まってきます。

恭二：さて、あと二分というところか。

墓守：ザコは引き受けた。あンたには本命を譲ゆずってやるよ、旦那。

ＧＭ：では、墓守が展望台から見み渡わたすと春日恭二コピーがそこかしこから押おし寄よせてきます。




　夜のＫ市市街に、春日恭二の姿をした無数の群れが跋ばつ扈こする。

　ある者はビルの谷間から、ある者は路地の陰から、砂さ糖とうに引き寄せられた蟻ありのように、仮面を外した春日恭二がいる展望タワーに群むらがってきた。




墓守：おお、来た来た！

ＧＭ：その数は、ざっと一〇〇トループほど。

一同：一〇〇!?

恭二：一トループ一〇人と仮か定ていしても、千人はいるのか……。

ＧＭ：「マスター、多いです！　多すぎます！」あまりの数にネズミも悲鳴に近い声を上げます。それが視し界かいいっぱいに迫せまってきます。

墓守：だが、視界いっぱいってことは……シーン攻撃の対象だな！（笑）

ＧＭ：ただ、展望タワーを登ってきたコピーが三グループほどやってきています。こいつらは《さらなる絶ぜつ望ぼう》×３で登場させました。

墓守：なるほどな。そいつらをしのいで、残りの連中を片かたづければいいってわけか。

ＧＭ：ええ、この三トループ以外のコピーたちは、展望タワーにやってくるまで１ラウンド以上かかりますので。

和美：１ラウンド後、千人の春日恭二が押寄せるというわけね。

墓守：トツカの姫さンじゃねえが、連中にはオーヴァードの誇りなンてなさそうだな。

恭二：だが、尋常な数ではないのはたしかだぞ。

ＧＭ：ネズミが、「敵の正確な数は───」

墓守：数えなくていい。……じきにゼロさ。




　夜のＫ市に群むらがる〝ディアボロス〟の行軍を眼がん下かに見下ろし、墓守は言った。

　無数の劣化コピーも、このエピタフがあれば、あっという間だと。

　凶暴さとともに、頼たのもしさを感じさせる笑みであった。




墓守：じゃあ旦那、本命は頼たのむぜ。

恭二：任せてもらおう！

墓守：そうそう、あンたのそういう面つらが見たかった。Ｔ市で見た、〝悪魔〟の面をな。

恭二：……Ｔ市？　すべては過去のことだ。

墓守：……へっ！　じゃあ、俺はぽンっと展望台から身を乗り出す！

ＧＭ：すると、空中の三方向から、ぶわーっと一いつ斉せいにコピーがやってくる！

墓守：《異形の歩み》があるから、軽やかに鉄骨から鉄骨を渡わたり……エピタフ！　と叫さけぶと白い槍が降り注そそぐ！




　市街のいたるところに、白はつ骨こつの槍が降り注いだ。

　まるで生き物のようにうねり、無数に分ぶん裂れつし、アスファルトを貫つらぬいて乱らん立りつする。

　これから死にゆく者に捧ささぐ墓ぼ碑ひ銘めいを刻きざむ槍エピタフ───。




ＧＭ：墓守がエピタフを展開したところで簡略的な戦闘ラウンドとして処しよ理りしましょう。

墓守：おお、了解だ。

アリサ：あたしたちは次のラウンドから？

ＧＭ：はい、そうなります。つまりは、合流してないんで墓守と春日恭二は次のラウンドからでないと支し援えんを受けられないとします。

墓守：まあ、分離行動したからな。

ＧＭ：そして、ここで千人以上の春日恭二コピーの存在を討うち漏もらした場合、戦闘続行とはしませんが、クライマックスの戦闘にも大きく影えい響きようすると思ってください。

墓守：おうよ！

和美：そうね。まともにトループ一〇〇グループと戦闘するとか、ちょっと大変よね。

ＧＭ：はい、そういうことです。まずはセットアップで使えるエフェクトをどうぞ。

墓守：まずは《フルパワーアタック》を宣言。

恭二：先に言っておくが、私はこの戦闘は待機を選せん択たくする。

墓守：それでかまわねェよ。あンたの出番はこの後だ。

ＧＭ：では、墓守が力を溜ためたところで、春日恭二コピーたちは《破は壊かいの爪》《ハンティングスタイル》と爪をむき出しにし、三方向から襲しゆう撃げきします！

墓守：そいつらは《復ふく讐しゆうの刃》で反はん撃げきする！




　墓守に、一斉に春日恭二コピーたちが襲おそいかかる。

　攻撃はすべて命中。しかし、《復讐の刃》によるカウンターで反撃する。

　結果、墓守の【ＨＰ】は63点まで減へらされたものの、すべて返かえり討うちにした。




ＧＭ：ざしゅ！　コピーの爪が切り裂さくも、墓守の操る逆ぎやく襲しゆうのエピタフが三〇人ほど次々に貫いていく。「こ、こいつ……」

墓守：喰くらいな！　最後のヤツに78点のお返しだ。

ＧＭ：そして、あっという間に先行してやってきた三〇人ほどの春日恭二コピーが片かたづけられてしまい……。

墓守：ああ、やっぱり切れ味鋭するどいぜ、トツカの一族のまじないはよォ。

ＧＭ：……で、残り千人ほどの春日恭二コピーが全力移い動どうしてタワーに迫せまります。次のラウンドにはやってくるでしょう。

墓守：じゃあ、今度は俺の番だな。現在、侵蝕率[image: 136]％。エピタフ解放！




　───命ある限り輝かがやいていろ。

　───思おもい悩なやむな。

　───人生は短く、

　───時は常に対たい価かを求める。




墓守：マイナーアクションで《スーサイドセルフ》。【ＨＰ】20点を消費。ダメージが25点上じよう昇しよう。メジャーアクションは《コンセントレイト：エグザイル》《貪どん欲よくなる拳こぶし》《伸しん縮しゆく腕わん》、そして《怒ど涛とうの大蛇》で攻撃だ。（ダイスを振る）うおおお、低い！（笑）　達成値は28！

ＧＭ：実は、全員が《イベイジョン》だからその達成値は躱かわせないのです。

墓守：よおし、安心した！　全員命中。シーン全体に、ダメージ99点！




　瞬間、Ｋ市には無数の墓碑が屹きつ立りつしていった。

　全域の地面から生え出したエピタフが、春日恭二コピーを次々に追つい尾びしていく。

　市内を埋め尽くした〝ディアボロス〟の群れは、為なす術すべもなく串くし刺ざしにされていった。




墓守：パチッと指を鳴らすと、全員爆散していく。

ＧＭ：コピーを貫いた槍が、そのまま内部から破壊していくわけですね。

墓守：……というところで手元に伸のびてきた槍が近くの壁かべにドンと突つき刺さり、それに摑つかまって自分の体を保ほ持じする。あとは任したぜ旦那！

ＧＭ：そして、《暴食の胃袋》の効果で、クリンナップに【ＨＰ】１Ｄ10点を失います。（ダイスを振る）では、８点減げん少しようです。

墓守：残り35点。まだまだ。

恭二：だが、ずいぶん減へったな。

墓守：たしかにな。攻撃一発耐えられるかどうか。

ＧＭ：すると、その死んでいったコピーたちの遺い体たいが、内部から何かに侵蝕されていくように消化されていきます。

墓守：うン？　まさか、〝ディアボロウィルス〟に食われてるってのか……！

ＧＭ：お互いを侵蝕し、まるで菌きん類るいが生せい存ぞん競争をするかのような光景になっていきます。

恭二：〝ディアボロウィルス〟同士が、お互いを食い合っているのか？




　驚きよう異い的てきな生命力であった。

　肉体を破壊されてもなお何かを喰らい、生きながらえようとする。

　これが〝悪魔〟のウィルスだというのだろうか───。




墓守：……気色悪りィ、アメーバが獲え物ものを消化しているみたいだぜ。

恭二：今のＫ市は《暴食の胃袋》で誰かの精神的胃袋になっているからな。

墓守：なるほどな、補食し合って残ったのが最強の春日恭二になる、と。

恭二：……いや、Ｋ市を〝胃袋〟にしているヤツが最強になるのかもしれん。憶おく測そくだがな。

墓守：そうか、その可能性もあるのか。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：……では、ザコも片かたづけたところで、クライマックスに移うつろうと思います。その前に、ロイスの整理などありましたら。

墓守：俺はＳロイスをネズミにしとく。

アリサ：あたしのＳロイスは黒須左京にしとくか。

和美：私は、今回のＳロイスは〝トーキングレポーター〟にしておきましょう。

ＧＭ：おや、彼女をＳロイスにしたのですか。

和美：今回のシナリオは、やっぱり彼女がいいんじゃないかと思って。

アリサ：切り札だったもんな。しかも、ばれずに救出する任務だったし。

和美：ふふふ。

恭二：さすが、油断のならない女だ。

ＧＭ：で、ディアボロス仮面はどうしますか。

恭二：こっちはクライマックスまで待ってみよう。おそらく、こいつはロイスを結ばねばならん相手が出てくるはずだ。

ＧＭ：なるほど。

恭二：というわけで、準備は整った。いつでもきたまえ。

ＧＭ：わかりました。それではクライマックスフェイズとなります。







　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆悪魔を継ぐ者




　無数の春日恭二かすが・きようじコピーたちは、すべて墓守はかもりの墓ぼ碑ひ槍そうによって葬ほうむられた。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが、Ｋ市展てん望ぼうタワーに訪おとずれる。

　しかしそれは、新たな敵てきの出しゆつ現げんを告げるまでの余よ韻いんでしかなかった。




ＧＭ：これよりクライマックスフェイズになります。シーンプレイヤーは春日恭二。先ほど、墓守が無数の春日恭二コピーを片かたづけたＫ市展望タワーです。

和かず美み：私わたしたちも合流できるわけね。

ＧＭ：はい、侵しん蝕しよく率りつをどうぞ。

恭二：（ダイスを振ふる）７。これでちょうど[image: 100]％だ。

和美：私、なんと99。衝しよう動どう判はん定ていで上がるでしょうけど。

墓守：俺おれは、[image: 147]％になった。

アリサ：[image: 109]％。あたしも登場だ。

墓守：よう、ふたりとも。誘おびき出しは上手くいったぜ。

アリサ：そうみたいだな……って、ここで仮か面めんを取った春日恭二に気づく。やっぱり！（笑）

恭二：すまんな（笑）。だが、仮面はゆえあってつけ直す。

ＧＭ：つけ直すんですか（笑）。いいでしょう。では、そんな春日恭二の前に、まずは白衣の人物がやってきます。髪かみは乱みだれ気味で、目には狂きよう気きの光をたたえた人物です。

恭二：貴き様さまが、所沢ところざわ博士か。

ＧＭ：「私が作り出した〝ディアボロス〟たちをこうも簡かん単たんに片づけてしまうとは……」

墓守：ハッ！　歯ごたえがねェ悪あく魔まだったぜ。

ＧＭ：すると、そこにもうひとり現あらわれます。それは───。




　「では、本物の〝悪魔〟ならどうかね」

　そう言いながら現われたのは、白いスーツと銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね、長ちよう髪はつの男だん性せいだ。

　〝ディアボロス〟春日恭二その人である。




墓守：なンともおぞましい。またコピーか？　いや、……あいつは確かく実じつにやばいな。

ＧＭ：はい、その威い圧あつ感はこれまでのものとはまったく違ちがいます。そして、その雰ふん囲い気きはまさに春日恭二本人のもののように思えます。

墓守：いや、本物の旦だん那なはもうここにいる。そいつは偽にせ者もののはずだ。

ＧＭ：……と墓守が言っていると、この春日恭二の足元に、うじゅるうじゅると春日恭二コピーだったものがまとわりついていますが、逆に吸きゆう収しゆうされているのがわかります。

墓守：……あ、こいつが《暴ぼう食しよくの胃い袋ぶくろ》の主ってことか。

和美：でも、コピーは本物の遺い伝でん子しに惹ひかれるということだったわね。そのコピーが肉にく片へんになっても惹かれるってことは……。

墓守：こいつも本物ってことか？　どういうことだ？

恭二：私は、お前たちを殺すために送おくり込こまれたのだ。私の名前は春日恭二、だがその実じつ体たいは春日恭二ではない。

墓守：……は？

アリサ：へ？　ど、どういうこと？

墓守：いや、仮面を外した旦那は、春日恭二の本物じゃない、のか？

ＧＭ：「本物の〝ディアボロス〟がどこにいるか、言うまでもなかろう？」

恭二：ああ、そうだな。私もそのことは知っている。

墓守：じゃ、じゃあ、こっちにいる旦那は……？

恭二：ここでＲハンドアウトを公開しよう───。




▼春日恭二Ｒハンドアウト

ロイス：〝プランナー〟都築京香つづき・きようか　　　感かん情じよう：Ｐ慈じ愛あい／脅きよう威い

[image: ]

　キミは春日恭二ではない。〝プランナー〟都築京香によって作られた春日恭二のクローンであり、そのバックアップだ。〝プランナー〟はキミに告げる。Ｋ市に現われた春日恭二が暴ぼう走そうしていると。キミは、正体を伏ふせて、暴走する春日恭二を止めなくてはならない。そう、春日恭二として。

公開条じよう件けん：正体を明かすと決めたとき。




恭二：私は、春日恭二ではない。そのクローンだ。

一同：なんだってっ～～～～～～!?（笑）

アリサ：ええええっ、マジで!?　どういうことだよ！

墓守：じゃあ、仮面の旦那は偽者だった……？

アリサ：墓守が当初本人だと気づかなかったのは偽物だったからか！（笑）

恭二：結けつ構こう難むずかしいＲハンドアウトだったが、仮面のおかげで何とかなった。

ＧＭ：ご苦労様でした、前回のセッションで菊きく池ちさんならやってくれると信じてました！

和美：そう、クローンだったのね。春日恭二の劣化コピーが本物の遺伝子に惹かれるというのも、遺伝子をコピーしてたからだったと。

ＧＭ：はっ、そうなります。

恭二：実は、私はバックアップなので前回のシナリオのことは全然知らなかった（笑）。だから、墓守にラーメン屋の親子のことを聞かれても答えられなかったのだ。

墓守：ホントだ。あそこで反はん応のうされたら俺殺してたわ（笑）。

恭二：なので、はぐらかすことしかできないし、「それ以上でもそれ以下でもない」と答えるしかなかったのだ。

墓守：てっきり仮面被かぶってるからそういうロールプレイしてるンだと思っていたが。

ＧＭ：では、ここでＰＣ①である春日恭二クローンのミッションシーンが始まりますよ。




　　　　＊　＊　＊




　彼かれは、培ばい養よう液えきの中で生まれた。

　春日恭二の身に何かがあったときのバックアップ。それが彼が作られた理由。

　彼は、あの〝ディアボロス〟のクローンであった。




ＧＭ：あなたはクローンの培養槽そうから目覚め、〝プランナー〟都築京香から白いスーツと銀縁眼鏡を渡わたされます。

恭二：スーツに袖そでを通し、眼鏡をかけよう。で、私のオープニングに続くのだな。

ＧＭ：はい、このミッションシーンはその直前なんですね。春日恭二という存そん在ざいが何者であるかということについては、すでに記き憶おくがあります。

恭二：わかった、自分が何者かはすでにわかっているし、この〝プランナー〟という人物が何者なのかもわかっているんだな。

ＧＭ：そのとおりです。そして一〇歳さいくらいの少女に見える都築京香が、「あなたには、使命があります。このままだと、〝プラン〟に障害が生じます」と。

恭二：私の使命？　春日恭二のバックアップとしてのものか。

ＧＭ：「Ｋ市という街で、春日恭二が暴走しています。あなたは、その暴走を止めなければなりません。〝ディアボロス〟春日恭二として」

恭二：私の暴走を止めるのは、私の使命ということか。

ＧＭ：「そのとおりです。あなたは春日恭二の遺伝子を複ふく写しやしたクローン。暴走した春日恭二は、あなたの遺伝子に惹かれます」

恭二：なるほど。私自身を囮おとりにして暴走した春日恭二を誘き出すということか。

ＧＭ：「Ｋ市では、すでに春日恭二が殺害される事件が起きました。しかし、それは始まりにすぎません。春日恭二の死を探さぐろうと、あなたのことを知る者もやってくるでしょう」

恭二：そうか。では、この仮面を使おう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：……と〝プランナー〟都築京香から使命を与あたえられたのです。

墓守：そうだったのか……。

恭二：そうだ、私は春日恭二であって春日恭二ではない。本体に何かあったときに目覚めるはずだったクローンだ。

アリサ：結構びっくりしたぜ。じゃあ、その目の前にいる春日恭二は？

和美：……暴走した本物の春日恭二ってことかしら？

墓守：待ってくれ、あンたが本物の旦那だったってのか？　第一話でラーメン屋の母子を救ったのは、あンたなのか？

ＧＭ：「答える必要もなかろう。戦って最後に残ったものが本物だ」

墓守：くっ、こいつが本物かもしれないって疑うたがいが晴れねェ！

ＧＭ：「ディアボロウィルスによってあらゆるものを侵しん蝕しよくし、食い合い、淘とう汰たし、生き残る……そしてすべてを補ほ食しよくし尽つくし、生き残った存在こそが真の〝ディアボロス〟となる」

墓守：そうか、あンたはそうやって最強を目指すってわけか。

恭二：そのために、〝ディアボロメーカー〟と組んだというわけだ。

ＧＭ：すると所沢博士が言います。「そうだ！　いかなる環かん境きようでも生き残り、いかなる環境でも死なぬ……その最強の生物こそが次の時代を作るのだ！」

墓守：なるほどな。ひでェ夢ゆめだ。

恭二：たしかに、悪魔の夢だな。

アリサ：でも墓守の目的は春日恭二の劣れつ化かコピーを倒たおすことだろ？　Ｒハンドアウト的に。

墓守：───そうだな。じゃあ、勝った方が本物ってことだ。

アリサ：おお、そいつはシンプルでいいぜ。

墓守：クローンだろうがそうでなかろうが、勝者が生き、敗者は消えるべきなのさ。

恭二：いかにも。私が勝利すれば、そのときこそ私が春日恭二だ！

アリサ：そうだぜ。勝った方が正しい。それが優すぐれたオーヴァードの誇ほこりってヤツさ。で、ここで《水すい晶しようの剣けん》を使い、こっちの春日恭二のダメージを＋６する。

恭二：おお、攻こう撃げき力りよくが上がった！

ＧＭ：「ふん、〝悪魔デイアボロス〟はひとりで十分なのだ」というところで衝動判定をどうぞ。

恭二：（ダイスを振る）うむ、判定には成功した。侵蝕率は＋11されて[image: 112]％になった。

墓守：俺は侵蝕率が15上じよう昇しようして現げん在ざいの侵蝕率は[image: 162]。結構高たけェ。これでエフェクトレベルが上がった。暴走はしないんで変へん異い暴走によるダメージはない。ふうっ……。

和美：私は達成値10で成功。侵蝕率が13増えて[image: 112]％。

アリサ：衝動判定には成功、侵蝕率は12上がって[image: 121]％だぜ。

ＧＭ：では、これより戦せん闘とうになります。実は、このクライマックスに大量にトループを出す予定でしたが、分ぶん離り行動のときに片かたづけられたので出ません。敵は、所沢博士と春日恭二……だと、区別が付きませんので、こっちを春日恭二（真）とします。

恭二：まあ、たしかに私はクローンだが（笑）。

ＧＭ：菊池さんが担たん当とうしている方は無印で。

恭二：了りよう解かいした。本物には注意書きもいらんのだ（笑）。

ＧＭ：では、戦闘になります。戦闘配置は所沢博士と春日恭二（真）の二体、ＰＣのエンゲージから５メートル先にいます。それでは、【行動値】を申告してください。

恭二：了解した。私は、この博士と春日恭二（真）をロイスで取っておく。Ｓロイスは都築京香を指定。




●第１ラウンド

▼行動値

コウモリ従者　　　24

所沢博士　　　　　11

春日恭二（真）　　９

和美　　　　　　　８

恭二　　　　　　　５

アリサ　　　　　　５

墓守　　　　　　　０
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ＧＭ：それでは、第１ラウンド、セットアッププロセスです。

和美：まず私の従じゆう者しやが《アクセル》でアリサちゃんに【行動値】＋12を。

アリサ：おお、速いぜ！　17になった！

ＧＭ：こちらは所沢博士が春日恭二（真）に、《戦せん術じゆつ》を使います。ダイス＋５個です。「さあ、私に本当の〝悪魔〟の力を見せておくれ！」

恭二：フッ、そんなヤツの指し示じにしたがうか。

ＧＭ：「まがいものに口出しは無用だ」と春日恭二（真）のセットアップはなし。

和美：私は《アクセル》で春日恭二に【行動値】＋12よ。

恭二：こっちもぐっと来たな。

アリサ：《ターゲットロック》を博士に。

墓守：俺は《フルパワーアタック》だ。【行動値】０が０に（笑）。こンだけ派は手でなことをやったンだ。落とし前はつけてもらうぜ。

ＧＭ：では、セットアップは終しゆう了りよう。イニシアチブプロセスです。従者からになりますが、こちらの春日恭二（真）が《加速する刻とき》を使用、ここで割り込みます。

アリサ：おお、速いぜ！　先手を取ったと思ったのに。

ＧＭ：マイナーで《破は壊かいの爪つめ》を使い、鋭するどい爪を伸のばす。メジャーアクションで《コンセントレイト：キュマイラ》《オールレンジ》《伸しん縮しゆく腕わん》《貪どん欲よくなる拳こぶし》《獣けものの力》《銘めいなき刃やいば》《獣の殺意》《獣の魂たましい》、さらに《ジャイアントグロウス》を宣せん言げんし、ぐうううっと巨きよ大だい化かした腕を伸ばしてＰＣのエンゲージを一気に攻こう撃げき！　ドッジにダイスマイナス３個、［範はん囲い（選せん択たく）］です。

アリサ：《ジャイアントグロウス》って[image: 100]％エフェクトじゃねえかよ。トライブリードじゃないぞ。春日恭二は『ＤＸ３』になって、ブラム＝ストーカーにも目覚めたはず。

ＧＭ：「あの時代の強さを取り戻したのだ！」と、振るダイスは30個！　（ダイスを振る）うわ、低い！　ダイス目が26しか出ない！

アリサ：え、26？（笑）

ＧＭ：いや、でも〈白兵〉11レベルがあるから37！

和美：そのダイス目、私の従者なら《リフレックス：ソラリス》《命の盾たて》で、回かい避ひできそうな目があるのよね。

ＧＭ：む、避よけるか？

和美：じゃあ、いくわ。（ダイスを振る）……34！　ああ、惜おしい。




　期待をかけたものの、従者は回避できず、鈴木和美も他のＰＣも回避にはいたらない。




墓守：《崩くずれずの群むれ》でカバーリングだ。仕方ねぇ、アリサを守ろう。

アリサ：おい、そんなことしなくていいって言ったじゃないか！

墓守：うるせェ。ちっとはおとなしくかばわれとけ！　俺は、ガキが目の前でブッ倒れるのは御免なンだ！

ＧＭ：（ダイスを振る）あ、高い。66点です。

墓守：ガード値も装そう甲こう値も有ゆう効こうか。

ＧＭ：はい、有効です。

墓守：18点を引いて48点。これが二倍で96点で倒たおれる！　一気に吹っ飛ンじまう。

ＧＭ：「クククク！　〝マスターグレイヴ〟とやらも〝ディアボロス〟の前ではこのとおりだな！」と勝かち誇ほこる春日恭二（真）。

アリサ：〝マスターグレイヴ〟！　何な故ぜあたしの前に立ったんだっー！

墓守：だが、俺は今は答えることができない。

ＧＭ：「マスター……!!」と、通信機の向こうからネズミの悲痛な叫びが。

墓守：……泣きそうな声で叫ぶなよ。




　───まったく、なンでこンなつまんねーことに命張ってンだか。

　墓守の意識が薄れてゆく。

　しかし、まだ死ねない。殺されるわけにはいかない。

　生きて、倒さなければならないヤツがいる。それに───




「マスターッ！」




　───微笑むキミに会いたい、か。……らしくもねぇ。

　だが、その声と面影は、確かに力となって彼を引き戻したのだ。




墓守：ネズミへのＳロイスをタイタス化して使用。……Ｓロイス効果で、【ＨＰ】は全快[image: 160]点！

一同：おおおーっ！

ＧＭ：さすがは〝マスターグレイヴ〟だ。

和美：私は、従者をカバーリングして倒れるわ。春日恭二のロイスをタイタスにして復活。

恭二：私も耐えられん。ここで倒れるが……春日恭二（真）のロイスをタイタスにして復活する。その程てい度どか、春日恭二。

ＧＭ：「ほう、まがいものの分ぶん際ざいでよく立ち上がったと褒めてやろう。だが、そうでなくては吸収する意味もない」

恭二：だが、私こそが春日恭二の遺伝子を継ぐ者。さまざまな紆う余よ曲きよく折せつを経へて、トライブリードに目覚めた私が、以前の私なぞに負けるものか！

アリサ：なるほど、過か去こを乗り越えてきた男、春日恭二！

ＧＭ：それでは次です。

和美：なら私の従者ね。マイナーアクションは移い動どうしてエンゲージから離はなれましょう。そして《戦いくさ乙女おとめの導みちびき》《狂戦士》《ポイズンフォッグ》に《再さい生せいの血》を入れて回かい復ふくと支し援えんよ。侵蝕率が[image: 100]％を超えているから、ダイス＋11個。クリティカル値マイナス１、攻撃力＋５。そし【ＨＰ】がて46点回復するわ。

墓守：すげェ効果だ。感謝する。

ＧＭ：では、次。【行動値】17の春日恭二とアリサです。

恭二：では、私から行こう。マイナーアクションで《破壊の爪》《形けい状じよう変化：剛ごう》に《鷹たかの翼つばさ》も使い、翼を生やしてドッジのダイスを増やす。そして攻撃力が＋10。メジャーアクションは《コンセントレイト：キュマイラ》《伸縮腕》《渇かわきの主》《貪欲なる拳》《オールレンジ》に、《血の宴うたげ》《殺さつ戮りく領りよう域いき》で範囲を対象にし、《死神の精せい度ど》でダメージを増やす。これで27Ｄでクリティカル値６で判定できる。

ＧＭ：おっと、春日恭二（真）を狙ねらう場合、命中はマイナス２個ですよ。

アリサ：じゃあ、そこに《天の業わざ物もの》だ。《水晶の剣》を使った春日恭二のクリティカル値をさらにマイナス１する。下か限げん値ちは５だからクリティカル値は５になるぜ。

恭二：おお、これは！

アリサ：シナリオ中一回しか使えないから、ここで使っておく。

恭二：すまんな、では行くぞ！　（ダイスを振る）……おお、回った回った、どんどんクリティカルする！　……ダイス目が[image: 141]！

ＧＭ：うおっ!?

恭二：〈白兵〉13レベルを足して達成値[image: 154]だ。ダメージは55＋16Ｄの装甲無む視し！

ＧＭ：そ、それは死ねる……（笑）。

和美：さらに《力の霊れい水すい》。ダメージを追加よ。




　水晶の輝かがやきを放つ悪魔の爪が、〝ディアボロス〟を切り裂く。

　同じ顔のふたりが、おのれの存在を賭かけて戦う。勝った者が、本物の春日恭二。

　クローンであったとしても、〝悪魔〟の暴走を止めるのは自分だけなのだと。
















和美：（ダイスを振る）こっちは15。これも追加して。

恭二：ならば、ダイス目は91……合計[image: 161]点装甲無視だ！

ＧＭ：なんというダメージ！　春日恭二（真）はたまらず《透とう過か》を宣言。その鋭い爪も、身体を液えき体たいのように変えてダメージを逸そらします。

恭二：ちっ、そんなものを！

ＧＭ：そして博士は死にます（一同爆ばく笑しよう）。

一同：死んだ──────!!

墓守：え、死ぬの？（笑）

ＧＭ：こう、春日恭二（真）がぎゅいいいんと《透過》したら、その後ろにちょうど博士が立ってることに。

墓守：すげェな。春日恭二（真）は、かばうつもりが全然ないのか。

ＧＭ：「な、何故……？」と何が起こったのかわからぬという顔をしています。

アリサ：味わったかい？　そいつが〝ディアボロス〟の力だ。あんたの憧あこがれだな。

ＧＭ：「す……」

アリサ：「す？」

ＧＭ：「素す晴ばらしい！　これが〝ディアボロス〟の力っ……!!」

一同：ええええええええええ～!?

アリサ：喜んでるのかよ！（爆笑）

ＧＭ：ええ、そりゃあ憧れていた〝ディアボロス〟の力を直ちよく接せつ味わったわけで。

恭二：まったく気色悪い！

ＧＭ：そして死し亡ぼうするんですが、博士はここで《ラストアクション》を使用します。

アリサ：おっ、何してくるんだ？

ＧＭ：所沢博士は、《砂すなの刃》《レインフォース》《ペネトレイト》で。そして《クリスタライズ》、《ギガノトランス》でシーン全体を攻撃してきます。博士が操あやつる細かい粒りゆう子しが、刃のようになって攻撃する。装甲値無視で、命中すると、【行動値】がマイナス６されます。

墓守：やる気満々じゃねェか！

アリサ：ノイマン／オルクスなのね。

ＧＭ：「ああ、私が夢にまで見た力だ！」（ダイスを振る）……あ、低い、ダイス８個振ってダイス目は16しか出ない（笑）。

墓守：え？

ＧＭ：〈ＲＣ〉は４で、20。《オリジナルツール》で＋10して、なんとか30か。

和美：運がよければ回避できるわ。（ダイスを振る）えい、ダメね。19。

アリサ：（ダイスを振る）失敗、こっちもだ。

恭二：（ダイスを振る）15。失敗だ。

墓守：（ダイスを振る）20か。惜しい、《オリジナルツール》がなければ。

和美：じゃあ、従者の回避よ。（ダイスを振る）……やった！　従者の回避は52。

一同：おおー!?

アリサ：従者が根こん性じようみせた！

墓守：ああ、俺はカバーリングしよう。さっきと同じく。

アリサ：今度は、あたしじゃなくていいぜ。

墓守：そうか。なら旦那を庇かばおう。春日の旦那を《崩れずの群れ》でカバーリング。【行動値】０が０になるンなら問題はない。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは60点の装甲無視とガード値マイナス５。

恭二：む、それなら《デモンズウェブ》でダメージを軽けい減げんだ。（ダイスを振る）なんてことだ、６Ｄ振って９しか出ない。

墓守：おお、なら磁じ場ば発生装そう置ちでダメージをさらにマイナス10だ。ネズミ、頼たのむぜ。

ＧＭ：「は、はいっ！」　光り輝く格子が出現し、衝撃を打ち消していくという演出ですね。

墓守：……で、18点抜ぬけてくる。これが倍になって36点ダメージ、残り【ＨＰ】[image: 124]だな。

恭二：気が遠くなるな。

和美：では、死んだ私は墓守くんをタイタスにします。さよならＦＨ（笑）。

アリサ：あたしは、春日恭二のロイスをタイタスにして昇華。復活する。

ＧＭ：そして、《ラストアクション》を使い切った所沢博士は倒たおれました。

墓守：フッ、いい夢見れたか？

ＧＭ：いい夢を見れたので、ここで所沢博士のＲハンドアウトを公開します。

墓守：なにィ!?（一同爆笑）

アリサ：え？　ええええええっ!?

恭二：なんだと？　こいつ、ＮＰＣの分際でＲハンドアウトを持っているのかよ！（笑）

ＧＭ：ええ、まあ。こうしてセッション開始とともに、片かた隅すみに伏せておきました。

恭二：全然気づかなかったわ（笑）。




▼〝ディアボロメーカー〟所沢貞光さだみつ用Ｒハンドアウト

ロイス：春日恭二

　キミは、春日恭二という不死のジャームに興きよう味みを抱いだいた。そして、その強きよう靱じんな生命力と遺伝子に着目し、春日恭二のクローンを造つくり上げることに成功した。彼こそ、最強の春日恭二となるであろう。春日恭二同士の生せい存ぞん競争と淘汰によって、すべての闘とう争そうを勝ち抜いた最強の春日恭二を生み出すのだ。

公開条件：あなたが死亡したとき。




和美：（Ｒハンドアウトを見ながら）本当だわ、ちゃんと書いてある（笑）。

アリサ：あっ、ちなみによく読むと「春日恭二のクローンを造り上げることに成功した」って書いてあるぜ！　……ということは、あいつ本物じゃなかったんだ！

ＧＭ：「い、いいや。私が造り上げた春日恭二こそ、本物なのだ……」

墓守：そうかよ、ふたりともクローンだったのか。一方が所沢博士が造り出したもの、もう一方が都築京香が管理していたわけだ。

ＧＭ：ちなみに、ジャームなので指定してあるロイスは取れないんですけどね。

恭二：なるほど。しかし、その情じよう報ほうが開くってことは、こいつの……。

ＧＭ：はい、ここでミッションシーンが入ります。

一同：なんだって───!?（爆笑）

アリサ：新しいっ！　ＮＰＣのミッションシーン！

和美：これは斬ざん新しんね（笑）。




　　　　＊　＊　＊




　薄暗い、どこかの一室。照明が、所沢博士に向けられている。

　ＦＨの意思を決定するリエゾンロードたちの視し線せんが、彼に集まっていた。




ＧＭ：場所は、ＦＨ幹部たちが集まるどこか。薄うす暗ぐらい中、所沢博士に照明が当てられるわけですが、居い並ならぶリエゾンロードたちが一段高い席から見下ろしています。所沢博士は、春日恭二の遺伝子とそこから結けつ論ろんづけられた〝ディアボロウィルス〟について、いかに有ゆう意い義ぎであるかを語っています。

恭二：なるほどな。それが認みとめられればＦＨもバックアップしてくれるはずだったと。

ＧＭ：「〝ディアボロス〟───この強靱な生命力こそ、我われ々われＦＨが総そう力りよくを挙げて研究し、新世代への進化を繫つなぐ鍵かぎとなるのだ！」と演えん説ぜつします。

和美：そうすると、ＦＨの幹かん部ぶたちが次々と言うのよね。「春日恭二はＴ市でＵＧＮに敗北している」「デモンズシティでも敗北している」「多くの敗北を重ねてきたエージェントだ」と。

恭二：ひどい（笑）。

ＧＭ：「しかしですな、その不ふ死し性せいこそが次代を担うのだと……！」

和美：「ああ、もういい。君の主張はもう聞き飽きた」って、遮るのよね。

墓守：（幹部になって）「かつて、春日恭二に命を救われたキミがそう思うのも無理からぬことだが……」

ＧＭ：あ、そうだったんですね（笑）。「我々には必要がない」「この話はここまでだ」と、会合の終了が告げられ、バターンと。

アリサ：研究も打ち切られるんだな。

ＧＭ：「くそ、見返してやる！　そうだ、彼こそ最高の……」




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：……と、そんなミッションシーンを走そう馬ま燈とうのように思い出すのでした。

恭二：そうだったのか。

ＧＭ：そして、ここにいる春日恭二（真）は、博士が唯ゆい一いつ造ることに成功したクローンで、他のはあくまでも姿すがた形かたちを似せた劣化コピーに過ぎなかったわけです。

アリサ：そうか、春日恭二を目指しても目指しきれなかったんだな。

墓守：こいつ、悲しいヤツだな……リエゾンロードに逆らう気概は嫌いじゃねぇ。

ＧＭ：そして、春日恭二（真）ですが、「そんなもののために生まれた私は、その軛くびきから脱だつし、最強となるのだ。私こそが真の〝ディアボロス〟！　敗北を運命づけられた世界など、必要ないのだ！」と。

恭二：そうか、貴様もクローンであったか。

ＧＭ：「違ーう！　私こそが本物だ！　私を造り出し、神を気取るような存在はいらん！」死にゆく所沢博士を、ぐしゃりと踏ふみ潰つぶし。

恭二：……っ!?　おのれを造った者に決別するか。

ＧＭ：「そうとも。私は〝悪魔〟だ」

墓守：こいつもまた春日恭二らしいぜ。

アリサ：で、つぎはあたしの番か。まずはトランクを蹴っ飛ばしトツカを構かまえ、マイナーアクションで移動し、春日恭二（真）にエンゲージする。

ＧＭ：「来たか〝始末屋〟よ。もう私を制せい限げんするものは何もないのだ」

アリサ：何もない？　思い上がるなよ偽物！　お前が勝手な動きをすれば〝始末屋〟が動くんだ。あたしを殺して、あんたの誇りを見せてみな。メジャーアクションで攻撃する。……でも、《ターゲットロック》はなくなったんだよね。博士が死んだから。

ＧＭ：そして春日恭二（真）を狙う場合、ダイスマイナス２個です。

アリサ：そうだった、その効こう果かがあった。（ダイスを振る）だが、達成値は42。次々に繰り出される三刀流が、春日恭二（真）を鋭するどく捉とらえるぜ。

ＧＭ：こちらの《イベイジョン》によるドッジの達成値を超えていますので、命中します。

アリサ：（ダイスを振る）なら、98点の装甲無視だ！

ＧＭ：しかし、こちらには《不死なる獣》がある。ダメージは８Ｄ軽減できる。

アリサ：そんなのがあるだとー！　まあ、何かあると思っていたけどな。

ＧＭ：ていっ！　（ダイスを振る）43点減へらしました。ダメージ55点受けます。

アリサ：しぶといヤツだ！

ＧＭ：そして、イニシアチブプロセスとなって、春日恭二（真）の行動。やはり《伸縮腕》で射しや程ていを伸ばし、《ジャイアントグロウス》で和美、墓守、春日恭二のエンゲージを狙ねらって攻撃する。ドッジのダイスはマイナス３個。（ダイスを振る）達成値は47。

墓守：ちっ、今は【ＨＰ】が減りすぎると次の攻撃に《スーサイドセルフ》を乗っけられない。すまンがカバーリングはできねェ。

恭二：大だい丈じよう夫ぶだ、ここはタイタスでなんとかする。

ＧＭ：（ダイスを振る）５Ｄ振って、ダイス目は30、合計67点です。

墓守：おお、カバーリングしなくてよかった。残り【ＨＰ】75点。

恭二：軽減しても死ぬんでそのまま受ける。

和美：私も倒れるから。アリサちゃんをタイタスにして復活よ。

恭二：そして、私は所沢博士のロイスをタイタスにして昇華。

ＧＭ：では、残る行動は《フルパワーアタック》で力を溜ためている墓守です。

墓守：よっしゃ！　《スーサイドセルフ》で【ＨＰ】25点消費、攻撃力30点増ぞう加か。《伸縮腕》からのいつもの組み合わせで、全部で26Ｄもダイスが振ふれるぜ。

ＧＭ：おっと、マイナス２個しておいてください。

墓守：そうだったな。（ダイスを振る）おお、来たぜ、ダイス目だけで73！　達成値78！

ＧＭ：避よけられません。《イベイジョン》に《獣の魂》をぶっこんでも避けられない。

墓守：じゃあいこうか。８Ｄでダメージを出す。（ダイスを振る）よし、合計で[image: 132]点！

ＧＭ：[image: 132]点？　くっ、まだなんとか生きてはいるが。いたるところから生え出したエピタフによって串くし刺ざしにされていく。

墓守：オラァ！　最強だろうがなンだろうがよ。殴なぐり続けりゃ死ぬぜ！

ＧＭ：「馬ば鹿かな、いままで吸収してきた春日恭二が……」

墓守：おめェ、ちょっと鍛きたえ方が足りねえンじゃねえのかァ？

ＧＭ：それでは、クリンナップとなって《暴食の胃袋》によって１Ｄ10の【ＨＰ】を失います。（ダイスを振る）４点減ります。

和美：そうね。これがあったわ。

ＧＭ：そして第１ラウンドが終了です。




●第２ラウンド

▼行動値

コウモリ従者　　　24

春日恭二（真）　　９

和美　　　　　　　８

恭二　　　　　　　５

アリサ　　　　　　５

墓守　　　　　　　０

[image: ]




ＧＭ：では、第２ラウンドの開始です。まずはセットアッププロセスです。こっちはもう《戦術》をしてくれる博士がいない。

和美：従者と私で《アクセル》を春日恭二とアリサちゃんに、【行動値】を＋12よ。

アリサ：《ターゲットロック》を春日恭二（真）に。

墓守：《フルパワーアタック》。

ＧＭ：そしてセットアップ終了。イニシアチブプロセスに《加速する刻》を宣言。《ジャイアントグロウス》による範囲攻撃を、春日恭二たちのエンゲージに。

墓守：さあ、耐たえきれるか。

ＧＭ：（ダイスを振る）達成値は43です。ドッジにダイスマイナス３個です。

和美：じゃあ、《命の盾》《リフレックス：ソラリス》でドッジするわ。（ダイスを振る）……あっ、避よけたわ！　クリティカルがいっぱい出て56！

一同：おおっ！

恭二：（ダイスを振る）こっちは失敗だ。すごいな、どうやったらそんな数字出るんだ。

和美：クリティカル値７ですから、出るときは出るわ。

墓守：俺も失敗だ。ここは春日の旦那をかばうぜ。《崩れずの群れ》だ。無む造ぞう作さに前に出て、ヤツの攻撃を全部受ける。

ＧＭ：「馬鹿な！　どけっ、どけっ！」

墓守：特に答えず、口元だけ歪めて笑う。

ＧＭ：「……くっ！」では、ダメージ。（ダイスを振る）ダメージは77点です。

墓守：うーン、旦那が《デモンズウェブ》で52点軽減してくれりゃあ立ってられるが（笑）。

恭二：どうやってだ！　６Ｄしか振れんというのに。

墓守：じゃあ、温おん存ぞんしてくれや。俺は倒れる。

恭二：すまんな。

和美：でも安心なさい、《奇跡の雫しずく》で復活させてあげるから。

墓守：おおっ、和美！　ブラボーッ！（笑）

和美：さあ、立ちなさない、墓守くん。【ＨＰ】10点で復活よ。

墓守：ああ、まだ眠ねむるわけにはいかねェ。

ＧＭ：と、次ですね。割り込まれた従者です。

和美：従者くん、お願いね。《再生の血》《癒いやしの血》《戦乙女の導き》《狂戦士》《ポイズンフォッグ》を、私たちのエンゲージに。ごめんなさい、アリサちゃんには届とどかないの。

アリサ：まあ、仕方ない。

和美：（ダイスを振る）78点回復ね。

恭二：おお、これで全ぜん快かいだ。

墓守：88点まで回復だぜー。

和美：そしてダイス＋14個。クリティカル値マイナス１、攻撃力が＋５よ。

ＧＭ：それが従者の支援。では、続いて行動値が同じアリサと春日恭二です。

アリサ：じゃあ、あたしからいかせてもらうよ。

恭二：ああ、任まかせた。

アリサ：マイナーでアージエフェクト《殺さつ戮りくの獣じゆう牙が》を使用する。【ＨＰ】５点消費だけど、ダメージに５Ｄ追加できる。悪魔狩がり、楽しませてもらうぜ。




　アリサが無む邪じや気きなほどの殺気が込められた笑みを見せる。

　始末屋の本ほん能のうが、〝ディアボロス〟に向けられる。

　それは、獲え物ものを狩かろうとする獣の笑みだった───。




アリサ：これで侵蝕率も[image: 183]％か。夢いっぱいだぜー。さあ、メジャーアクションはトツカとの三刀流！　（ダイスを振る）達成値はぴったり70。

ＧＭ：《イベイジョン》を超え、見事に命中しています。「バカな、私が狩られるというのか……！」

アリサ：お前の動きは見切ってんだよ！　（ダイスを振る）[image: 142]点の装甲無視ダメージ！

ＧＭ：それで倒れます……が、《魔獣の証あかし》で復活！　「私は不死身だ！　この程度では死なん。それが〝ディアボロス〟……春日恭二だからだ！」

アリサ：おっと、そんなものまで使ったか。ではトツカを収おさめる。あたしの仕事は、ここいらでおしまいさ。〝悪魔〟がお前を喰くらう。

ＧＭ：「なんだと？」そうすると、視線の先には自分と同じ姿の春日恭二がいるわけです。

恭二：そうだ。私を倒すのは、私だ───。




　どちらが偽者で、どちらが本物なのか。

　春日恭二という不死身のオーヴァードを巡めぐる戦い。

　それに結けつ論ろんを出すのは、春日恭二自身だ。




墓守：もう墓標は必要ねェな。俺もエピタフを仕し舞まおう。

恭二：そう、クリティカル値６で30Ｄも振れる。そいつは私が仕し留とめよう。湧わき上がる欲よく望ぼうを抑おさえながら言う。

墓守：おお、ここで初めてクローンである春日恭二に欲望が目覚めた感じか。

恭二：そう、倒せるという欲望がな！　春日恭二（真）に向けて、《伸縮腕》からの攻撃！

ＧＭ：はい、ダイスをマイナス２個してください。




　悪魔と恐れられた男───。

〝ディアボロス〟とは、自分のことだ。他の誰でもない。

　まがいものと呼びたくば呼ぶがいい。

　その称号は、実力で証明してみせる。




ＧＭ：「貴様、まがいものの分際で何故刃向かう！　所詮は、私の予備だというのに！」

恭二：フッ、笑わせるな。春日恭二は予備のまがいものを恐れるはずがなかろう。

ＧＭ：「何を言うか！　私こそが……」

恭二：まがいものは、貴様だ───。

一同：おおっ！

和美：そうね。春日恭二とはそういう男だったわ。

墓守：まったく、〝悪魔〟の真似なンざするもンじゃねぇぜ。

恭二：もはや、貴様なぞ恐るるに足らず。この爪で葬り去ってくれよう！

ＧＭ：ぐんっと伸びた異形の腕が、鏡写しの自分を切り裂いていく！

恭二：（ダイスを振る）ダメージは装甲無視の[image: 105]点。滅びろ、春日恭二はひとりでいい。

ＧＭ：そ、それは、耐たえられない……！




　悪魔の爪が、もうひとりの悪魔を蹂じゆう躙りんしていく。

　鏡きよう像ぞうの自分をズタズタに切り裂さき、無に変えようとした。

　みずからをみずからが否ひ定ていするのかと、囁ささやく内なる声もあった。

　だが、それを振り切った。これは明めい確かくな彼の意い志しだった。

「私は、私が倒す───」

　今、答えが出ようとしていた。本物の春日恭二はどちらなのか。




恭二：私の中に抗う声があった。オリジナルを倒してはならないという遺伝子の声が。だが、今それを乗り越えた。私みずからの意志でな。

ＧＭ：「バカな、クローンが本物を超えてよいというのか……」

恭二：黙だまれ、超えた方が本物。超えられなかった貴様は、偽物に過ぎん。

ＧＭ：「そ、それでは、私が劣化コピーだと……」

恭二：そうだ。劣ったまがいものだからこそ、貴様は滅びる。

墓守：そうとも、〝ディアボロス〟はふたりはいらねェ。

恭二：今まで味わったことのない感覚が、自分の遺伝子を書き換えていく。春日恭二のオリジナルさえ味わっていない、これが勝利───。

墓守：勝利の味だ！

アリサ：勝利を味わって、春日恭二を超えた！

ＧＭ：クローンは、まだ挫折を味わっていないから！

和美：春日恭二のバックアップとして生まれたクローンだから、敗北も挫折も知らないわ。

恭二：今、私にはオリジナルを超えようとしているという欲望が、ふつふつと湧き上がっている。滅ほろぶがいい、私のまがいものよ。ぐしゃりと心しん臓ぞうを握にぎりつぶしてやる。

ＧＭ：「ごはっ───!!」真の勝者となった春日恭二を羨うらやむようにして息いき絶たえます。

恭二：そうか。今、自分の中を支し配はいしていく新しい気持ちが心地いい。




　勝利の充じゆう実じつ感とともに、彼は頭上の月を見上げた。

　浮うかぶ満月は、祝福しているようにも恐おそれているようにも見える。

　今日、この夜───。

　新しい悪魔が誕たん生じようしたのかもしれなかった。




墓守：勝ったか、旦那。あンたがクローンか本物かどうかはしらねェ。だが、今はあンたが〝ディアボロス〟だ。

恭二：そうだ。何も変わらん。そう言って、仮面を展てん望ぼう台だいから捨すてよう。

アリサ：今まで正体を隠かくし、偽いつわっていた仮面を捨てた！
















恭二：ああ、もう私には必要ない。

和美：……じゃあ、私はまだ自分のメジャーアクションが残ってるからここで退たい場じようするわ。

ＧＭ：あ、行動残してた！

和美：ダイス＋14個だから、判定しなくてもいいわよね？

アリサ：そんだけダイス振られたら、止められそうもないぜ。

墓守：ここで退場か。たしかに、俺たちも帰す手はねェもンな。

和美：三人のＦＨたちが勝利に酔よってるところを、後ろですっと消えるように。

墓守：おお、いつの間にか霧きりのように！

アリサ：さっきまで気配があったのに。

和美：私、〝謎の女パープルレイン〟だから───。

墓守：消えた、か。

恭二：抜け目のないヤツだ。だが、まあいい。見み逃のがしてやる。

和美：ありがとう、感謝しておくわ。

ＧＭ：では、これにてクライマックスは終了です。《暴食の胃袋》の効果も、本体が消えたのでなくなりました。

墓守：フッ、終わったぜ。空も晴れてきやがったな。

ＧＭ：夜空には何事もなかったかのように月が浮かんでおり、今までの異様な雲はもうすでにありません。そして新たな春日恭二が生き残ったため、ディアボロウィルスの性質も書き換わります。

墓守：侵蝕する効果もなくなるわけか。

ＧＭ：最終的に勝ち残った春日恭二のレネゲイドウィルスが、Ｔ市に蔓延していたディアボロウィルスを駆逐していきます。《予告された終焉》の効果もなくなります。

和美：これで、もう春日恭二に侵蝕されることもないのね。

アリサ：Ｋ市も解放されたんだな。春日恭二の食い合いという地獄から。

恭二：無数の春日恭二が食らい合い、最後に勝ち残ったのは私だったというわけだ。




　生き残った春日恭二こそが本物。

　勝利の余韻と、新たな欲望に満たされている。

　自然と、自信に満ちた笑みが浮かぶ。

　我こそが〝ディアボロス〟春日恭二なのだと。




恭二：さて、エンディングといこうじゃないか。

ＧＭ：はい、了解しました。その前にバックトラックを行ないます。







　　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：では、バックトラックとなります。みなさま侵蝕率の方はおいくらでしょうか。

和美：私は、[image: 164]です。

墓守：[image: 189]までいったぜ。

アリサ：あたしは[image: 187]だった。

恭二：こっちは[image: 169]。

ＧＭ：Ｅロイスですが、こっちは合計８ありますので、まず８Ｄ侵蝕率が減げん少しようしますよ。

和美：結構あるわね。さすが。

ＧＭ：《虚きよ実じつ崩ほう壊かい》を《傲ごう慢まんな理想》×２とか使って拡かく大だいしていますから。そのほか、《予告された死》と《暴食の胃袋》、それと《さらなる絶ぜつ望ぼう》×３があります。

アリサ：じゃあ、さっそくそれを適てき用ようしよう。（ダイスを振る）55点減ったよ。現在、[image: 132]まで下がった。むー、難しい。

和美：（ダイスを振る）私は51点減って、[image: 113]％

恭二：（ダイスを振る）こっちは34点しか減らない。まあ、それでもＤロイス「不死者」があるから圏けん内ないだが。

墓守：（ダイスを振る）俺は47減った。現げん在ざい、侵蝕率[image: 142]％なので、さらに仲間とネズミのメモリーを使い。マイナス20する。それで、[image: 122]。

アリサ：あたしもトツカ一族というメモリーあるから、使っておく。

墓守：ロイスは５つ残ってる。うーン、ここは普ふ通つうに勝負だな。（ダイス目）……５Ｄ振って、24。[image: 122]だから98％。うお、ギリギリ（笑）。

和美：私は３Ｄ振って20が出たので、93％よ。これも危あぶなかったわね。

アリサ：じゃあ、あたしだ。タイタスにしたのは一個だけなので、５Ｄ振る。（ダイスを振る）おお、30。これで92％だから、無事戻もどってきたぜ。

恭二：まあ、私の場合は[image: 119]％以下でいい。（ダイスを振る）４Ｄ振って23。[image: 112]で帰還に成功したぞ。

ＧＭ：おっ、全員無事でしたか。

恭二：なんとか自じ我がを保たもつことができたな。

墓守：まあ、よかったよかった。

ＧＭ：はい、ではこれにてバックトラックが終わりました。エンディングに移りましょう。







◆Ending01◆勝ち残ったもの




　こうして春日恭二かすが・きようじと春日恭二の争いは終わった。

　空に浮かぶ月は、まるで勝者に捧ささげられる勲くん章しようのよう。

　Ｋ市を覆おおう不気味な雲も晴れ、封ふう鎖さも解かい除じよされた。




ＧＭ：ここから、エンディングフェイズになります。

和美：私はさっき退場してしまったので、三人でやるといいと思うわ。

墓守：ああ、消えちまったからな。霧のように。

アリサ：あたしたちＦＨを出し抜くとは、とんだ悪あく党とうだぜ。

墓守：……ちっ、あの女め狐ぎつねめ。

和美：ふふふ。

アリサ：……さて。春日恭二、でいいのかい？

恭二：かまわん。そう呼びたまえ。

アリサ：どうやらふっきれたようだな。あんたは春日恭二だよ。

墓守：しかし、あンたがクローンってことは、この前俺たちが会ったオリジナルは、まだどこかにいるってことか？

恭二：そういうことになるだろう。私は、会ったことはないがな。

墓守：そうか。一いち応おう聞いておくが……これから、あンたはどうするンだ？

恭二：私はオリジナルが持っていないものを得た。勝利という快かい楽らくを。

アリサ：なるほど、オーヴァードの誇りとしちゃ十分だ。

恭二：そう、それが私の誇りだ。いつしかオリジナルさえ超こえる存在となろう。




　春日恭二のバックアップとして生まれたクローン。

　彼は、同じ姿の自分と戦い、勝利したことによってひとつの証しよう明めいを得た。

　だが、まだオリジナルがいる。それを乗り越えたときこそ、本物となる。




恭二：そうだな。次に君が春日恭二と会うときは、私と再さい会かいすることとなるだろう。

墓守：じゃあ、健けん闘とうを祈いのるぜ、どっちの旦那にもな。そう言って背せを向けよう。

アリサ：あたしもお別れだ。お前の欲望を祝福するよ。春日恭二よ！

恭二：その言葉、ありがたく受け取っておく。




　夜空に浮かぶ月の下、ＦＨのオーヴァードたちは去っていった。

　新たな春日恭二に背を向けて───。







◆Ending02◆裏うら切ぎりと裏切り




〝謎の女パープルレイン〟鈴木和美すずき・かずみは、〝トーキングレポーター〟救出の任にん務むを果たした。

　ＵＧＮからＦＨ、そしてＦＨからＵＧＮへ。そんな偽いつわりも今終わる。

　そして、Ｋ市から離はなれようとしていた。




ＧＭ：それでは、鈴木和美のエンディングとなります。

和美：街の外れで、救出した喜き久く原はらさよこに「さぁ、行きましょう？」と声をかけるわ。

ＧＭ：「え？　鈴木さんは、ＦＨに寝ね返がえったって……！」

和美：ふふ、また寝返ったのよ。エージェントならよくある話でしょう？

ＧＭ：「そ、そうですね。でも、Ｋ市は……」

和美：また別の部隊が行くわよ。さ、霧きり谷たにさんに会いに行きましょう。

ＧＭ：では、鈴木和美が微笑ほほえむと、迎むかえの車がやってきます。ふたりを乗せたあと、遠くへと去って行くところで、シーンを終了しましょう。




　黒くろ塗ぬりの車が、ふたりを乗せてＫ市を後にする。

〝謎の女〟の微笑みは、誰だれに向けたものなのか───。







◆Ending03◆さらばの合図




〝マスターグレイヴ〟と〝始し末まつ屋や〟───。

　ふたりのＦＨエージェントが、Ｋ市を去ろうとしている。

　たとえ同じ組そ織しきにいようとも、次会うときは敵となる。それがＦＨというものだ。




ＧＭ：次は墓守とアリサ。夜が明けようとする頃ころ、Ｋ市上空にバラバラバラとＵＧＮのヘリが飛んで来ます。

墓守：ちっ、うるせーのが来たな。

ＧＭ：「ＵＧＮの処理班ですね……」とネズミが言います。




　夜が明けようとする薄うす闇やみの空を、所しよ属ぞく不明のヘリが数機飛来する。

　ＵＧＮの事じ後ご処しよ理り部隊だろう。墓はか守もりは、見上げて毒づく。

　払ふつ暁ぎように響くローターの音が、Ｋ市で起こった異変の幕引きを告げにやってきた。

　非日常は終わり、この街の日常が取り戻されようとしている。




墓守：面めん倒どうはごめンだ。さっさと帰るぞ。ネズミとふたりでバイクに跨またがる。アリサとは違ちがうところへ帰ることになる。

アリサ：〝マスターグレイヴ〟……お前は、このまま走り続けるつもりなのか？　月つき並なみな話になるが、復ふく讐しゆうのために走り続けた先に待っているのは───破は滅めつだぜ？

墓守：破滅？　そんなもの、とっくのとうに済すませているさ。怖くもねェ。

アリサ：そうかい。なら、お前にも祝福を祈いのろうじゃないか。そして、お前に終末を告げるのは、あたしになるといいな。




　そう言って、アリサは鮫さめのように笑った。

　いままで何度か敵に見せてきた、〝始末屋〟の笑みだ。

　そんな獰どう猛もうな笑みに、墓守はどこか気持ちのいいものを感じていた。

　しかし、ふたりの未来は交わることはないだろう。

　刹那に生まれた奇妙な絆は、消える宿命にある。




墓守：ハッ！　そいつァ面白い。だが、こっちもやられてやるつもりはねェ。俺にはありがたい幸運の女神ってヤツがついているみてェだからな。

アリサ：復讐の先に、何かマシなものがあると？

墓守：おうよ。本懐遂げた後は……そうだな、逝っちまった奴らの分まで、せいぜいハッピーに生きてやるさ。

アリサ：都合のいい夢だな。

墓守：願うだけなら自由ってな。

アリサ：ふん。あたしと会うときまで、元気でいなよ。

墓守：二度とお会いしたくはねぇもンだ。……あばよ。

アリサ：ああ、じゃあな。

ＧＭ：「そ、それじゃあ、し、失礼します……」とネズミも別れの挨あい拶さつを告げます。

墓守：バイクのエンジンを吹ふかし、Ｋ市から去っていく。




　排はい気き量りようにふさわしい爆ばく音おんを上げる、墓守のリッターマシン。

　そのエンジンの咆ほう吼こうは、勝利の凱がい歌かか死にゆく者への弔ちよう鐘しようか。

　トランクを抱かかえ、振り返りもしないアリサに別れを告げる。

　交わることのない行き先。

　訪れることのない未来。

　ふたりは、朝焼けの彼方に消えていく。

　東京近きん郊こうＫ市を離はなれ、今度は何処いずこへ───。







◆Ending04◆最後の悪魔




　Ｋ市で起こった事じ件けんから、しばらく───。

　クローンとして生まれた春日恭二は、おのれと同じ姿のものを追っていた。

　自分こそが春日恭二であると証明するために。




ＧＭ：では、最後に、春日恭二。

恭二：私は、都築京香つづき・きようかの元に戻もどるでもなく、ＦＨに残るでもなく、ＵＧＮに行くでもなく……。春日恭二という個こ体たいを極めるべく、行方をくらませるのだ。

ＧＭ：春日恭二のコピーやクローンは、複ふく数すういるようですしね。

恭二：とある夜。私は駅前の路ろ地じ裏うらで、出来の悪い春日恭二を潰つぶしているのだ。

ＧＭ：では、あなたがそれを倒たおし、断だん末まつ魔まが響ひびき渡わたるのですね。

恭二：「これで、一八体め。また勝利が増ふえた」そうすると、反対方向から、カツンカツンと靴くつ音おとを立てて、誰だれかが近づいてくる。

ＧＭ：そう、それこそは───！




「お前が、私の周りを探さぐり回っているドブネズミか」

　街灯の光を背せ負おって立つのは、もうひとりの自分の姿。

　ぞくりと、戦せん慄りつが走る。さっきの出来の悪いコピーとは違う。

　殺気と気配に、体内のレネゲイドがざわりと逆さか立だつ感覚が走る。




恭二：そいつは、やはり私と同じ顔をしているのだな。

ＧＭ：そのとおりです。あなたと同じ顔をした、春日恭二です。

恭二：そうか。それでいい。私は、お前を殺すために来た。

ＧＭ：お互たがいが爪を伸ばし、戦闘態たい勢せいに入ったところで……シーンを終了しましょう。

恭二：おおっ、いくぞ！




　勝ったのは、果たしてどちらだったのか。

　生き残った〝ディアボロス〟が、ＵＧＮの脅きよう威いとなるだろう。

　〝ディアボロス〟春日恭二。いつかまた、どこかに現あらわれるまで。





ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ　春日恭二の事じ件けん簿ぼ




第二話「春日恭二殺人事件」




─ＦＩＮ─









　　　　あとがき




　数ある『ダブルクロス』のＮＰＣの中でも、春日恭二かすが・きようじほど愛されたキャラクターもなかなかいないんじゃないかと思います。付ふ属ぞくシナリオでＰＣと戦い、そしてＰＣに敗北する……と思ったら、次のシナリオにもまた復ふつ活かつして登場し、またＰＣに敗北する。この繰くり返かえしによって、プレイヤーの記き憶おくに残り、『ダブルクロス』を代表するＮＰＣとなりました。

　私わたしも、彼かれと出会ったのはＴＲＰＧを仕事にする前、一ファンであった頃ころです。

　ＧＭとして彼を演えんじ、再さい三さんに渡わたってＰＣと戦ったことが思い出されます。

　そんな春日恭二をＰＣに迎むかえた『春日恭二の事じ件けん簿ぼ』、いかがでしたでしょうか？

　彼のプレイヤーを担たん当とうした菊きく池ちたけしも、見事に春日恭二をロールプレイしてくれたのではないかと思っております。

　さて、本ほん編ぺんについて振り返っていこうかと思いますが、あとがきから読むという方もおいでのようです。

　以後の文章にはネタバレの内ない容ようも含ふくみますので、お気をつけください。




●第一話

　第一話のシナリオは、「春日恭二抹まつ殺さつ指令」というタイトルです。

　内容はともかくとして、春日恭二をＰＣに迎えるセッションにすると決まったとき、最初にこのタイトルだけは思いついており、決まっていました。

　それに合わせてシナリオを考えたわけです。

　まず、どうすると春日恭二に抹殺指令が下されるのか、そして、どうすると春日恭二がシナリオの中心となって面白くなるのか。

　いろいろ考えたすえ、人生に疲つかれた春日恭二がＦＨを離はなれ、ラーメン屋で働くことになるというシナリオを思いつきました。これなら春日恭二を追ってＦＨからの刺し客かくとして他のＰＣも集まってくるし、ストーリーも春日恭二の過か去こにスポットを当てたものになります。

　やってみたところ、任にん俠きよう映えい画がみたいになりましたが。

　人生に疲れた春日恭二が何な故ぜ、Ｔ市のラーメン屋に向かったのか？　この辺もダブルハンドアウトを使って上手く表ひよう現げんできたかと思います。

　しかし、なんといっても菊池たけしのロールプレイが光ります。

　挫ざ折せつ続きのＦＨエージェントという悲ひ哀あいと、最初の挫折の場であるＴ市への郷きよう愁しゆうが表現され、こちらが想定した以上に盛もりあげてくれました。




●第二話

　タイトルは「春日恭二殺人事じ件けん」と、ミステリーを想そう起きさせるものですがこれは序じよ盤ばんまで。

　中ちゆう盤ばんからは無数の春日恭二が登場するという怒ど涛とうの展てん開かいとなるシナリオです。

　プレイヤーから「これだと春日恭二連続殺人事件だ」というツッコミがありましたが、まさにそういうシナリオとなりました。

　今回のダブルハンドアウトは、春日恭二のクローンであり、春日恭二とそっくりそのままでありながらも、本人ではないと否ひ定ていするという複ふく雑ざつなものです。プレイヤーの力量がわかっているからこそ、任まかせることができたといえるでしょう。

　ちゃんと仮か面めんを被かぶってくれるあたり、さすがは菊池たけしでした。

　春日恭二がディアボロス仮面を名乗ったのは彼のアイデアですが、ＧＭとしてこの展開を期待してシナリオを用意しました。

　この点はＲハンドアウトを配った後の個こ別べつ面談で相談していますし、リプレイ本編では省きましたが、セッション途と中ちゆうに展開について相談しています。

　菊池たけしが演えんじる春日恭二は、ＰＣ①であり春日恭二のクローンでした。

　エンディングは、もうひとりの春日恭二に挑いどむところで終わります。どちらが勝ち残り、本物の春日恭二となるのか、あえて語る必要はないでしょう。

　本物の春日恭二とは、あなたの卓たくに現あらわれる春日恭二のことなのです。




●ＮＰＣをＰＣとしてプレイする

　さて、今回のリプレイはＮＰＣをＰＣとして演えんじたセッションです。

　ここでは、ＮＰＣをＰＣとするためのガイダンスを解かい説せつしておこうと思います。




・発表されたデータとの違ちがい

　これまでパーソナリティやシナリオの敵てきとして発表されたものは、ＮＰＣとしてのもので、そのままＰＣとして使用するには向きません、ＰＣとなったときはあくまでも他のＰＣと同じレギュレーションにしたがいます。データの違いは、これまで観かん測そくされていたデータが間違いであるとか、力を制せい限げんされているなどの事じ情じようがあるとするのがよいでしょう。

　ジャームとして発表されているＮＰＣでも、ＵＧＮ側とＦＨ側との認にん識しきの差ということにするといった処しよ理りもあります。




・あくまでもセッション内のみ

　そのＮＰＣがＰＣとして活動したことは、あくまでもそのセッションの中だけに限げん定ていし、他の卓に持ち込まないようにしましょう。他の卓では、そのＮＰＣには期待されている役やく割わりがあり、ＰＣであったという設せつ定ていが支し障しようとなることがあります。今回のリプレイで語られた春日恭二の活かつ躍やくも、あなたの卓で採さい用ようする必要はないのです。

　以上の点に気をつければ、春日恭二の他にも、霧谷雄吾きりたに・ゆうごやヨハン・Ｃ・コードウェルといったＮＰＣをＰＣとして遊ぶこともできるでしょう。

　もちろん、その卓のＧＭやプレイヤーとよく相談して許きよ可かを得ないといけません。

　このガイダンスは、あくまでもＮＰＣをＰＣとして楽しいセッションをするにはどうすればいいかという指し針しんであって、ＧＭの許可なくＮＰＣを演じてもよいというものではありませんので注意してください。その卓のＧＭとよく相談し、セッションを楽しんでください。

　今回、墓守清正はかもり・きよまさのプレイヤーとして参加してもらった田中天たなか・たかし先生も、春日恭二と一いつ緒しよにセッションするという企き画かくに快こころよく賛さん同どうし、楽しみにしていました。

　アリサ・トツカの大畑顕おおはた・あきら、鈴木和美すずき・かずみの鈴吹太郞すずふき・たろうも同様です。

　おかげで、笑いあり涙なみだあり、そしてかっこいいセッションとなりました。




『ダブルクロス』発表以い降こう、たくさんのＮＰＣ、ＰＣが登場してきました。春日恭二がここまで長く語られたのも、ファンの皆さんの声せい援えんあってのことと思います。

　これからも春日恭二ともども、よろしくお願いします。

　それではまたの機会にお会いしましょう。





二〇一五年七月吉きち日じつ　丹藤武敏たんどう・たけとし
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